















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序　ありふれたサイボーグ






「目からビーム、出したくない？」

　唐突な質問に、戸惑いがそのまま口から出た。

「えっと、はい？」

　その日はそこそこ長く続いた、僕の保健室生活の最後の日だった。

　先月は色々あって、僕は何回か怪け我がをしてしまった。その代償が、保健医である仁に崎さき先生の監視下での保健室生活だ。

　僕は社交的な人間ではない。誰かと同じ部屋で寝起きするというのはそれだけで精神的に疲れてしまうし、まして相手は仁に崎さき先生……年中白衣と水着だけで過ごす変人の女性教師である。左腕を覆うカバーが外れるのを、僕がどれだけ待ち望んでいたことか。

　そうした僕の疲弊感をまるで斟しん酌しやくせずに、いつも通りの格好をした仁に崎さき先生は緩やかに首を傾かしげる。

「ビーム。せっかく片目を自由にできるんだから、何か出せる方が楽しいでしょ」

　まぶたの上から右目に触れる。

　そちらの目は先月の一件とは無関係に、随分昔に色々あってなくしてしまったものだ。空っぽの眼がん窩かには、今はプラスチックの義眼がはまっている。

「なくした目を『自由』っていうのは、独特な表現です」

「そうかな？　別に身体からだの一部をなくさなくても、本当は人の形はもっと自由だよ。けど不思議と身体からだを置換するサイバネは流は行やっても、増設するサイバネは流は行やらなかったからなぁ」

　そういう仁に崎さき先生の腰には、鋼線と鉄片をより合わせたような奇怪な尻尾がある。自在に伸びるそれは、確かに人間にあらかじめ備わった腕なんかよりも便利で自由そうだ。

「面白い義眼を作る人、紹介しようか？」

「便利とかじゃなくて、面白いってところが大事なんですね…………」

「合理性ばかりを重んじたがるのは現代人のよくないところだよ。面白くないっていうのは、それだけでよくないことの証明なんだ」

「ちなみに、例えばどんな義眼があるんですか？」

「アクティブソナーで全方位を把握する目とか、瞳孔を複数搭載して両目以上の立体視を可能にする目とか、人の認識に干渉するパターンを表示して他人から絶対に認識されない目とか」

「どれもすごいけど、絶妙に使い道に困るようなものばかりですね」

「まぁ、今のサイバネの主流派は尻尾なんて作らないから。つまり私の知り合いの技術者はみんな、どこかひねくれているやつばかりってこと」

　苦笑しながら、僕は指先で義眼の表面を叩たたく。

　余計な機能を載せるかはともかく、眼球の機能を戻せば便利だということはわかっている。右目を失ってからというもの、視界はいつも半分くらいだし、慣れたとはいえ遠近感も弱まってしまったままだ。今となっては機能付きの義眼を作るくらい、かつての時代にコンタクトレンズを作るくらいの手間でできるだろう。

　けれど本当に僕がそれを欲ほつしているのならば、きっと何年も前に視覚機能のついた義眼を作っていたはずである。

「…………まぁ、気が向いたらそのうちに」

　その返事を聞いて、仁に崎さき先生は重たい溜ため息いきを零こぼした。

「興味がない人はみんなそういうんだ」

「先生にも誰かを勧誘しようとか、そういう気持ちあったんですか」

「いいよ、いいよ。裏切り者め。いっちまえ」

　座ったままの先生から伸びてきた尻尾が、僕の背中をどんと押す。

　よろめくように廊下に出て、僕は苦笑した。カバーの外れた左腕を曲げ伸ばしし、特に意味もなく教材の入った鞄かばんを左手で持つ。夕ゆう日ひが目に染しみるが、気分は自然と上を向く。

　鉄てつ窓そう島とうに五月が訪れたある日のことだった。




















一　ありふれた家族関係






「あ、夕ゆう日ひくんおかえり～」

　寮の自室に帰ると、髪の毛を頭の片側でお団子にした女子生徒が僕のベッドでごろごろしていた。授業が終わってから一度着替えたのか、服装は簡素なシャツとハーフパンツ。僕が扉を開くまで眠っていたようで、あくび一つのおまけ付きだ。

　僕はちょっとだけ驚いてから彼女の名前を呼ぶ。

「ただいま、語かたり木ぎさん。何してるの？」

「夕ゆう日ひくんの部屋があんまりにもだから～お片付け～！」

　確かに僕の部屋の風景は四月の頭からほとんど変わっていない。つまり、開けてもいない段ボール箱が山積みのままということだ。

　だが語かたり木ぎさんが片付けをしていたかというと、それも怪しいところだろう。

　いくつかの段ボール箱は開けられているが、その中身であった本は無造作に部屋の中で散乱している。寝転がった語かたり木ぎさんの傍そばにも、開いて伏せられた本が一冊転がっていた。

「物理書籍なんて初めて読んだけど、いいものだね～」

「そうかな。僕は無駄にこだわってるけど、読むだけなら電子でも一緒じゃない？」

「電子と違って、指で残りのページが感じられるもん。独特のハラハラ感があるな～って」

「そうかなぁ」

　やっぱり、語かたり木ぎさんは片付けを早々にやめて、目についた本を読んで、そのまま眠っていたらしい。

　人の部屋で自由だなぁと思わないでもないが、相手が恋人だと思えばそれも可か愛わいらしく見えてくるのだから、僕も大概現金な人間である。

　お団子には今日はカッターが刺さっているというのに、段ボール箱は素手で引き裂いて開けたらしい乱雑な痕跡すら、なんだかチャーミングに感じてしまう。

「夕ゆう日ひくん、難しい本が好きだね～」

「どちらかというと乱読する質たちだと自分では思ってたけど」

「あ～、違うや。本はどれも難しく見えるな～」

　開いたままになっていたページをちらりと見て、語かたり木ぎさんが笑う。

　それから視線を僕に移した。

「今日、灯とう花かちゃんが自分の無罪を証明しにいったよ」

　不意に話の方向性が変わるのは、知り合った頃と変わらない。語かたり木ぎさんの癖なのだろう。

　気軽に告げられた割と重要な情報に、僕は少し詰まってから頷うなずく。

「………………そっか」

　僕たちは『明日の罪人』と呼ばれている。

　技術革新によって可能となった未来予測。その観測されたあらゆる未来で罪を犯す子供こそが『明日の罪人』だ。

　いつかは必ず害をなすと見定められたために、僕たちは今現在はまだ罪を犯していないにもかかわらず、擬似的な罪人として扱われることとなった。友とも根ね灯とう花かという名の少女も、目の前にいる語かたり木ぎさんも、そして僕も。例外なく。

「それで、無罪の証明に失敗したんだってさ～。なんか、笑って教えてくれた」

　友とも根ねさんが自分の未来の無罪証明に挑戦しにいった動機と、それが失敗してしまった原因を想像する。それからいつも通りの結論を僕は内心で呟つぶやいた。

　わからない。

「『審判機』で未来を測れるのは三回まで。これで一回、友とも根ねさんは使ったことになるね」

「まだ二回あるってことだよ。灯とう花かちゃんはいつか無罪を勝ち取って出ていく気がするな～。根拠は特に思い浮かばないけど～！」

「そうなるといいね」

　一年後に死なないためにも。

　無罪を証明できなかった『明日の罪人』に待つ、一年後の死刑。その運命を逃れるためにも、友とも根ねさんが自分の罪を克己できればいいと、そう思う。

「まぁ、それはさておき、語かたり木ぎさん。先生にいわれてこの部屋にきたんじゃないの？」

「え～？　そんなこと夕ゆう日ひくんに教えたっけ!?」

「それは────」

「あ、待って！　自分で考えるから～」

　僕の言葉を遮ると、語かたり木ぎさんは身体からだを一度転がした。

　そのすべすべとした眉間に皺しわが寄っているのが見える。そうした表情は最近になってするようになったものだ。以前は、こんな風に悩むなんてことを彼女はしなかったはずである。

　出会ってから一ヶ月。別に長い期間ではないが、人が変わるのに短すぎるということでもないのだろう。

「あ、わかった～！　夕ゆう日ひくんの部屋、鍵閉まってたもんね。私が勝手に中に入ったってことは誰かが開けたってことで、マスターキーを持ってるのはせんせたちだ！」

「大体そういうこと」

「えっとね、陸む奥つせんせが夕ゆう日ひくんを呼んでこいって。というか、生徒全員を集めるみたいだけど」

　なるほど、それでギプスを外すために保健室に行っていた僕を、語かたり木ぎさんに呼びに行かせたということらしい。

　用件を思い出して、いそいそと語かたり木ぎさんが起き上がる。

「頼より子こせんせの代わりがくるんだって～。紹介も兼ねて、みんな集合だってさ～」







　和わ田だ頼より子こは先月までこの島にいた教師の名前だ。

　色々あって、頼より子こ先生はこの島から消えた。島内では亡なくなったということになっており、事実はそうでないことを多くの人は察していながら、そのことについてはあまり深く触れられることなく誰もが流してきた。

　重要なのはこの島に二人だけの教師の、その片割れがいなくなったこと。そしてその補充はすぐさま行われなければならないということである。

「さて、全員集まったな」

　呼ばれるがままに集まった僕たち──十二人の『明日の罪人』を見渡して、陸む奥つ先生はいつも通りの調子でそういった。

　鍛え上げられた瘦そう身しんと、にじみ出す暴力の気配。そんなに悪い人ではないとわかった後でも、陸む奥つ先生に険しい目つきでこちらを見つめられると、自然と背筋が伸びてしまう。

　そんな先生は今、夕ゆう日ひと海、そしてヘリコプターを背負っていた。

　僕たちのいる鉄てつ窓そう島とうは東京都に属する無人島だ。島の外縁の多くは岩場と崖になっており、さらにその一部は臨時のヘリポートとして整備されている。

　そこにヘリが停まっているということは、つまり誰かが訪れてきたということ。

「この島に新しく一名、教員を招くことになり、君たちには紹介のために集まってもらった。協力、感謝する」

　やはりそれは、新たな先生であるらしい。

「どんな人だろうね～」

「や、優しい人だといいな…………」

　と語かたり木ぎさんに返事をしたのは名な鷹たかさん。未いまだに同級生ということが信じられない小柄さと、目元をすっかり隠してしまう長い前髪が特徴的な少女である。

　島にきて一月も経たてば、なんとなくのグループは分かれてくる。明確な線引きがあるわけではないが、十二人で集まれば集まり方というのは決まった傾向が見られる。

　僕と語かたり木ぎさん、名な鷹たかさんという三人はこういう時に近くにいることが多い組み合わせだ。

「優しい人がこの島にくる～？」

「七なな三みたちを、更生させようとしてるんだし、く、くるかも…………」

「どう思う？　夕ゆう日ひくんはどんな人がくると思う？」

　問いかけが頭を滑っていき、それから僕は自分が何かをいわれたことに気づいた。

「あ、うん？　何かいった？」

「夕ゆう日ひくんがぼうっとしてるなんて珍しいね。何か考えてたの～？」

　まだ挨拶をしている陸む奥つ先生にバレないよう、ひそひそと潜められた語かたり木ぎさんの声。それにつられて僕の返事も、自然と小さくなった。

「うーん。なんだか、この状況がこの島らしくないようなって思って」

「どういうこと～？」

「この島って結構色々、学校らしさを出すために気を遣ってるよね」

　島に閉じ込められた子供の精神状態に気を遣ってなのか、鉄てつ窓そう島とう全体が学校の雰囲気を持つように調整されている節がある。

　それは島にいる大人が教職員ばかりであることや、厳守される時間割や、一つ一つの用語の選び方などからにじみ出すものだ。

「ならこういう集会って朝にやりそうなものなのにな、って」

　朝礼とか、朝会とか、そういうものはすごく学校らしい。

　教職員を紹介するだけのために、わざわざ徹底して作られた雰囲気を壊してまで、夕方に生徒を集める意味は薄いはずだ。

「それってつまりどういうこと～？」

　僕は少しだけ考える素振りを見せてから、笑みの形を作った。

「わからないや」

　語かたり木ぎさんが楽しげに頰を膨らませる。

「夕ゆう日ひくん、すぐにそれいう～！」

「で、でも、何か意図があるってことだよ、ね？」

「それか何もないのかも知れない」

　自分の発言を適当にそう混ぜっ返したところで、長い説明が終わったらしい。

　陸む奥つ先生が話を締めくくり、ヘリの方を軽く示した。ヘリの扉が内側から開き、誰かが島に降り立とうとする。

　その誰かがどんな顔をした人物なのか、僕たちのほとんどは固かた唾ずを吞のんで見守っていた。二人だけの教師の、その片方。担任であるかどうかに関係なく、僕たちの生活に大きな影響を及ぼしてくるだろう人物だ。

　だが、結果からいうと、僕たちはその人の顔を見ることができなかった。

「どうも」

　そう短く告げた女性の顔が僕の視界の中で暗く溶ける。

　大人の女性であることは、わかる。皺しわの寄ったスーツとスニーカーに包まれた身体からだは、明らかに女性のものだ。

　しかしその顔を認識しようとすると、何かがズレるような感覚とともに、その顔が見えなくなってしまうのである。その女の人の顔だけが、まるで不自然な暗がりに沈み込んだみたいに、焦点を失う。

　まず僕は、僕に残された方の目も壊れてしまったのかと思った。

「あれ～？」

　しかし隣で語かたり木ぎさんもまぶたを擦っていて、それがみんな同じであることを悟る。

「な、なんだろう、あれ…………？」

「わからないけど、まぁ、そういうテクノロジーがあるんじゃない？」

　仁に崎さき先生と交わした会話を思い出しながら、僕はそう答える。

　未来予測に比べれば、人の認識を阻害するくらいの技術は大したことがないといってもいいのだろう。

「私は梁やな木ぎ朋とも実み。専門は数値解析で、教職はこれが初めてです」

　硬質で冷たい声音。どことなく機械的な印象すら覚えてしまうのは、その顔が見えない印象に引っ張られてしまっているのかも知れない。

「そして挨拶に代えて皆さんにはこれを告げておかねばなりません」

　そのままの口調で、淡々と梁やな木ぎ先生は宣言する。

「未来予測は絶対であり、未来の罪の克服などあり得ません。未来は既知のものであり、そこに例外などありません」

　不自然な暗がりの奥から、こちらを見つめる目を感じた。

「まずは罪ありき。故に鉄てつ窓そう島とうプロジェクトは継続せねばならないのです」

「んん…………」

　どうやらいつの間にか眠ってしまっていたらしい。

　気がつけば僕は寮の自室のベッドにいた。周りには散らかしたままの本が散乱し、身体からだを起こせば胸元から、読みかけだった本が落ちる。

　梁やな木ぎ朋とも実み先生の挨拶は、さざ波のような影響を僕らに及ぼした。

　いうだけいってすぐに立ち去ってしまった梁やな木ぎ先生がどう思っているのかはわからない。しかし『未来の罪は克服できない』と運営側の人間である先生に改めて宣言されることが、僕たちにとって意味を持ってしまうことは確かだ。

　生徒たちは思い思いに解散し、僕は部屋に戻って本を読んだ。読もうとした。それで途中で寝てしまったあたり、意外と僕も衝撃を受けているのかも知れない。

「あー…………そういえばこの本」

　落ちた本のタイトルを見る。

　この部屋にある本は全て引っ越しの時に持ち込んだもので、つまり一度は読んだことがある。その本はシリーズもので、つい最近、僕が鉄てつ窓そう島とうにきてから新刊が出ていたはずだ。

「………………」

　誰も部屋にはいないのに、僕は隠れるみたいに息を潜めた。

　語かたり木ぎさんは以前とは違う表情を見せるようになった。友とも根ねさんは失敗こそしたが未来の罪を克服しようとした。島には新たな先生、梁やな木ぎ朋とも実みがやってきた。

　一月は長くはないが変わるには十分だ。僕の死刑が執行されるのは今年度の終わりで、それまでにはまだ十一ヶ月もある。

　そして、僕は見たのだ。

　語かたり木ぎさんの罪が変わるところを。

　未来予測は絶対だと梁やな木ぎ先生は語ったが、殺人罪の『明日の罪人』としてこの島にきた語かたり木ぎさんは、今は騒乱罪の『明日の罪人』へと変わっている。

「よし」

　なのでそれを契機とすることにした。

　別に何が明確なきっかけとなったわけでもないが、やり直したいと思っていたことを、やってみるにはいい機会だ。

　僕は端末を手に取って、家に電話をかけた。







　僕の家族は、もうほとんどいない。

　兄は亡なくなり、両親は殺され、両親を殺して僕の右目を抉えぐった姉は今は少年院の中。もう何年も話していない。

　それに、もう一度家族を得る機会については、僕自身が失敗をした。

　姉が逮捕された後に僕を引き取ってくれたのは叔父の家だったが、当時の僕は人とまともに話せる状態ではなかった。結果として残されたのはささやかで直しがたい掛け違いだけだ。

　耳元で聞こえるコール音を聞きながら、僕は自分の罪の名前を思い出していた。

　殺人罪。

　どうして自分がそんな『明日の罪人』として呼ばれることになったのか、あるいはこれからなるのか、未いまだに僕はわかっていない。

　けれど僕がほんの少しでも前向きに、語かたり木ぎさんたちみたいに頑張ろうと思うのならば、まずやり直すべきはそこからだろう。

　覚悟の重さに反して、あっさりと電話は繫つながった。家族共用で使われている回線にかけたので、誰が出たのかは咄とつ嗟さにわからない。

『佐さ倉くら家けの番号、覚えてたんだね。夕ゆう日ひ』

　叔父のものでも叔母のものでもない、落ち着いた女性の声音。

　こんな風に話す人だったかと戸惑いを覚えながら、僕は静かに唾を飲み込んだ。

「ご無沙汰してます、由ゆ弓ゆみさん」

　僕よりも四つ年上の従い姉と妹この名前を僕は呼んだ。

　佐さ倉くら由ゆ弓ゆみ。今は大学生で、理系の大学に通っていたはず。そしてそれが僕の、彼女についての知識の全てだ。

　何年も同じ家にいたというのに、交わした言葉はほとんど思い出せない。そのくらい僕たちは没交渉だった。

「今、お時間大丈夫ですか？」

　といいながら僕は電話の向こう側に耳を澄ます。

　微かすかな騒音と規則的で速く、大きな足音。由ゆ弓ゆみさんの呼吸音も断続的に聞こえる。

『今はジムだね。走ってる。うるさくないかい？』

「え、あ、じゃあ…………」

『いやいや。このくらい、大した運動じゃない。ほら、普通に話せてるだろう？　折角連絡してきてくれたんだ。切らないでくれよ』

　矢継ぎ早な言葉は、由ゆ弓ゆみさんも僕と話をしたいと思ってくれていたということでいいのだろうか。わからないけれど、そう思っていた方が僕の精神衛生にいいので、そうということに仮にしておいた。

　慎重に距離を見計らうような沈黙の後、由ゆ弓ゆみさんの声が聞こえる。

『島での生活はどうだい？　あ、すごく酷ひどいようなら詳しくは語らないでくれ。楽しそうな部分だけ聞かせてくれると助かるよ』

「恋人ができました」

『思ったよりも楽しんでるね!?』

　由ゆ弓ゆみさんの反応に、僕の口から笑いがこぼれる。

　肩から力が抜けて、随分緊張していたことを今更自覚した。家族に当たる人と話すのにこんなにガチガチになるのは、きっとよくはないことだろう。

　なので僕はなるべく気楽なフリをして、そのまま言葉を続けた。

「由ゆ弓ゆみさん、一つお願いがあって電話したんです」

『おや、ふむ』

　電話の向こう側で不明瞭な唸うなりが聞こえる。

　それから、小さな笑い声。

『待った。当ててみせるよ。「送って欲しい本がある」。そんなところだろう』

「…………あれ」

『あれだけ沢山の本を部屋に置いていけば、そうもなるよ。どの本を送って欲しいんだい？　あ、すまないね。部屋、掃除しておいた方がいいかと思ってたまに入るんだ』

　正直、僕の部屋がまだあの家に残っているとは意外だった。

　ただそれを口には出さず、僕は見えないとわかっていながら首を振る。

「すみません。送って欲しいのは買っていたシリーズの新作なんですよ。島の中で手に入れようとすると結構手間で、送ってもらった方が楽そうで」

　これは半分本当で、半分噓うそだ。

　島内で本を作ることもできる。鉄てつ窓そう島とう内では所持しているポイントによって欲しいものを作り出したり、買ったりすることができるようになっている。

　けれどポイントをある程度節約しておきたいのも事実だし、規則上問題のない物品に限り島外から送ってもらうこともできるのもまた事実だ。

『あれだけ本があって、足りないっていうのかい？』

　呆あきれた溜ため息いきの似合う声の人だな、と由ゆ弓ゆみさんの声を聞いて思う。

　だから思わず、僕は冗談めかしたことを口にしてしまう。

「結構島に持ち込んだんですけど、そんなに残ってましたっけ？」

『…………君の部屋、本で埋もれたりしてないだろうね？』

　ちらりと部屋を見て、頷うなずく。

「足の踏み場はあるので平気です」

『はぁ。どうして物理メディアにこだわるのか、理解しかねるな。あれ、相当欠陥のある形じゃないか？　だって本の厚みで展開が読めてしまう。残りページが手で触れればわかるんじゃ、誰も先の展開にドキドキできないだろう』

「物語は血肉があった方がいいと思うんですよ。物理的に空間を圧迫されて、それくらいでちゃんと向き合っているって感じがするじゃないですか」

『支払った手間を価値に換算しようとするのはいい傾向とはいえないけど』

　もう一度溜ため息いきが聞こえて、少し嬉うれしくなってしまう。

　そして由ゆ弓ゆみさんが続けた言葉は、ますます僕を嬉うれしくしてくれた。

『じゃあ、タイトルと著者を教えてくれるかな。お母さんにも相談して、近いうちに仕送りと一緒に送るよ』

　そこからは細々とした確認があり、程なく電話は終わった。

　僕は明かりを落とした端末をしばらく眺めてから、再びベッドに倒れ込む。疲労感が身体からだを満たしているが、それほど悪い感覚ではなかった。

　意外と簡単なものだ、と思う。

　一度踏み出してしまえば、あっさりと世界はそれに応じてくれた。従い姉と妹こと話しただけで大げさなことだといわれてしまうかも知れないが、僕にとってはそれくらいの価値があった。

　これで少しは語かたり木ぎさんたちみたいにできただろうか。

　そんなことを思いながら、僕はゆっくり目を閉じた。







「夕ゆう日ひくん！　海に行こ～！」

　語かたり木ぎさんがそう叫んだのは翌日、土曜日の朝だった。

　一応、学校という体裁を守りたがる鉄てつ窓そう島とうは、土日に授業を行わない。つかの間の休日を僕たちは休んだり遊んだり、ポイントを稼ぐために運営や先生の手伝いをしたり、あるいは未来の無罪を証明する方法を考えたりして過ごすことになる。

　語かたり木ぎさんが今日、何を考えているかは一目で明白だった。

「随分ご機嫌な格好だね」

　僕の部屋の扉を開け放った語かたり木ぎさんは動きやすそうなシャツと短パン。それに加えて肩には膨らませた浮き輪がかかり、頭のお団子にはミニチュアのパラソルが刺さっている。

　なんだか見ているだけで日差しの強さを思い出してしまいそうな姿だ。

「だって、私たち折角、こんなに暑い島にいるのに！　いまだに海に入ってないんだよ!?　行かなきゃ！　海行こ、海～！」

「僕、体育の成績が二だったんだよねぇ」

「じゃあ準備をしたら西の浜辺に集合ね！　私、他の人呼んでくるから～！」

　全然話を聞いてくれないまま、語かたり木ぎさんはすぐに身を翻ひるがえして駆け出していく。

　寮の二階へ向かう背中を見送っていると、逆側からたどたどしい足音が聞こえてくる。

「ま、待って、語かたり木ぎさん…………！」

　走ってきた名な鷹たかさんが僕の部屋の前で立ち止まる。

　彼女はその前髪が跳ね上がるほどの勢いで頭を下げた。

「ご、ごめんね、湯ゆ治じくん……！　朝話してたら、語かたり木ぎさんが盛り上がっちゃって……！」

　それで語かたり木ぎさんは寮の部屋の扉を片っ端から叩たたいて回り、名な鷹たかさんがその後を追って順番に謝っているらしい。

「ありがとね、名な鷹たかさん。それとおはよう」

「お、おはよう。湯ゆ治じくんはこの時間まで寝てたの？」

「夜よ更ふかしをし放題なのは、この島のいいところだよね」

　本当は夜よ更ふかしをしたのではなく、家に電話をした疲れからぐったりと眠っていたのだが、そうしたことはあくびでごまかすことにする。

「あぁ、海に行くなら水着も用意しないとか。名な鷹たかさんはポイント、余裕ある？」

　服を作ろうと思えば二十ポイントばかりは消費することは覚悟しなければならない。

　致命的なほどではないが、なかなか手痛い浪費であることは確かだ。

「せ、先生たちの手伝いはけ、結構してるから……」

「そっか。そうだよね。僕もなんかやろうかなぁ」

　と、そこで上の方から騒々しい音が聞こえてきた。

　扉を叩たたいているのだろうが、廊下に響き渡るようなそれをノックと呼ぶのは少しばかり贔ひい屓きが過ぎるだろう。海水浴というアイデアはよほど語かたり木ぎさんを興奮させているらしい。

「あ、じゃあ、七なな三み、追いかけないと…………！」

　そういって名な鷹たかさんが去ろうとする。

　ふと考えたのは、名な鷹たかさんの身体能力なら語かたり木ぎさんを止めるくらいは本当はできるのではないかということだった。扉を叩たたいて回るのをやめさせるくらい、簡単なはずだ。

　その推測から思考を発展させようとして、しかしすぐに『わからない』といつも通りの結論を出しておく。

　代わりに僕は、名な鷹たかさんの背中へと声をかけた。

「海、楽しみだね」

　ちらりと振り返った名な鷹たかさんは、恥ずかしそうに微ほほ笑えんだ。

「う、うん…………！」







　鉄てつ窓そう島とうはほとんどが崖に覆われた島だが、西側には小さな浜辺がある。

　知ってはいたけれど実際に赴くのはこれが初めてのことだ。製造した無難な水着を着て、日差しで焼けた砂を踏むと、今が五月というカレンダーの方が間違っている気がしてくる。

　猫の額くらいの砂浜には、少し予想外な人がいた。

「あれ、綾あや巻まきくん。語かたり木ぎさんに誘われたの？」

　綾あや巻まき秋あき徒とくんがそこにいた。

　いつも不機嫌そうな顔つきと、僕の倍くらいはありそうな横幅。綾あや巻まきくんは特徴的なシルエットをした生徒で、そして同時に特とく別べつ背はい任にん罪ざいの『明日の罪人』だ。

　彼のことをよく知っているわけではないが、語かたり木ぎさんに誘われて海にくるとなれば、僕のみならず多くの生徒は驚くだろう。

　水着ではなく私服姿の綾あや巻まきくんは、片手に抱えたバケツからポップコーンを手に取って、もしゃりと食べた。

「下らん事情のせいだ。きたくてきたわけじゃない」

「そうなんだ。まぁ、きたなら楽しもうよ、折角なんだし」

「お前も海を楽しむとかいう柄か？」

　思わず唸うなる。

　確かにあまり海で遊んだ記憶はない。そもそも海で遊ぶというのが具体的にどういうことなのか、想像できない。多分、泳ぎの練習をするわけではないと思うけれど。

「でもほら、こういうのは何をするかより誰とするかってよくいうよね」

「ならなおさら壊滅的だな。犯罪者と海で遊びたい奴やつがそんなにいるか？」

　手厳しいと苦笑いしてしまうけれど、ある意味では綾あや巻まきくんは正しく『明日の罪人』をしているなとも思う。

「別に罪状の重さと克服のしづらさが比例するわけでもないだろうが、いいのか？　お前は殺人罪なんて罪のくせに、こんな風に遊んでて」

「殺人かぁ。将来の僕はどうしてそんなことをするのかな」

「頭が悪いからだ」

　ずばりと綾あや巻まきくんが言い切る。

「…………手厳しいなぁ」

「そもそも現代社会で犯罪なんて、どれも割に合わないようになっている。突発的で感情的な事情でもない限り、あらゆる犯罪の理由は一つしかない。そいつの頭が悪くて、利害の計算すらもできないから。それだけだ」

「ねぇ、綾あや巻まきくん。君も『明日の罪人』なんだよね？」

　綾あや巻まきくんは挑発的に片方の眉を持ち上げた。

「知らなかったのか？　俺は頭が悪いんだ」

　溜ため息いき。

　きっと綾あや巻まきくんの言葉はいくらかは正しい。問題は、その正しさが僕たちの更生に役に立つのかどうかという点だが。

「お～い、お待たせ～！」

「あ、待ってください、カナさん！　まだ日焼け止め塗ってませんよ！」

　語かたり木ぎさんと、それを追いかける友とも根ねさんがこちらへと走ってくるのが見える。二人分の水着姿が目に入ってすぐ、僕はさりげなく視線を逸そらした。

「海だね！　海だ！　いひひひ、もうわくわくしてきちゃった！」

「はぁ……はぁ……カナさん。あの、だから、待ってください…………」

　なんというか、刺激が強い。

　友とも根ねさんの着ているタンキニはそれほど露出が激しくはないが、それでも制服に比べればかなりのものだ。長い黒髪をまとめているせいで、普段は見えない首筋が見えていて、そこに視線が惹ひきつけられそうになるのを頑張って避ける。

　日頃からご飯を作ってくれたりと優しい印象の人だが、どうやら友とも根ねさんの世話焼きな気質は食事だけに限らないらしい。

　それでも何もいわないのも変かと、僕は思いついたことを口にする。

「ありがとね、友とも根ねさん。そういえば名な鷹たかさんは？」

　寮で会った時の反応からして、名な鷹たかさんもきているものだと思ったけど。

「七なな三みさんは一応、着替えまでは一緒だったんですが……どうにも恥ずかしいらしくて」

「あー。水着だもんね。じゃあそのうちくるのかな」

「というか～～～！」

　ぐいと頭を横から引っ張られる。

　無理矢理顔を向けられた先には、ふくれっ面つらの語かたり木ぎさん。

「夕ゆう日ひくんは先に私を褒めるべきだと思うな～！」

　それはまぁ、確かにそう思っていた。

　が、意図的に見ないようにしていたというのに。

「そのー、なに、えーと」

　なんというか、語かたり木ぎさんは開けっぴろげだ。

　鮮やかなオレンジのビキニも、身体からだを隠そうともしない仕草も、語かたり木ぎさんらしいといえばらしい。そういう裏表のない仕草が魅力的だと思うことも、確かにできる。

　けどそれと僕が照れないかどうかはまた別な話である。

　間近で見ろとばかりに頭を固定されているが、先程から僕の視線は泳ぎ続けている。太陽と無関係に体温が上がり続けていて、そろそろ頭から湯気が出ているかも知れない。

「ほら～、感想は～？」

「…………。許して欲しいなぁ。ほら、見てよ僕のこの顔」

「いひひ、夕ゆう日ひくんってば真っ赤～！」

　満足したのか、語かたり木ぎさんは僕の頭から手を離した。

　顔を手であおぐ。面倒くさそうな顔をしている綾あや巻まきくんにも、一緒になって照れている友とも根ねさんにも何もいわれたくなくて、僕は先手を打って口を開いた。

「名な鷹たかさんは後で合流として、今日くるのはこれで全員？」

「いえ、他にくるっていってた人がいたんですけど」

　友とも根ねさんの言葉が誰を指しているのかは、すぐにわかった。

　こちらに向かって歩いてくる、二人の生徒の姿が目に入ったからだ。女子生徒が一人、男子生徒の手を引いてやってくる。

「お待たせしてしまいすみません」

　甕みか屋やさんがそういう。

　水着に着替えても相変わらずのフリル過多。甕みか屋や財ざい団だんの一人娘であるという立場を知らずとも、彼女がお嬢様であることを一目でわからない人はいないだろう。

　けれどそうしたことは今、僕の頭に入ってこなかった。

「それに和やわ渚なぎさ様。そんな風に逃げようとなさらないでください」

「いや…………そういうわけにもいかないじゃん？」

　甕みか屋やさんに引かれてきたのが、和やわ渚なぎさくんであったからだ。

　制服とフードつきのパーカーを組み合わせたいつも通りの服装。深く被かぶられたフードで表情は見えないが、甕みか屋やさんに摑つかまれていなければとっくに逃げ出していることは、その姿勢からわかる。

　それもそうだろう。

「あ～…………」

「…………八や彦ひこ、さん」

　曖昧な緊張感が語かたり木ぎさんたちに走る。

　思い出したのは数週間前のこと。和やわ渚なぎさくんは一羽の小鳥を殺した。傷ついていたところを語かたり木ぎさんが見つけ、僕たちが保護し、かわいがっていた小鳥だ。

　いろいろな事情によるものではあった。

　和やわ渚なぎさくんの特異な体質と、それに伴って変化した精神と、そこから生まれた葛藤と。そうしたものに押されて行われた小鳥の殺害は、仕方がなかった面もある。

　もちろん、それでも残るわだかまりも、ある。

「くるつもりはなかったんだけど、未み優ゆうちゃんに引っ張られてな…………」

　そのことがわかっている和やわ渚なぎさくんは、気重そうに口を開く。

　それでも和やわ渚なぎさくんの口を動かしたのは、もしかしたら義務感だったのかも知れない。

「…………悪いけど、鳥の件については謝れない」

　その直ちよく截せつな言葉に友とも根ねさんが気色ばむ。

「そんな言い方って…………！」

「ああ。だけどそうなんだ。俺は鳥を殺した。そのことについてずっと考えてた。でも俺は結局『明日の罪人』のままじゃん」

　見えたとしても何がわかるわけではないが、和やわ渚なぎさくんのフードの下は見えない。

　そこで彼がどんな顔をしているのかも。

「だから多分、俺はまだあのことを悪いだなんて思えてないんだ。思ってもいないことを謝るなんて、できない」

　そこまでいって、和やわ渚なぎさくんは溜ため息いきを零こぼした。

「やっぱり、帰るよ。だからって今更、元通りに遊ぶ気にもなれないし────」

「────待った」

　踵きびすを返しかけた和やわ渚なぎさくんを止めたのは語かたり木ぎさんだった。

「待って、八や彦ひこくん」

　語かたり木ぎさんの眉間には、また皺しわが寄っている。

「待ってね、え～と、八や彦ひこくんは小鳥を殺した。それを悲しんでも、悔いてもいない。うん、酷ひどいね。それはきっと、とっても酷ひどいことだね」

「そうじゃん。だから────」

「────けど、私も悲しんでないよ」

　語かたり木ぎさんの言葉が、空々しく響いた。

　彼女は緩やかに微ほほ笑えんで首を振る。

「話したっけ。話してないよね。八や彦ひこくんが変なのと同じくらいに、私も変なの。私は何でも楽しくて、だから私と同じように楽しい人はいなくて、私は悲しくない」

「悲しくない？」

「うん。私はね、小鳥が死んでも悲しめなかった。それが私のダメなところで、今、私が直そうとしているところ」

　だから、と語かたり木ぎさんが一歩、和やわ渚なぎさくんに近づく。

「その日まで逃げちゃダメ。私はいつか普通になって、その時初めて時チカブーの死を悲しんで八や彦ひこくんに怒るの。怒る前に距離を取られたら、困る」

　フードの下の暗闇で、和やわ渚なぎさくんが口を曲げるのが見えた。

「…………酷ひどいことをいうなぁ」

「これは酷ひどいことなんだ。覚えておくね～。ま～、その日までは友達でいよ？」

　多分、これも以前の語かたり木ぎさんならばいわなかったようなことだろう。

　彼女は彼女の理屈できちんと考え、彼女なりに以前の和やわ渚なぎさくんの罪について結論を出した。一般的な倫理とは思考の組み立てが違っても、それはきっと悪いことではない。

　フードの端を引っ張った和やわ渚なぎさくんは、その顔を友とも根ねさんの方に向けた。友とも根ねさんは困ったように微ほほ笑えむ。

「カナさんがそういうのなら、私からは何もいえないですよ」

「そっか。…………うん、じゃあ」

　いくつかの葛藤を飲み込むような時間があって、やがて返事があった。

「その日までは、よろしくお願いするじゃん」

「じゃ～、海行こ～！」

　語かたり木ぎさんが話は終わりだとばかりに拳を振り上げる。その切り替えの速さは、先程の言葉が単にさっさと海に行きたくて出たものなのではと思わせるほどだった。

　僕は自分の考えに苦笑してから、指できた道の方を指す。

「遊ぶのもいいけど、僕は先に名な鷹たかさんを探しに行くよ」







　名な鷹たかさんがいたのは、海岸からほど近い木立の中だった。

　先に海で遊び始めた語かたり木ぎさんたちの声が聞こえてくるほどの距離である。みんなと遊ぼうと近寄ってきて、途中でやっぱり恥ずかしくなってしまったのかも知れない。

　水着の上からパーカーを着込み、しっかりと前を閉めたその姿を見て、そう想像した。

「ここにいたんだ。虫に食われない？」

「あ、湯ゆ治じくん…………」

　こちらを見た名な鷹たかさんは、恥ずかしそうにパーカーの裾を引っ張った。

「ご、ごめんね、逃げちゃって……。あの、行こうと思ったんだけど……」

「いいよ、気にしないで。というか、僕はあんまり泳ぐのがうまくないんだ。名な鷹たかさんを探すっていって、逃げてきたのは僕の方なんだよ」

「そうなんだ……。七なな三みも、あんまり泳ぐの、好きじゃない。お、おそろいだね」

　顔を見合わせて、笑い合う。

　それから僕は、海岸に戻る前に名な鷹たかさんにいっておくべきことがあるのを思い出した。

「そういえば海で遊ぶ組に、和やわ渚なぎさくんたちもきたんだけど」

　小鳥が殺されたことで悲しんだのは、名な鷹たかさんも同じだ。

「あ、う、うん。知ってる、よ。聞こえてたから…………」

　少し驚く。海岸からほど近いとはいえ、会話が聞こえるような距離ではない。しかし意図的にその身体能力を強化された過去のある名な鷹たかさんにとっては、このくらいは障害にならないのだろうか。

　何にせよ、そうした驚きは全部隠すべきものだ。

「そっか。どうする？　いい気分がしないなら、一緒に帰って宿題でもする？」

「う、ううん。私は上手に許せるわけじゃないけど、でも、語かたり木ぎさんも湯ゆ治じくんも怒らないなら、な、七なな三みも別に…………」

「名な鷹たかさんは優しいなぁ」

「そ、そんなことない……。それよりも、あ、あの、湯ゆ治じくん」

　長い前髪の下で名な鷹たかさんの目がきょろきょろと動くのがわかる。

「さっき、か、語かたり木ぎさんがいってたことって、本当？」

「どれだろう。どの話でも、間違ったことはいっていなかったと思うよ」

「語かたり木ぎさんが、何でも楽しいって話…………」

　それか、と内心で僕は呟つぶやく。

　普段ならばあまり僕は人の内情について話そうとは思わない。人の心の内なんて僕にはわからないし、仮にわかったとしてもそれは軽々に明らかにしていいものではない。

　それでもその時、僕がつい口を動かしてしまったのは、きっと罪悪感のせいだ。

「あー、うん。名な鷹たかさんが知っていてくれると僕も楽なんだけど、語かたり木ぎさんと僕が付き合っているのもそれが理由だったりするんだよね」

「り、理由…………？」

「色々省略した話になっちゃうけど、語かたり木ぎさんは共感できる相手が欲しかったんだよ。僕と付き合ったのもその一環」

　多分、僕は語かたり木ぎさんの水着を褒めるべきだったのだろう。語かたり木ぎさんは何があっても楽しい人だが、だからこそ楽しいことはきちんと楽しんでいいのだと伝えるべきだった。

　そう想像しながら、結局語かたり木ぎさんから目を逸そらしてばかりだったのは、僕たちの関係性がその意味を終えているからだ。

「で、ある程度それは成功した…………んだと思う。語かたり木ぎさんは変わったし、いろいろなことを感じ始めてる」

　だから僕たちの関係性は、もう惰性なのだろう。

　語かたり木ぎさんが一般的な意味で僕を好きなのかどうかは、未いまだによくわからない。それを追及することもないまま、僕はなんとなくだけで時間を過ごしている。

「あー、つまり、名な鷹たかさんも改めて、語かたり木ぎさんと仲良くしてくれたら嬉うれしいなって」

　名な鷹たかさんの返事は、少しの間なかった。

　彼女はただ黙ってじっとこちらを見つめていた。その視線がどういった意味なのか、僕が想像するよりも前に、名な鷹たかさんの口元は小さくほころんだ。

「…………う、うん、わかった」

　慣れない話をしてしまったせいで、どうにもくすぐったい。

　僕は頭をがしがしと搔かいた。

「なんか色々話しちゃってごめんね。そろそろ海に行こうか。友とも根ねさんがお菓子を作ってくれたらしいし、早めにいかないとなくなっちゃうかも」

「あ、ま、待って、湯ゆ治じくん…………！」

　振り返ろうとした僕の服の袖を、ちょんと名な鷹たかさんがつまむ。つまんでから名な鷹たかさんはそうした自分に怯おびえるように、肩を跳ねさせた。

　名な鷹たかさんにとって、世界の全ては生卵みたいなものだ。うっかり割らないように細心の注意を払って暮らしている名な鷹たかさんが、そうした仕草をすることにどれだけ勇気が要るだろう。僕は落ち着いて丁寧に微ほほ笑えみを浮かべる。

「うん、どうかした？」

「えっと、あの、そ、その、ね…………」

　名な鷹たかさんがゆっくりと深呼吸をする。

　彼女はそろそろとした仕草で襟元に手を伸ばし、ジッパーを引っ張った。パーカーの前がはだけられ、可か愛わいらしいワンピースの水着が露あらわになる。

　その肌が汗ばんで見えるのは、気温が暑いせいばかりではないだろう。

「な、七なな三み、人と海にくるの、は、初めてで……だから、えっと、少し勇気が欲しくて、あ、あの…………」

　普段よりも俯うつむいて、名な鷹たかさんは上目遣いにこちらを窺うかがってきた。

「…………その、噓うそでもいいから、夕ゆう日ひくんに褒めて欲しいなって」

　僕は数回瞬まばたきをして、少しだけ悩んだ。

　それからなるべく意図のない笑みを作る。

「水着なんて普通の学校生活でも見るのにさ、そうやって目の前で上着を脱がれると、こう、なんかエロじゃない？」

「うぇっ…………ひゃあ…………っ!?」

　猛烈なスピードで名な鷹たかさんはジッパーを引き上げた。多分、パーカーが布きれへと引き裂かれなかったのは奇跡だ。

「さっきから僕、もう視線のやり場に困って困って」

「な、なんで今、そんなこと、いうの…………！」

　前髪越しにでもわかるくらい、名な鷹たかさんの目がこちらをにらみつけている。それがあまり怖くないのは、名な鷹たかさんの人柄のお陰だろう。

「だって『噓うそでもいいから』なんていわれたら、僕が次にどう褒めても噓うそみたいになっちゃうから。エロっていえば本気で受け取ってもらえるかなって」

「そ、それは…………うぅ…………でも…………！」

　真っ赤になってしまった名な鷹たかさんにもう一度微ほほ笑えみかけて、僕は踵きびすを返そうとする。

　その前にいうべきことがあったと思いだして、今度こそちゃんといった。

「その水着、似合ってるよ。名な鷹たかさん」







　泳ぎ始める前からわかってはいたが、大体三十分で僕の体力は尽きた。

　元気にまだ泳ぎ回る語かたり木ぎさんたちと別れて、僕は海から上がる。浜辺にはいつの間にかパラソルやらクーラーボックスやらがあり、今はそこに二人の生徒がいた。

「ふふっ。こうしているとなんだか子供の頃に戻ったようですね？」

「……………………」

　甕みか屋やさんと綾あや巻まきくんである。

　むっつりと黙り込んでタブレットをいじる綾あや巻まきくんに、甕みか屋やさんが笑いながら土を盛っている。綾あや巻まきくんの身体からだはほとんどが土によって覆われてしまっていた。

　この二人は鉄てつ窓そう島とうにやってくる前から実家の付き合いがあったらしい。そう知ってはいるが、相変わらずどういう関係性なのか摑つかみづらい組み合わせだ。

　綾あや巻まきくんの上に砂の城を建築していた甕みか屋やさんが、こちらを見て微ほほ笑えんでくる。

「お疲れみたいですね。飲み物はいかがですか？」

　僕は綾あや巻まきくんを挟んで、砂浜に腰掛けた。

「ありがとね、甕みか屋やさん」

「いえいえ、このくらいのこと、お気になさらないでください」

「飲み物じゃなくて、和やわ渚なぎさくんのこと」

　手渡されたペットボトルを受け取って、塩水で嗄かれた喉を潤す。

「甕みか屋やさんが和やわ渚なぎさくんを引っ張ってきてくれたお陰で、色んな踏ん切りがついた」

　今、和やわ渚なぎさくんはみんなと海で遊んでいる。いろいろな決着を後回しにした結果であったとしても、それを僕が嬉うれしいと思っていることには変わりない。

「それこそなおさら、お礼をいわれるようなことではありませんよ。あれはわたくしが、八や彦ひこ様にそうあって欲しいと思い行動したまでです」

「強引なことをするんだね、甕みか屋やさんって」

　お嬢様然とした甕みか屋やさんは普段からあまり主張をすることがないし、話し合いなどの場でも控えていることが多い。こんなことをする甕みか屋やさんを見るのは初めてだ。

　僕の言葉を聞いて小さく微ほほ笑えんだ甕みか屋やさんを見て、僕は話を切り出すことを決心する。できる限り重々しくならないように口を開く。

「甕みか屋やさん、一つ頼み事があるんだけど、いい？」

「頼み事、ですか？」

「うん。僕はこの島を出ていこうと決意したんだ。だから脱出手段を練ることにした。甕みか屋やさんって甕みか屋や財ざい団だんの人なんだよね？」

「ええ、ですが運営への影響力という意味では、綾あや巻まき技ぎ研けんの方が上でしてよ。運営に働きかけをしたいのならば、わたくしよりも秋あき徒と様の方が適任かと」

「えっ、財団と技研ってこの島の運営に嚙かんでるの？」

　と驚いてしまったが、考えてみれば当然か。

　未来予測こそ綾あや巻まき技ぎ研けんの発明ではないが、技研は様々な技術の集合体だ。それに甕みか屋や財ざい団だんを上回る財力もこの国にはない。

「我が家が金銭的に関わらないものを探す方が、この国では難しいですよ」

「まぁ、そうだよねぇ。でも今回に関しては運営は関係ないんだ。率直にいってしまうと、高い資金力がある人ならそれでいい。そうすれば、考えを試すことができる」

「そのお考えを実現できれば、夕ゆう日ひ様はこの島から出られるのですか？」

「いや、違うよ。僕が考えているのは、もっと端的な解決策」

　首を振って、笑う。

「僕の考えが実現すれば明日にでも全員、この島から出られる」

　口にしてから意外と大言壮語になってしまっているな、と思う。

　でも特に気後れは感じなかった。なぜならば僕がいっていることは何一つ噓うそではなく、見み栄えで選んだ言葉ではないからだ。少なくとも、理論上は。

「ええ、承知しました。ではお手伝いさせていただきますね」

「……………………」

　それはそうと、あっさり頷うなずかれて少し戸惑ってしまう。

「甕みか屋やさん、その、助けてくれるのはありがたいけど、そんな簡単に同意して大丈夫？」

「あら、夕ゆう日ひ様は既にご存じかと思っていたのですが…………」

　甕みか屋やさんは微ほほ笑えんで、首を傾かしげた。

「先月、ご覧になりましたよね。わたくし、重婚罪の『明日の罪人』でしてよ。わたくしは皆様を、全ての殿方を、当然、夕ゆう日ひ様も愛しておりますの」

　唐突な言葉と、告げられた罪状に驚く。

　先月、綾あや巻まきくんの罪状を聞いた時もこんな感じだった気がする。罪状に対するスタンスが似ているのは、二人が昔からの知り合いであることと関係があるのだろうか。

「え、えぇっと、そうなんだ？」

「はい。わたくしは愛しております。平等に、完璧に、何一つの違いもなく、今までにお会いした全ての殿方を。愛した人を手助けするのは、当然のことでしょう？」

　残念ながら話はそこで途切れることになった。

　それよりも前に、僕たちの端末が一斉にメッセージの着信を告げたからだ。あるいは着信音で、あるいはバイブで、端末が同時に思い思いの声を上げる。

「え、わ、何？」

　この場の僕たちも、海にいるみんなも、そしてきっとこの場にいないみんなも慌てて端末を見たことだろう。全員に届くような通知を送ってくる相手は、先生に限られている。

　それに、その内容も。

「…………あー、今か」

　僕は端末の画面を見て、呟つぶやいた。

　そこには端的な件名が書かれていた。

『「特別授業」開催のお知らせ』







　梁やな木ぎ先生から送られてきたメッセージには、『特別授業』のルールが載っていた。

『今回の「特別授業」は宝探しです』

『鉄てつ窓そう島とうのどこかに一枚のコインを隠しました。このコインの発見、または本日十九時をもって宝探しは終了します』

『コインを発見し、鉄てつ窓そう島とう教職員の下へ持ってきた生徒には鉄てつ窓そう島とう内で使用できるポイントが一〇〇〇付与されます』

『これは純粋な補足ですが、コインにはチップが埋め込まれており、教職員の端末での認証によって本物であるかどうかの確認が行われます。偽装などは考えないことを推奨します』

　硬い文面をつらつらと読んでいく。

　島に宝がある。それを探さなければならない。まさか何のヒントもなしにしらみつぶしというわけではないのだろう。そう思ってスクロールすれば、その答えはすぐに見つかった。

『最初のヒントを提示します。以下に列挙する問題のいずれかを解いてください。その回答が、次のヒントへと導きます』

　もう少しスクロール。

　いくつか存在する問題の、その最初のものへと目を通す。

『一丁だけ破れた本が存在する。残されたページのノンブルを合計するとそれは一五〇〇である。破けたページが何ページ目であるかを答えよ。ただし最初の丁のノンブルは一と二であるとする』

　僕は眉間を押さえた。

「あー…………」

　一応他の問題にも目を通してみるが、大体似たような気分になった。最初のものは数学だったが、そこから古典、科学、英語、ジャンルが何かもわからない問題と続く。

　むしろ僕の目を惹ひいたのは、問題の末尾に書かれた短い文言だった。

『「宝探し」中、ゲームの公平性の担保のため外部との通信は禁止されます』

　反射的に指を動かす。

　ブラウザを立ち上げて検索サイトを開こうとするも、返ってくるのは無慈悲なエラーメッセージだけだった。

「本当だ。通信自体が切断されてる」

「いや、そういうわけじゃなさそうじゃん」

　と僕の呟つぶやきに返事をしたのは、いつの間にか海から上がってきていた和やわ渚なぎさくんだった。

　彼は濡ぬれた指先で画面をつつきながら、首を傾かしげる。

「俺の端末にはいくつかＧＰＳと連動するアプリがあるんだけど、位置情報は普通に反映されてるぞ。つまり実際にネットワーク自体が停止されているわけじゃないじゃん」

「…………。通信の内容に応じて選択的に阻害されてるんだろう。子供の端末に制限をかけるのと同じ理屈だ」

　もうほとんど土に埋まった綾あや巻まきくんが面倒くさそうに補足をしてくれる。

　その内容をゆっくりと考えてから、僕は唸うなった。

「実際、この通信制限が擬似的なものだとして、今回の『特別授業』に関係あるかな？」

「ないじゃん」

「あるはずないだろう」

　案外、この二人は仲良くなれるのかも知れない。

「それより～、この問題、解ける～？」

　お団子にヒトデをのせた語かたり木ぎさんが僕の端末を覗のぞき込こんでくる。近くで見るとヒトデが微かすかにうねうねしていて怖い。

「ご、ごめんね…………七なな三みは、解けないや…………」

「私も同じです。授業では習っていないと思うんですけど」

「秋あき徒と様、いかがですか？　解けませんか？」

「………………」

　綾あや巻まきくんは返事をしない。そもそも問題をまともに見る気もないようで、またむっつりと目を閉じてしまっていた。

「お～……じゃあ～…………」

　ぎょろり、と語かたり木ぎさんが視線をこちらに向けてくる。

　そこに期待が込められているのは、僕の自意識過剰でなければ、僕がこれまでにいくつかの『特別授業』の解決に関与したからだろう。僕一人の力で終わらせられたものは一つもないが、何人かの生徒は僕のことを過大に評価してくれている。

「夕ゆう日ひくん、どうかな～？」

　僕はしばらくの間、じっと端末を見つめた。

　それから決然と顔を上げる。

「わかった」

「お～！」

「全然わからないってわかった」

「え～!?」

　語かたり木ぎさんが盛大にずっこける。

　別に僕は成績がすごくいいわけではないし、どちらかというと文系だ。学校のテストくらいはともかく、こんな謎の問題を解けるわけがない。

　僕の返事を予想していたようで、和やわ渚なぎさくんは気にすることなくフードを指でいじる。

「でも千ポイントは正直惜しいじゃん。『特別授業』の性質からして、ここで詰むような構造はしてないと思うしな」

「では、手始めに調べ物からでしょうか。学校にいけば教科書もありますし」

　なんとなく、みんなで『特別授業』に対応しようかという流れになり始めているのを感じる。実際、千というポイントは多大だ。挑戦もせずには諦めきれない。

「じゃ～、着替えたら集合？　がんばろ～！」

　その流れに水を差さないように、僕はできる限りのさりげなさで首を振った。

「あ、語かたり木ぎさん。僕はちょっと遅れるから、先にいってて」

「え～？　どうしたの～？」

「ほら、日焼けで肌がヒリヒリしててさ。保健室に寄りたいんだ」

「あ～、じゃ～仕方ないね。後で合流ね！」

　僕の言葉に、友とも根ねさんが腰に手を当てて怒りを表明した。

「夕ゆう日ひさん、ちゃんと日焼け止めを塗らなかったんですか？　もう！」







　それから少し後、僕は一人で校舎内を歩いていた。

　向かう先は保健室、ではない。端末をいじって適当なメッセージを作成しながら、僕が向かっているのは地下室だ。

　鉄てつ窓そう島とうの校舎には地下室がある。

　そこにあるのは『審判機』と呼ばれる機械。

　スパコンの一種であるそれは、僕たちの現状をスキャンし、未来を予測することができる。「必ず未来で罪を犯す」という僕たちに与えられた命題を、『審判機』が否定してくれること。それが僕たちがこの島を脱出するための条件だ。

　少なくとも、そういうことになっている。

「うーん。これできてくれると思うけど────」

「────誰がだい？」

　いつの間にか、廊下に響く僕の足音が二重になっていた。

「『特別授業』中にお散歩とは感心しないな」

　そういって笑ったのは白はく夜やくんだった。

　白はく夜や花はな房ぶさ。無罪の『明日の罪人』。人ならざる、人を超えた力の持ち主。この鉄てつ窓そう島とうが運営される原因となった人物。

　多くの例外に彩いろどられた白はく夜やくんは、外見からして際きわ立だっている。真っ白な髪の毛と真っ白な目。恐ろしいほどの美貌は男女のどちらともわからず、日によって変わる制服は今日は女物だった。

「あ、白はく夜やくん。そういえば海にはきてなかったね」

「ボクのキャラ的にね。男物の水着をきてボクがいったら、どうなると思う？」

　楽しげに笑った白はく夜やくんが制服の胸元を引っ張る。

　彼が水着で海辺に立つ姿を想像しそうになって、僕は慌てて首を横に振った。

「それよりもキミの話さ。『宝探し』に協力しなくていいの？」

「僕がいても役に立たないよ。勉強は得意じゃないし」

「キミはそういうのが好きだよねぇ。事前に予防線を張るというか……えーと、ほら、あれだよ。エルフ・ハンドクラッピングみたいな言葉があった気がする」

「もしかしてセルフ・ハンディキャッピング？」

「それそれ」

　ぱちんと白はく夜やくんが指を鳴らしたところで、地下室についた。

　白はく夜やくんを連れて入るか迷うが、今更追い返すのもばつが悪い。そもそもこの見透かしたような人物を相手に、そうした行為にどこまで意味があるのだろうか。

　諦めて地下室に入る。

　空調によっていつも完璧に一定の温度が保たれる部屋。その中央には黒いモノリスじみた『審判機』が鎮座しており、今はそのすぐ傍そばに一人の人物がいた。

「急にお呼びしてすみません、梁やな木ぎ先生」

　端末をいじっていた梁やな木ぎ先生は、ゆっくりとした仕草で顔を上げた。

「いえ、今の私は教職です。生徒の要求には可能な限り応えるべきでしょう」

　相変わらず、その顔は不自然な黒色で覆われている。じっと見ていると天地も無視してそこに落ちていってしまいそうで、僕は視線を下げる。

「内密でお話ししたいとのことでしたが、そちらの方は？」

「ボクのことは気にしないでください。湯ゆ治じ夕ゆう日ひと仲良しなんです、赤い目の先生」

　不意に白はく夜やくんがいった言葉に僕はぎょっとし、そしてそれ以上に動揺を見せたのは梁やな木ぎ先生だった。

　彼女は顔を触る。暗闇に指先を沈め、自らの顔が隠されているか確かめているようだ。

「あ、そうか。本当は見えないんだっけ」

「…………そういえば、貴方あなたは」

「間違えちゃった。認識誘導はいい技術だけど、人から離れるほど効きづらくなるからね」

　とんとんと目元を叩たたいてから、白はく夜やくんは微ほほ笑えんだ。

「お気になさらず。続けてよ」

「一旦、置いておくとしましょう。…………どういったご用件で？」

　語かたり木ぎさんたちと別れてすぐに、僕は梁やな木ぎ先生にメッセージを送った。呼び出しにこんなに早く応じてくれるとは予想外だったが、しかし僕の目的はシンプルだ。

「ちょっと他のみんなの前では聞きづらい質問がありまして」

「私の権限範囲で答えられる質問でしたらどうぞ」

　そう促されたので、僕は問いかけた。

「頼より子こ先生はお元気ですか？」

「…………はい？」

　いぶかしげに問いかけられて、言葉足らずだったことに思い至る。

「今回の『特別授業』、考えたのは頼より子こ先生ですよね。なので梁やな木ぎ先生は、頼より子こ先生と連絡を取る手段をお持ちなのかなと思ったんです」

　しばらくの間、梁やな木ぎ先生から返事はなかった。

　地下室に満ちた気詰まりな沈黙を破ってくれたのは白はく夜やくんだった。

「湯ゆ治じ夕ゆう日ひはどうしてそんなことを思いついたんだい？」

　笑みを浮かべたその瞳は、大体お見通しだと暗に語っているように思える。だが彼の内心なんて僕にわかるはずもないので、僕は答えを頭の中で整理した。

　鉄てつ窓そう島とうの運営には、いくつかの思想と勢力がある。

　大きく分ければ「『明日の罪人』はさっさと殺すべきだ」と考える人々と、「『明日の罪人』を更生させるべき」と考える人々である。恐らくさらに細分化もできるのだろうけれど、そこまで僕は詳しくは知らない。

　そしてかつてこの島にいた頼より子こ先生は、僕たちの死を願っていた。彼女なりの正しい理屈で僕たちは死ぬべきだと判断していた。

　その思想は、頼より子こ先生の普段の行動にもよく表れていた。

「今回の『特別授業』の発想が頼より子こ先生とよく似ていたので」

「そうかな？　ボクにはわからないけど」

「特定の手段でしか得られない限定された利益と、それで起こる対立。頼より子こ先生がこの島でよくやっていましたよね」

　それは例えばやたらと割のいいポイントがもらえる先生の手伝いだったり、二人一組でしか得られない未来の情報だったり、あるいは協力しなければ解けないのに一つしかない宝物だったりする。

　善意を装よそおいながら、結果的に問題を起こすのは頼より子こ先生の常じよう套とう手段だった。

「今回の『宝探し』の問題、一般的な高校生の知識で解けるものではありませんでした。しかしただ詰んで終わりでは『特別授業』になりません。となれば道筋は一つで、あの問題は僕たちの誰かが解けるようになっているんでしょう。その次の問題も、また別の誰かが」

「みんなで協力しないと先に進めないけど、最終的に手に入れられるコインは一枚だけ。あはは、それは性格が悪いねぇ」

　今回の『特別授業』が終わった時、きっとそこにはトラブルがある。得られたポイントの割り振りを巡る、面倒なトラブルが。

「…………なるほど。推測の理由はわかりました」

　見えないが、梁やな木ぎ先生が溜ため息いきを零こぼしたような気がした。

「それで和わ田だ頼より子こに何を伝えたいのですか？　あまり剣けん吞のんなメッセージは伝えられませんが、あなた方には恨み言をいう権利があるでしょう」

　瞬まばたきをした。

　梁やな木ぎ先生の言葉が僕の想定していなかったものだったせいだ。

「あの、えっと、僕は単に頼より子こ先生に挨拶をできればと思っただけなんですが」

　別わかれ際ぎわは随分バタバタしていたので、きちんと挨拶をする暇すらなかった。確かに色々あったが、単純に担任の先生として一月くらいお世話になったのも事実だ。

「お世話になりました、ってお伝えしてもらっていいですか？」

　もう一度梁やな木ぎ先生が溜ため息いきを零こぼした気がした。

　下げられた視線の先、汚れたスニーカーの中で梁やな木ぎ先生の指先がもぞもぞと動いているのが見える。

「未来が予測可能になって以来、『予想外』だとか『意外』なんて言葉は意味をなくしましたが、これは予想外でした。白はく夜や先輩も喜ぶことでしょう」

　聞き逃しがたい名字が聞こえた。

「…………白はく夜や先輩、ですか？」

「ご存じないんですか。白びやく夜やと書いて白はく夜や実みの理り。現実規定関数、すなわちあなたたちを閉じ込めた未来予測の開発者の名前です。どこの研究機関にも属さずに独自に発明を行った、今世紀最高の呼び声も高い数学者ですよ」

　その漢字で、そんな読み方をする名字がそう世の中にあるとは思えない。

　僕の視線は自然と横を向いた。

「わお。同じ名字だなんてびっくり！　偶然だね！」

　驚くほど噓うそくさい素振りで白はく夜や花はな房ぶさくんが驚いていた。

「………………………………」

　なんだかその白々しさを見ると、追及する気すら湧いてこない。

「………………………………まぁ、いいや」

　保健室に行ったといってふらふらしていられるのにも限界がある。別に悪いことをしているわけではないが、頼より子こ先生と連絡をするのを、きっと嫌がる人もいるだろう。

「というわけで先生、用件はこれだけです。ありがとうございました」

「いいえ、このくらいであればいつでも」

「これから語かたり木ぎさんたちに合流するけど、白はく夜やくんはどうする？」

「んー、そうだなぁ。湯ゆ治じ夕ゆう日ひ、『宝探し』はどうするつもり？」

　返事は決まっていたので、すぐに答える。

「僕は解かないよ。宝が見つからなければ、トラブルは避けられる」

「じゃあいいかな。それはあんまり面白くなさそうだ」

　身も蓋もない白はく夜やくんの言葉に苦笑する。

　確かに、解く気もない問題に取り組むフリをする時間など、面白いものではないだろう。だが日常とは大抵、面白みは薄いものだ。







　案の定、「宝探し」は誰も宝に辿たどり着つけないままに終わった。

　多人数で協力し合えば解ける謎解きというのは、逆説的にいえば一人が足を引っ張りまくればおおよそ解けなくなるということだ。

　多分これは僕が解くのだろうなという問題をスルーしたり、協力すべき人を思い浮かべながら無視したり、ただそれだけの繰り返しで僕の目的はあっさり達成できた。

　意図的に協力をしなかった僕の態度は、バレてしまったらひんしゅくを買うのは避けられないだろう。もっと真面目に課題には取り組むべきだし、千ポイントという数字はそれだけ大きい。

　まぁ、しかしポイントが価値を持つのはこの島の中でだけだ。

　甕みか屋やさんに協力を仰ぎ、脱出手段を頭の中で完成させつつあることで、僕は自分自身をどうにか納得させる。

「も～！　見つからなかった～！」

　十九時になった瞬間、語かたり木ぎさんが叫んだ。

「あはは、難しかったですね……。まぁ、皆さんと遊べて私は楽しかったです」

「灯とう花かちゃんは大人だなぁ。俺はもう買うもの考えてたから正直ショックじゃん」

「捕らぬ狸たぬきの皮算用。バカのすることだな」

「秋あき徒と様、そんなことをいってはダメですよ」

　思い思いの感想をいいながら、僕たちは校舎に向けて歩く。いろいろな問題を解いていくうちに、僕たちはいつの間にか元通りに海岸にいたのだ。

　既に日も落ちて、街灯もない道は暗い。

　両脇を高い木々に挟まれた、今にも消えてしまいそうに細い道を辿たどりながら、僕は少し先を行く名な鷹たかさんに話しかける。

「お疲れ様、名な鷹たかさん。見つからなくて残念だったね」

　こちらをちらりと見て、名な鷹たかさんは微ほほ笑えんだ。

「う、うん……。でも、湯ゆ治じくんは、いいことがあった？」

「えっ」

「途中、保健室行った後、す、少し嬉うれしそうな顔だった。それに、あんな風に湯ゆ治じくんが離れるのは、め、珍しいから」

　確かに頼より子こ先生に挨拶を言づてできたのは、僕にとっては嬉うれしいことだった。

　だがこんな風にあっさりと見透かされるなんて。

「そんなに顔に出てたかなぁ」

「ふふっ、湯ゆ治じくんの真ま似ね……」

　楽しげな名な鷹たかさんの笑い声。

　僕は照れて少し足を速め、

「────────ん？」

　微かすかな引っかかりを足先に感じた。

　その時の僕に、それが木々の隙間に張られていたか細い紐ひもを踏んだことによるものだと気づく暇はなかった。まして直後、その紐ひもに連動して木々の梢こずえ、暗闇と枝葉に隠れる位置から僕に向かって大質量が降ってきたことなど。

　気がついた時には視界いっぱいに丸太が迫っていた。

　死ぬ、と素直に思う。

　重力に従ってほんの一瞬後に自分に叩たたきつけられる丸太。そんなものを避けられる能力など僕にあるはずがない。そんな思考すら、あまりにも遅きに失している。

「────────」

　そうして、僕は、目を閉じて、







「……………………ゆ、湯ゆ治じくん、大丈夫!?」

　僕に衝撃が訪れることはなかった。恐る恐る目を見開いた僕が見たのは、間近に迫り、しかし止まった丸太。

　そして僕と丸太の間に立つ、名な鷹たかさん。

　つまり、信じられないが、一瞬で名な鷹たかさんは僕を庇かばう位置に飛び込み、その片手で丸太を受け止めたのだろう。彼女の細い五本の指が丸太に食い込み、今もギシギシと軋きしませている。

「なんでこんな……！　えっと、ごめんなさい、怪け我がは、な、ない…………!?」

　疑問が多く頭を渦巻いている。

　いきなり降って湧いた身の危険にまだ神経がしびれている。

　しかしそんな僕よりも、名な鷹たかさんの方が動転してしまっている様子だ。彼女はあまり自分の力が好きではないし、僕よりもずっと繊細な人だ。

　周りで他の生徒たちも動転の声を上げているのが聞こえたが、とりあえず僕は目の前の少女のために落ち着いた笑みを作ってみせた。
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「大丈夫。ありがとね、名な鷹たかさん」











二　ありふれた未来予想図






「古典的なブービートラップだな。調べればネットでも作り方がわかる。使用された道具は倉庫にあったありふれたもの。校舎を急きゆう遽きよ建てた影響で、丸太もまとめて置いてある」

　熊くま田だ岩いわ雄おさんは、そういってから笑った。

「つまり誰があれをしかけたかに繫つながる証拠は何もないってこった」

　名前がそのまま表されたような巨きよ軀くのその男は、現役の自衛官にしてこの島の暴力担当であるらしい。暴力担当という言葉が具体的にどういう意味を持つのかは知らないし、普段は学校で見かけることもない。

　丸太を叩たたきつけられそうになった翌朝、僕の部屋にはその熊くま田ださんの姿があった。

「これが昨日のうちにわかったことだ。そんで、この先もこれ以上の情報が出るこたぁねぇだろうな。その手の捜査能力はこの島にはねぇし」

　ラフな格好の熊くま田ださんは、そういってあくびをする。

「ありがとうございます。それにしてもお久しぶりですね、熊くま田ださん」

　先月、僕がこの島にきた時のヘリに同乗していたのが熊くま田ださんだ。以来、時折見かけて話すことはあるが、鉄てつ窓そう島とうに常駐しながらこの人が何をしているのかはよくわからない。

「まぁなぁ。俺はあんまり表に出ちゃいけないことになってっからな。そのせいで毎日暇で暇で……身体からだもなまっちまうよ」

「担任とかはされてないですもんね。それならどうして今日はここに？」

「調査結果の報告と、俺が出るべき事態になりかねないと判断したから様子見だな。ま、慎重になりすぎてるだけで、まだ本当に俺が働くほどじゃないが」

「それはつまり、暴力担当……ということですか？」

　僕の言葉の返事に代わって、熊くま田ださんはにたりと笑った。

「後、お前は保健室に行ってないだろうと思ってな」

　熊くま田ださんが無造作に僕の頭をわしづかみにして、ぐいと上を向かせる。

　頭を潰されるのかとドキドキするが、熊くま田ださんは真剣な顔で僕の耳の穴に指を突っ込んできたりするだけだった。

「頭痛や吐き気は？　飯は食ったか？」

「え、あ、はい」

「これ何本だ？」

「四本ですね」

「ふぅん、ま、よっぽど酷ひどいことにはなってないだろうな」

　そういって手が離される。

　僕は髪を撫なでてから首を傾かしげた。

「えっと、その確認をしにきたんですか？　僕が怪け我がをしてないかの？」

「何を不思議そうにしてんだよ」

「いや、だってそもそも報告されてると思いますけど、僕は丸太にぶつかってないですよ？」

　僕にぶつかるべき丸太は、名な鷹たかさんが片手で受け止めてしまった。

　そう指摘をすると熊くま田ださんは生意気な子供に対するような仕草で、鼻から息を吐き出す。

「どうせお前、そういって保健室にもいってないだろ。あの保健医は役に立たないだろうし、陸む奥つはガキだから自分基準で平気だと思い込んでるに決まってる。直撃しなくたって、大質量が掠かすめれば人間なんて簡単に壊れるもんだぞ」

「それはそうかもですが……なら医療ボットでも持ってくればよかったんじゃ」

「かーっ、これだから今時の子供は！　機械の診断なんてそんな信じるなよ。最後に信じられんのは人の目だぜ」

「………………」

「おい、心配してきてやったのに、その『おじさん臭い』みたいな目ぇやめろや」

　そんなにわかりやすい顔をしていただろうか。頭をぐりぐりと押されて、僕は首が縮んでしまいそうな気分になる。

　それで用件は終わりだったようで熊くま田ださんがのっそりと立ち上がる。

　僕は少しの間迷ってから、その出ていこうとする背中に声をかけた。

「あの、熊くま田ださん」

「なんだよ」

「色々事情があるのはわかりますけど、もう少しみんなの前に姿を見せてくれませんか？　それだけで、結構みんなが安心できると思うんですが」

「おいおい、そりゃあ妙な言葉だな」

　僕の眼前に指が突きつけられる。

「まるで昨日のブービートラップはただの始まりで、これから似たようなことが続けて起こると、お前はそう予想しているみたいな言葉じゃねぇか」

「そんなこと僕にはわからないですけど、はい」

「残念ながら俺の仕事の関係上、生徒との交流はあまり持てない。俺が出るのは切羽詰まった、どうしようもない時だけだ」

　ざり、と熊くま田ださんが顎を掌てのひらで擦る。

「そんでこれはもっと重要なことだが、俺が動くっていうのはこの島、この鉄てつ窓そう島とうプロジェクトの偽装が引き剝がされる時ってことだ」

「偽装、ですか…………？」

「学校っぽさ、教師と生徒っぽさ。『特別授業』。そういう風にごまかすことで、この島はうまく色んな意図を混ぜ合わせてる。それがなくなるっていうのは、つまりそういう曖昧さが消えるってことだ。そこから先はつまんねぇ大人の時間になるぞ」

　その時、爆発音がした。

　腹の底に響くような低い音が僕にもたらしたのは、驚きではなく納得だった。それでも僕は素早く立ち上がって、部屋の外へと向かう。

「すみません。何か起きたみたいなので、行こうかと思います」

「おー、精々頑張れ、ガキ。大人の出番を増やすなよ」







　音が聞こえたのは寮の一階、食堂の方からだった。

　慌てて駆けていく途中で穂ほ管くださんが部屋から顔を出しているのに気づく。寝起きでまだメイクをしていないようで、ギャルらしいよく焼けた肌と対照的な白いマスクをしていた。

「何、今の。春先のマグロみたいな音がしたけど」

　相変わらず、彼女の比喩表現はわからない。

「それをこれから確認しにいくとこ。穂ほ管くださんはどうする？」

「………………さすがに今の音を聞いて、寝直すってのもね」

　そのまま二人で食堂へ。

　近づいた時から既に鼻を刺すような異臭がし始めていた。やはりここが騒ぎの源で間違いないようだ。

　扉を開き、内心で『おっと』と思う。

「むっ、湯ゆ治じか！」

　そこに幕まく貝がいくんがいたからである。

　ズレていた眼鏡を押し上げ、幕まく貝がいくんは僕の方を見み遣やってくる。彼がいるということは、ほぼ同時に今ここには伊い佐さ倉くらさんがいるという意味でもある。

　僕は中に入り込まず立ち止まって、首を傾かしげた。

「えっと、何かあったみたいだけど入って平気？」

「ああ、問題はない！　いや、問題はあったのだが、君たちが入ることを禁止するような状況ではない」

　幕まく貝がいくんのハキハキとした返事。

「別に」

　そしてのっそりと姿を見せた、相変わらず黒ずくめなパジャマ姿の伊い佐さ倉くらさんが頷うなずいたのを確認してから僕は食堂に入る。

「うわー、ひっどい有あり様さまね。爆発でもあったの？」

「ああ、爆発したんだ」

　穂ほ管くださんは冗談で口にしたようだったが、幕まく貝がいくんは即座に食堂の奥を指さした。食堂から直接繫つながっているキッチンは、今も煙を噴いている。

「朝食を作ろうとしたらＩＨがあの有あり様さまだ。友とも根ねが朝食を担当する日ではなかったことは、幸いといえるかもしれんな」

　確かに、と内心で頷うなずく。日々、大半の食事を作ってくれている友とも根ねさんだが、休日は別だ。今朝はまだ友とも根ねさんはキッチンにきていないらしい。

　そして見たところ顔が少し煤すすけているくらいで幕まく貝がいくんに怪け我がはなさそうだが、あの線の細い友とも根ねさんではそれで済まなかった可能性もある。

　思わず、口から漏れた。

「…………誰がこんなことしてるんだろうね」

「知らないわよ。わかってたら苦労しないわ」

「知らん」

「そもそも誰かの作為であると考えるのはまだ早計だな！　昨夜あったという事件に結びつけたくなる気持ちもわかるが、それは現場の調査を待ってから判断すべきことだ」

　こんな時であっても幕まく貝がいくんの言葉は規則に対して従順である。

　僕はきっとこれもまた事件の一環だと直感しながら、とりあえず頷うなずいてから話題を変えた。

「後で診断を受けにいった方がいいかもね。僕もついさっき、そんなことをおじさんにいわれたところだよ」

「誰？」

「というか、自販機と森を混ぜたみたいな状態ね。朝食は諦めるしかないかな」

「一応、作りかけだった料理はあるが。爆発でうまい具合に焼けている……という可能性もないではないな」

　多分、頭の中で合成食料をそのまま口にすることと黒焦げの料理を口にすることを天てん秤びんにかけたのだろう。

　穂ほ管くださんはしばらく黙ってから、しぶしぶ頷うなずいた。

「それ、食べるわ」

「食べるのか!?」

「考えるのも面倒になってきたの。私の分もある？」

　食堂の入口の方を窺うかがう。

　そろそろくる頃かと思ったが、予想を外したようだ。まぁ、僕の予想なんてこんなものである。

「語かたり木ぎさんは見てない？　音を聞きつけてくるかと思ってたんだけど」

　伊い佐さ倉くらさんと幕まく貝がいくんが揃そろって首を振る。

「知るか」

「朝から見ていないな。食堂を使った様子もないということは、どこかにいっているのではないか？」

「ふぅん。じゃあ、僕は合成食料だけもらおうかな」

　僕は戸棚を開け、保管されていた合成食料を手に取った。







　人工的に合成される食べ物は大別して二つある。

　一つは自然由来の食料に似せたもの。これは再現度の問題で、舌に触れるほど違和感が広がり吐き気をもよおすという酷ひどい代物になる。

　もう一つは単純に食料としての効率を追い求めたもの。

　乾燥させた棒状の粘土のような見た目。均質で模も糊ことした味。シャキサクとした独特な歯ごたえ。自然由来の食べ物に似ても似つかないため、舌が違和感を覚えることはないが、それは別に美お味いしいという意味ではない。

　そんな合成食料をかじりながら僕が向かったのは、海岸へと続く道だった。

「あ、夕ゆう日ひくん！」

　昨日、僕が丸太を叩たたきつけられそうになったその場所で、語かたり木ぎさんは屈かがんでいた。

　振り返った彼女はぱっと顔を輝かせた。手に持っていた木の枝を放り出し、大型犬みたいにこちらへ駆け寄ってくる。

「どうしたの～？」

「語かたり木ぎさん、ご飯食べてないでしょ。はい、これ」

「おお～、ありがと！　そういえばお腹なかぺこぺこだよ」

　こんなにも嬉うれしそうな顔で合成食料を食べてくれるのは、日本中探したって語かたり木ぎさんだけだろう。

　先生たちによる簡単な調査は昨晩のうちに済まされたが、証拠品は回収されることなくそのままにされていた。ワイヤーで吊つるされた丸太は白昼で見ればまるで遊具のよう。道ばたにはトラップの作成に使われたのだろうハサミや紐ひもが並んでいる。

「なるほどなぁ。こういうので作るんだ」

　転がっていた接着剤の袋を拾う。

　島の外部から持ち込まれた既製品なのだろう。接着剤の本体を包んでいた袋はハサミで切られ、今は泥にまみれている。

「夕ゆう日ひくんが合成食料なんて珍しいね～？　今日はサボり？」

「食堂が爆発したんだよ。キッチンが火を噴いてた」

「ありゃ～。もしかしてそれも、これと同じ人が作ったトラップなのかな～？」

「単なる偶然かもよ」

　そんなわけはないと思いつつ、僕は一応そういった。

「語かたり木ぎさんは何かわかった？　色々調べてたみたいだけど」

「ん～。そうだな～、このトラップを作った人は、多分、初めて作ったんじゃないかな～。結構、使わなかった材料とか、切るのに失敗した紐ひもとか落ちてたよ」

　手慣れていない、というのは確かにそうかも知れない。

「手つきは丁寧で、ハサミとか使って袋を開けてるけど、素しろ人うと！　どうかな、夕ゆう日ひくん。私の推理、すごくない？」

「当たってはいそうだけど、役に立つかはどうかな」

「なんでそんなこというの～？」

「だってその条件で、誰か犯人を絞り込める？」

　罠わなを造り慣れた生い立ちの生徒などいるとは思えない。逆にいえば『ブービートラップを作り慣れていない』という犯人像は、この島の生徒十二人を指すのと同じだ。

「むぅ～。それはそうかも知れないけど～」

　不服げに頰を膨らませてから、語かたり木ぎさんはお団子を指先でつついた。

「夕ゆう日ひくんは、狙われる心当たりは～？」

「ないなぁ」

「ほんとかな～？」

「それに僕を狙ったものだとはあんまり思わないし。あの時、道を歩く順番は適当だったよ。僕がトラップを必ず踏むように誘導できたとは思えない」

「んん～、じゃあ私たちみんなを殺したい先生とかが犯人！」

「島の運営が僕たちを殺す方向に舵かじを切ったなら、もう僕たちは死んでるよ」

　それこそ、この島の地下に眠るミサイルという抜本的な手段も存在している。

「むむむ～…………！　もしかして、私って探偵に向いてない～？」

「それは僕にはわからないけど。顔、泥で汚れてるよ」

　証拠を探して辺りを歩き回ったからだろうか。語かたり木ぎさんの顔には泥が前衛的なメイクとなって散らばっている。

　指で指し示すと語かたり木ぎさんは拭おうとするが、かえって袖で広げるばかりだ。僕は溜ため息いきを零こぼしてポケットからハンカチを取り出した。

　それから、少しだけイタズラ心が湧く。

「語かたり木ぎさん、こっちにきて」

　いいながら、ひょいと掌てのひらを上に向ける。

　肩ほどの位置にちょうどよく調整すると、語かたり木ぎさんは少し首を傾かしげてから、楽しげに顔を輝かせた。

　そのまま顎を僕の掌てのひらに載せる。

　温かな重さが掌てのひらから伝わってくる。犬か何かでこうしている動画をよく見かけるので、ちょっとした冗談のつもりではあったのだが、まぁ語かたり木ぎさんも楽しそうだからよしとしよう。

「動かないでね。目とかに入ったら痛いよ」

「痛くても平気だよ～」

「平気でもダメ。ほら、そんなに時間はかからないから」

　そういいはしたが、語かたり木ぎさんが黙っていられたのはほんの数秒だけだった。

　すぐに彼女は僕の掌てのひらの上で、ふにゃふにゃとした笑みを浮かべる。

「くすぐったいな～。ところで夕ゆう日ひくん。誰がトラップを作ったんだと思う？」

「わからない」

「ね、ね。犯人、探そ？　誰かが私たちを傷つけようとしていて、きっと夕ゆう日ひくんが頑張ればその犯人ってわかるもんね？」

「………………」

　僕はさりげなくハンカチを動かし、語かたり木ぎさんの視線を遮った。

「今回の件、僕は犯人を追わないよ。少なくとも、今のところは」

　見えないけれど多分、語かたり木ぎさんは意外そうに目を見開いたのだろう。

「えぇ～!?　なんで～!?　誰かが私たちを狙ってるんだよ？」

　それなら僕が解決に乗り出して当然、とばかりの口調に内心で苦笑いする。先月のうちに、僕はどうやら随分積極的な人間だという印象を与えてしまったらしい。

　が、仮に僕が本当に探偵気質かたぎだったとしても、結論は変わらなかっただろう。

「さっきもいったけど、トラップをしかけた人は僕たちを明確に狙っているわけじゃない」

「今朝も爆発を起こしてるのに～？」

「でも僕たちの誰かを狙っていたり、傷つけたり殺したりすることが目的ならもっと的確な手段を選べたはず」

　丸太も、ただ丸太を落下させるのではなくもっと釘くぎなどを仕込めば、確実に誰かを殺すことができていた………………はずだ。ちょっと効かなそうな人が何人かいるけれど。

「じゃあどうして罠わなを作ってるの？」

「この島に罠わなをしかける。罠わながあるという状況を知らしめる。罠わなで傷つけるそれ自体が目的じゃなくて、そこにある副次的な効果が目的なんだと思うよ」

　泥を拭い終えてハンカチをしまったが、語かたり木ぎさんは頭を持ち上げようとはしなかった。

　僕は指先で語かたり木ぎさんの頰を挟んで押す。

「その目的は、まぁ、いくつか思いつくけど絞り込めないな」

「もういくつかまで絞り込めてるの～？　じゃあ解決まであと一歩じゃない？」

「重要なのはこれをやっている人が僕たちを殺そうとしていないのは、その人の目的のために必要ではないからというだけで、僕たちの生死自体に興味はないってこと」

　実際、昨日の夜のトラップは近くに名な鷹たかさんがいなければ、僕は死んでいたか大おお怪け我がを負っていただろう。今朝の爆発だって同じだ。

　殺すことは必要ではないが、死んだところで構わない。

　そうした思想が透けて見えている。じくじくとした吐き気が胃からこみ上げるのを感じながら、僕は平静な表情を保つ。

「トラップに巻き込まれれば死ぬかも知れないけど、もしヘタに犯人を追おうとして目的の邪魔だと思われたら、確実に殺しにこられる」

「なるほど～……。それは困るね～」

　正直にいうならば、語かたり木ぎさんの説得にはもう少し言葉が必要だと思っていた。

　しかし想像よりもずっと早く、彼女は探偵ごっこを諦める気持ちになってくれたらしい。

「死んじゃうのは怖いもんね～」

「今のところ、気をつければなんとかなりそうなトラップだけだし。身の周りに注意を払うのが一番の対処法だよ」

　犯人も、多分そんなに長期戦を想定してはいないだろう。罠わなの数が増え、期間が延びるに比例してその正体が露見してしまう危険性も上がっていくのだから。

　僕の掌てのひらに体重を預けて語かたり木ぎさんは頰を膨らませていたが、やがてぱっと顔を上げた。

「じゃあ～、代わりに今から海に行こっか～！」

「うん？　海？　昨日いったよね」

「楽しいところは毎日いっても楽しいよ！」

「いや、それに僕、水着じゃないし……」

「私も水着じゃないよ！　けど水着じゃなくたって泳げるもん！」

　僕の手を握って、有無を言わせぬ勢いで語かたり木ぎさんが駆け出す。

　最初の数歩はたたらを踏んで、それから僕は、しぶしぶであることを言い訳のように足取りに滲にじませて先を行く彼女を追った。

「さ～！　一泳ぎしにいこ～！」







　盛大にくしゃみをして、僕は鼻をすすった。

「ゆ、湯ゆ治じくん、風邪……？」

「かなぁ。慣れない青春をしたせいかも」

　夏のような気温とはいえ、着の身着のままで海はさすがに陽気すぎたようだ。

　明けて月曜日の放課後、僕の身体からだはいつにもまして疲労感を覚えていた。

「だ、大丈夫……？　お休みする？」

「働いてれば調子も出てくると思うよ。ありがとうね」

　鉄てつ窓そう島とうの内部では通貨に代えてポイントが使用されている。

　端末に付与されるそれは授業への出席、勉学の成績、鉄てつ窓そう島とう運営への貢献、そして先生の手伝いなどによって入手できる。

　要するに、僕たちは快適な生活のために働かなければならないのである。

「ここが図書室かぁ」

　正確にはこれから図書室になる部屋、とでもいうべき部屋に僕と名な鷹たかさんは一緒にいた。

「学校っぽい感じにしたいのはわかるけど、今時、物理書籍を集めた図書室なんてないよね。運営の人たちの年齢を感じるなぁ」

「も、もう五月だしね……。要らないのに、雰囲気作りなのかな……？」

　僕たちの前に広がっているのはだだっ広い部屋と、空きばかりの本棚。そして大量の書籍が詰まった段ボールだ。

　これから僕たちはここに物理書籍を詰めて図書室を作り、その対価としてポイントをもらうことになる。

「じゃあ手分けして本を出していこうか」

「うん。が、頑張ろうね…………！」

　段ボールを開くために僕はハサミを探そうとし、それからやめた。

　名な鷹たかさんが自然な仕草で、素手で段ボールの蓋を開いていたからだ。

　僕くらい貧弱だとハサミを手に取りがちだが、彼女ほどの筋力があれば段ボールというのは当たり前に指で開けるのだろう。そして名な鷹たかさんが自分の力を誇示したいわけではないことを僕は知っているのだから、たまには手で頑張るべきである。

「よっこら、せ」

　箱から本を取り出し、仕事の補助として待機してくれているトリアシ──二脚のロボットに載せていく。

　あまり図書室らしくない品しな揃ぞろえだな、と直感する。

　ここ数年で出版された、比較的新しい本にラインナップが偏っているからだろうか。書店か何かを参考にしてリストを作成したのかも知れない。

　あれは僕が小学生の時に読んだ本。こちらは中学生の頃。そういえば読もうと思ってうっかり忘れていた本もあり、手に取る度に過去が心をよぎっていって、

「…………ゆ、湯ゆ治じくん！」

「…………ん？　んー、あー」

　名前を呼ばれて気づく。

　しばらくの間、僕は手元の本を読みふけっていたらしい。端末が表示する時間が進んでいるし、随分ページをめくったことを指が覚えていた。

　軽く伸びをする。

「うーん。やっぱりこういう仕事、僕には向いてないなぁ」

「その本、そ、そんなに面白いの？」

「昔読んだ。面白かったなぁって感じ」

「…………い、今はもう、面白いと思わない？」

「どうだろうね。でも、当時の僕が感じていたようには、今の僕は感じられないみたいだ」

　同じ文章を同じ目が追っているはずなのに、そこにある感触は随分と違う。

　こんな風に感じる本ではなかった気がするのだけれど。

「懐なつかしいというか、さみしいというか」

　本を閉じて、トリアシの上に置く。

　そのまま棚の方へと歩き出した。僕の背後を名な鷹たかさんの声が追いかけてくる。まだがらんとした図書室では声を遮るものも少なく、その声には微かすかな反響が伴っている気がした。

「昔の湯ゆ治じくんって、どんな感じだったの？」

　名な鷹たかさんには見えない位置で、苦笑い。

　中々難しい質問だ。

「どうだったかな。泣いてばっかりの子供だったよ」

　多分、他の人がいたらそう口に出すことはなかったと思う。名な鷹たかさんの前でならいえる自分の判断が、何に基づいているのかはわからない。

「両親も兄も手を焼いていたし、姉には甘えてばっかりだったし、いつも何かを悲しんでいて、うん。思い出せるのは涙でにじんだ視界ばっかりだ」

「ぜ、全然想像できないな……」

「そうかな？」

「だって、ゆ、湯ゆ治じくんはいつもしっかりしてるし、大人だし……」

　名な鷹たかさんも棚に向かって移動をしているのか、声の出所が動く。名な鷹たかさんの足音はしないが、トリアシの足裏が床を叩たたく音がした。

「いつから、湯ゆ治じくんはそんなに大人になったの…………？」

　それもまた、難しい質問だった。

　一つには僕は自分のことを大人だと思っていないからで、一つにはいつからというのを考えたこともなかったからだ。

　僕は昔、泣いてばかりの子供だった。

　姉が両親を殺して、目を奪われた後、僕は酷ひどく陰鬱とした子供になった。

　じゃあ、いつから、どうして僕はこうなったんだっけ？

「…………。逆に質問を返すけど、名な鷹たかさんは昔はどんな子だったの？」

　結局、僕は質問への答えをはぐらかした。

「どんなって、えっと…………」

「どんな本を読んでたとか、あの本が好きだったとか……これは僕の趣味に偏りすぎかな」

　名な鷹たかさんが小さく笑う声がした気がした。

　数冊の本を棚に並べ終えた頃に、返事がそっとやってくる。

「昔は、みんなと外で遊ぶのがす、好きだったよ」

　相づちに何の感情も滲にじませないようにするのに、かなりの努力が必要だった。

「へえ」

　僕がどんな疑問を持ったのか、予想がついているのだろう。

「ち、小さい頃はね、今ほど力が強くなかったの」

　そう補足するような言葉が続けられた。

「な、七なな三みの身体からだに施された技術は、せ、成長に伴って筋力を増強していく……みたいな感じらしくて……。だから逆に昔は、ちょっと力が強いだけの子供だったんだ」

「じゃあ僕が図書室の窓から眺めていた方の子供だ」

「そ、そう……。男の子たちに混じって、さ、サッカーとかしてたよ」

　そんな名な鷹たかさんを想像しようとしたが、うまくはいかなかった。きっとその頃はまだ、前髪も短かったのだろう。

「は、話してたら、思い出してきた。サッカー、好きだったな……」

「だった？　別に今も好きなんじゃない？」

「う、うん。好き……かな……。けど……」

　僕に人のことなんてわからないけれど、名な鷹たかさんが『けど』の先に続ける言葉は予想ができる気がした。

　今は筋力が上がりすぎてしまった。制御不能な力を抱えたから、人とスポーツをすることなんてできない。

　でもそういうことを聞きたくて、思い出話を振ったわけではないのだ。

「じゃあ、島から出られるように頑張らないとね」

「えっ？」

「名な鷹たかさんが好きならサッカー、やってみたいけど。この島にいる生徒は十二人だけ。人数ばっかりはどうしようもないから」

　今度の沈黙は、本五冊分だった。

「…………そ、そうだね。出ないと、できないもんね」

　そういった名な鷹たかさんの声が明るい気がしたので、僕の言葉は間違っていなかったのだろう。

　もちろん、そんなことは僕にはわからないけれど。







「それで、夕ゆう日ひ様は一体どんな素敵な脱出計画を練っておられるのかしら！」

　図書館の手伝いが終わった後、僕は甕みか屋やさんと会っていた。

　あまり人に聞かれたくない話をする時、この島で選べる場所は限られている。屋上は間違いなく、そのうちの一つだ。

　がらんとした空間に、テーブルと椅子が数個。よほど声を張らなければ下の階に声を聞かれることはなく、出入口は一つだけなので人が入ってくればすぐに気づける。

「殿方と秘密の会話だなんて、ドキドキしてしまいます」

　と甕みか屋やさんは口元を押さえて笑っていた。

　僕は椅子に座り、心持ち体重を背にかけながら口を開く。

「じゃあ…………脱出計画の話なんだけど」

「はい。お伺いするのを楽しみにしていました」

「その前に条件から整理しようか」

　僕は指を一本立てる。

「まず、僕たちは百パーセント、どんな未来でも罪を犯すからこの島に連れてこられた。出ていくためにはこの未来を変えないといけない」

「そうですわね。当たり前ですが、しかし足下を見失わないのは夕ゆう日ひ様の美徳です」

　甕みか屋やさんはあらゆる言葉をとりあえず褒め言葉につなげる癖があるのだろうか。

　照れてから、二本目を立てる。

「次に、その僕たちの未来から、あー、なんていうか、極端なものは取り除かれてる。例えば手足を全部失ったり、巨大な災害で既存秩序が崩壊したり」

「まぁ、そうでしたの？」

「あくまで僕たちが受けた未来予測は『よりよい人生を歩むため』が名目だからね。そうなった時には調べ直した方がいいような、ものすごく人生がねじ曲がるタイプの未来は、到達した時点で計算が打ち止められているらしいよ」

　計算資源は有限だ。

　なるべく手間は省略しておきたいという国側の判断もわかる。

「あぁ、なるほど。納得しました。だからこの島で『普通は起こりえないこと』に晒さらすことで、運営様方はわたくしたちを矯正しようとしていますのね。そしてその矯正法を理論立てて整理することで、もっと多くの人々の人生の助けにしようとしている」

「甕みか屋やさんは理解が早いなぁ」

　そして、と僕は三本目の指を立てる。

「『審判機』は何らかの仮定をもって僕たちの未来を計算してる」

「…………はい？」

「だから、つまり、僕たちはこの島に閉じ込められてるでしょ？　そしてこの島は治外法権、無法地帯で脱出できなければ一年後には死刑になる」

　思い出しているのは友とも根ねさんや、既に『審判機』を使ったと公言している生徒のこと。

「この理屈でいうと、鉄てつ窓そう島とうで未来を測定して『明日の罪人』は発生しないよね。だってこの島には犯罪がなくて、そこで僕たちは死んでいくんだから」

　脱出できる確率がどれくらいかはわからないけれど、この島から脱出できない未来は確実にある。そしてこの島の中では犯罪は起きない。

　つまりこの島で『審判機』を使って『明日の罪人』は生まれない。

「けど実際には『明日の罪人』のままだと判定されて、島から出られなかった人がもういる」

「………………。わかりましたわ。つまり『審判機』はこの島から出た後を仮定して計算している、ということですね」

「そうでないと理屈が通らないよね。細かい条件はわからないけど、とりあえず僕たちは本土で生活を始めたと仮定されて、それから未来が計算されている」

「うふふ、秋あき徒と様に幼少の頃から様々な問題を投げかけられてきた甲か斐いがありました」

　整理をしてしまえばこれだけのこと。そしてきちんと条件さえ見つめ直せば、対応策も自然と浮かんでくる。

　僕は三本の指を曲げ伸ばししてから、微ほほ笑えんだ。

「これを踏まえて、甕みか屋やさんには僕を軟禁して欲しいんだ」

　発表をするのが楽しくて、ちょっと外け連れん味みのある言い方をしてみる。

　だというのに甕みか屋やさんはただ嬉うれしそうに手を打ち合わせただけだった。

「まぁ、なんだか素敵な響きですわね！」

「………………えー、あー。ごめん。ちゃんというよ。甕みか屋や財ざい団だんに、適当な口実をこじつけて、僕を長期的に閉鎖環境に置く手はずを整えて欲しいんだ。一人きりで、誰にも会わずに。モニタリングの実験対象とか、そんな名目で」

「長期的に、というとどれくらいでしょうか？」

「一生」

　すぱりと答えてから、言葉を付け加える。

「本土に戻った瞬間に、合法的かつ合意の上で僕は軟禁され、一生を過ごす。罪を犯すだなんて選択肢の生まれない人生を送る。そういう手はずを整えたいんだ」

　甕みか屋やさんは微ほほ笑えんだまま、僅かに首を傾ける。

「すると……つまり……」

「『手足をへし折る』をもっと違う形で再現する感じ。合法的で安全に、そもそも犯罪が起き得ない環境を作る」

「しかしそれでは本末転倒ではありませんか？　鉄てつ窓そう島とうを出て、別な檻おりに入るだけのように聞こえますが」

「大事なのは僕たちの定義が、どんな未来でも罪を犯すってことだよ。逆にいえば一つでも罪を犯さない未来を用意できれば、それは『明日の罪人』の定義を満たさない」

　それこそ仁に崎さき先生なんかはそっち側の人間のはずだ。かなりの確率で犯罪者になるが、一応健全な未来もあるために『明日の罪人』とは認定されない。

「だから必ずしも僕が本当にその環境に閉じこもる必要はないんだ。数ある未来の一つで、ずっとこもり続ける選択をするものがあればいい」

　甕みか屋や財ざい団だんとて永遠には存在し得ないし、未来の中ではあっさりと潰れてしまうものもあるかも知れない。

　しかし逆に、百年後も変わらずに存続している可能性も十分にあるはずだ。

　財団が存続し続け、僕がその中で一人暮らし続ける。そうした未来がほんの僅かでも用意できれば、『明日の罪人』の定義は崩せる。

「一生って意外と長いからさ。実現できる財力の持ち主っていうと、僕は甕みか屋や財ざい団だんしか思いつかなかった」

「なるほど、これは確かに、理屈上は通っておりますね。そういう未来の可能性を準備して、『明日の罪人』ではなくなったことを証明する。その後、本土に戻ったら普通に財団との契約を破棄して出ていけばいいのですし」

「個々人に合わせてどういう契約とか環境にするかは調整が要るだろうけど、甕みか屋やさんから頼んでもらって、財団が本気で協力してくれればみんなこの島から出られるはず」

「ですが、うふふ、そうですね。差し出がましいことですが、一つ提案をよろしいですか？　折角ですしモニタリングや実験対象ではなく、雇用という形態を取りましょう」

「えっと、その理由は？」

「一つは普通に存在する契約を選んだ方が、未来測定で省略される可能性が下がるためです。そしてもう一つは、わたくし、人を実験台にするようなことは嫌いですもの」

　甕みか屋やさんはポケットから端末を取り出すと、指先でついと触り始める。

「何パターンかの契約を用意して、そのどれもを取り得るようにしておきましょう。実際にプロジェクトとして始動させた方が、現実味が増すかしら」

「つまり協力してくれるってことでいいんだよね。ありがとう」

　そういいながら、実際のところ予想通りではあった。

　僕のこの考えが正しく働けば、甕みか屋やさんも島から出られるようになる。ならば協力してくれる公算は元から高かったのだ。

　そう考えたのが表情から伝わったのだろうか。甕みか屋やさんはこちらをじっと見て、それから首を振ってみせる。

「わたくしがこうして動くのは、夕ゆう日ひ様に頼まれたからというだけですわ」

「…………そう？」

「わたくし、夕ゆう日ひ様を愛しておりますもの。恋人にそうするように、わたくしにも甘えてくださって構いませんのよ」

　思わず瞬まばたきをする。

「恋人って甘えるものかな？」

「まぁ！　語かたり木ぎ様と付き合ってらっしゃるのにそんなことをお聞きになるのですか？」

　ともかく、話をきちんとまとめ直す。

　甕みか屋やさんの協力は取り付けたが、甕みか屋やさんが財団に話を通し、実際に契約内容などをまとめるには少し時間が必要になる。

　数日後にまた、と僕たちの話は終わりを迎えた。







　なんだか眠れない。

　そんな風に思ったが、それも当然のことかも知れない。この三日間で起きた爆発は四回、人に向かって放たれた罠わなは六個である。

　今のところ大きな怪け我がに繫つながった事例はないが、いつそうなってもおかしくない。無意識にかなりのストレスを抱えているのかもしれない。

　生徒と教師以外がいない鉄てつ窓そう島とうの夜は静かだ。

　朝がくるまでの退屈を慰めようと思えば、方法は限られている。本を開いて空想の世界に浸るか、目を閉じて暗闇と向かい合うか、それか寮の階段を上って踊り場へと行くかである。

「こんばんは。今日も元気だね」

　僕は今日三つ目の手段を選んで、そしていつも通りの顔ぶれを見た。

　踊り場に置かれたテーブルを囲んでいるのは夜でもフードを外さない和やわ渚なぎさくんと、夜でもフリル過多な甕みか屋やさん。

　それと、田た病やみくんだ。

「おいおい、こんな夜中に出歩きやがって」

　この島には十二人の『明日の罪人』がいるが、田た病やみくんくらい外見と言動が一致している人も珍しい。

　つまりは暴力と暴言である。

　痛々しく脱色された金髪は逆立てられ、露あらわな耳や袖にはシルバーアクセサリーがいくつも連なる。田た病やみくんを見れば多くの人は、程度の差こそあれ怯おびえを感じるだろう。そしてそれこそがきっと田た病やみくんの目的に違いない。

「つまりはテメェがトラップしかけて回ってる犯人だな？　ぶん殴って捕まえるか」

　楽しげに田た病やみくんが語る。

　出会い頭に向けられる暴言としては、比較的笑える部類のものだ。僕は苦笑いをしながら、空いている椅子を引いて腰掛けた。

「今日も楽しそうなゲームをしてるね」

　大抵の夜、この三人はここでアナログゲームをしている。

　あまり意気投合しやすい顔ぶれとも思わないし、どうしてアナログゲームをとも思うが、あるいは人付き合いというのは得てしてそういうものかも知れない。

　今日のテーブルには怪獣がいた。東京の地名が書かれた一枚のシートの上に、トカゲを巨大化したような怪獣とアイコン化された人間が並んでいる。

「お、夕ゆう日ひじゃん。じゃあ夕ゆう日ひも参加ってことで、この回は仕切り直しな！」

「八や彦ひこ様……それは少々ズルいのでは……」

「聞こえなーい。さ、夕ゆう日ひ。怪獣役は頼んだじゃんか」

　渡されたルールブックに目を通す。一人の怪獣と、残りのプレイヤーによる人間が戦う非対称のゲームらしい。怪獣は暴れて被害を出せば勝ちで、人間はその被害を押さえ込んでいけば勝ちになる。

　僕は怪獣の行動を決めるための手札を持ってから、関係のないことを口にした。

「今、田た病やみくんもいってたけど、トラップをしかけてるの誰だと思う？」

　その言葉に意外そうに目を見開いたのは和やわ渚なぎさくんだった。

「えっ」

「そんなに驚く？　みんなが気にしてることじゃない？」

「ああ……それはわかるけど。俺はてっきり忠ただ広ひろが犯人だと思っていたじゃん。そんで忠ただ広ひろが犯人なら、夕ゆう日ひはそんなことを直接聞いたりしないだろ？」

　僕が犯人を予想していて当然、とばかりの言葉には戸惑ってしまう。やっぱり僕は先月、自分を賢そうに見せすぎてしまったのだろうか。

　犯人として名指しをされた田た病やみくんは、不敵に頰をつり上げてみせた。

「はっ。俺が本当に犯人かも知れねェだろ？」

「…………驚いた。忠ただ広ひろがそう反応するってことは、本当に犯人じゃないんだな」

「あァ!?」

「お前が本当に犯人なら『犯人かも知れない』みたいな言い方はしないだろ」

　それについては同意だが、田た病やみくんが明らかに不機嫌な舌打ちをしたので黙っておくことにした。

　手札をじっと確認し、二枚を伏せてから甕みか屋やさんが首を傾かしげた。

「しかし、こうも日々が危ないと落ち着きませんこと。昨日、わたくしも罠わなにかかりそうになり、髪の先が少し切れてしまいましたし」

「はッ。甕みか屋やァ。お前意外と馬鹿なんだな」

　僕は怪獣の動かし方を決め、カードを伏せる。

「そもそも俺らは一年後に殺すっていわれてここにいんだろォが。一日が過ぎること自体が俺らへの攻撃だ。四月からこっち、ずっと俺らは命を脅おびやかされ続けてんのに、罠わなが目の前にあるからって今更慌てんのは馬鹿しかいねェよ」

「いってることはわかるけど、それは極論じゃん？」

　カードが表に返され、処理が行われる。怪獣が街を歩き、その身体からだから溶岩が溢あふれ出だし、逃げ遅れた人々を飲み込んでいく。

　そうしてまた次の行動を考えながら、僕はおかしさを覚えた。

「未来で絶対に罪を犯すような奴やつが極論を振りかざさねェでどうすんだ？」

　そこにいるだけで溶岩を生み、人を殺す。その設定こそが怪獣を怪獣たらしめる点だ。この小さなトークンは、絶対に人を害するものとして定義されている。

　そして、それは同時に僕……あるいは僕たちのことでもある。

　怪獣が怪獣を操っている。

「では忠ただ広ひろ様はどう思います？　どうして今、この島には罠わながあるのでしょうか？」

「決まってんだろ。気持ちいいからだ」

　田た病やみくんはとびきり下品に笑った。

「暴力は気持ちいいんだよ。目的だの何だのって、テメェらはそういうくだらねェ観念が好きだよな。ガキがアリの巣に水を注ぐのに理由が要るか」

　乱雑にカードが伏せられ、僕はその下を想像する。

「そんな理由で一々犯罪なんてしてちゃ、今頃世間は血みどろじゃんか」

「だから今回の件は、馬鹿が馬鹿に向けてやってんだろ。とびきりの」

「忠ただ広ひろと話してると、世の中って単純な気がしてくるな」

「これだから馬鹿は嫌だぜ。いつだって俺の足を引っ張ってくるんだから」

　カードを表にする。

　気がつくと盤面は溶岩で埋め尽くされ、怪獣の犠牲者は膨大になっていた。死んだ人間のトークンを回収し、積み上げる。どうやらこれで僕の勝ちらしい。

　僕は沢山考えごとをした後特有の重さを脳に覚えながら、手札をテーブルに置く。

「勝てた。楽しいゲームだね、これ」

「夕ゆう日ひ、ゲーム強くね？」

「さすがですわ。カナ様たちがあれほど頼るのもわかります」

　照れる僕の前で、乱雑な手つきで田た病やみくんはカードを投げ出した。

「これだから頭がいい奴やつは嫌だぜ。いつだって上から目線で気取ってやがる」







　職員室の前で僕は少し困って、それから足で扉を軽く蹴った。

「失礼します。先生、いらっしゃいますか？」

　爪先の摩擦で扉を横にスライドさせる。思ったよりも乱暴な音が鳴って、僕は自分で首を縮めてしまった。

「どうした、湯ゆ治じ。…………なんだその荷物は」

　がらんとした職員室には陸む奥つ先生だけがいた。

　僕は段ボールを抱え直し、その重さに溜ため息いきを零こぼす。

「図書室の整理を進めていたんですが、どう見ても蔵書ではない本とかが出てきたので梁やな木ぎ先生の私物かと思ってきたんです」

「わからんが、物理メディアなんだろう？　蔵書ではないのか」

「一番上に入ってるのが『現実規定関数による時間的エコーチェンバーについて』っていう論文の冊子なんですが、これ僕たちが見ていい奴やつですか？」

　陸む奥つ先生は眉間に皺しわを寄せると、段ボールの蓋を開いた。中には明らかに高校生向けではない学術書や、印刷された論文などがぎっしりだ。

　いくつかのタイトルを見れば、明らかにそれが未来予測などの先端技術に関わる専門知識であるとわかる。

「…………。これは梁やな木ぎ先生のもののようだな。物理メディアということで運搬中に図書室の蔵書と混じってしまったんだろう」

「じゃあ、ここに置いていきますね」

「ああ、待て。それは困る。それが生徒の目に触れるのは望ましくないが、残念ながら俺はすぐにここを離れなければならない」

「どうかしたんですか？」

「また爆発があった。犯人を咎とがめる法はこの島にはないが、現場の確認と処理くらいは教師としてしなければならないからな」

　ちらりと陸む奥つ先生の視線が職員室の外に向く。

　急いでいるというのは事実であるようだが、それはそれとして一言だけいいたくなる。

「そろそろ大人の人が犯人を捕まえてくれてもいいんですよ」

「いったろう。咎とがめる法がない。仮に怪け我が人にんや死者が出れば『鉄てつ窓そう島とうプロジェクトの運営に関わる』として介入できるかも知れないが、今のところはそれもない」

　最初の日から事故が起きなかった日はないが、大きな怪け我が人にんは未いまだないままだ。

「犯人が誰であれ、この調整を意図的にやっているのならうまいものだな」

「怪け我が人にんが出れば先生が介入するんですか？」

　反射的に呟つぶやくと、陸む奥つ先生の眉間には僅かに皺しわが寄った。

　先生の手が伸ばされ、無造作にぐりぐりと頭を押される。

「君、今、『自分が怪け我がをすれば先生の介入を誘える』とか計算しただろう」

「…………いえ、まさか」

　そう答えながら、内心でぎくりとしなかったかといえば噓うそになる。実際にそれを行うかはさておいて、そういう手段があるということは十分に思いつける範囲だった。

「頭はいいが、相変わらず心配になる奴やつだな。そういう時はとりあえず『目の前のムカつく教師を怪け我がさせれば介入させることができる』と計算をしておくべきだ」

「そんな暴力的な提案を、先生がしていいんですか」

「他の生徒にはいわないな。だが君にはそれくらいのことをいうべきだと俺は判断した」

　暗に問題児だといわれているようで、ちょっと不服である。

　とにかく、としびれ始めた腕に力を込め直す。

「この箱、どうしましょうか？」

「教職員の寮まで運んでくれるか。あぁ、入るには端末がいるな」

　ポケットから取り出した端末を、陸む奥つ先生は僕の持つ段ボールの上に置いた。

　見た目は生徒のものと同じだが、教職員用の端末にはそれ以上の機能が搭載されていることを僕は知っている。例えば、それはこの島の地下にあるミサイルを起動することができる。

「助かりますけど、いいんですか？」

「それを持っていれば梁やな木ぎ先生のところにいけるはずだ。あぁ、悪用はするなよ。これは俺のためじゃなく、君たちのための忠告だ」

　そういって陸む奥つ先生は職員室を出て行った。起きてしまった事故に対応しなければいけないのだろう。

　僕は少し首を傾かしげてから、すぐに歩き始めた。







　どこをどう通ったかわからないが、気がつくと僕は知らない建物にいた。

　考えてみれば一月以上も過ごしているのに、僕は先生たちが寝起きしている場所を知らない。強いて調べようとしたこともないが、この狭い島の中のことである。自然に目に入ってきてすらいないというのは、奇妙だ。

　不自然だ。

　つまり、そこには何か理由がある。

　思い出したのは梁やな木ぎ先生の顔を覆う不自然な黒い影。認識誘導と呼ばれていた技術。危険な生徒に囲まれて暮らすのだから、眠る場所はそもそも入ろうとすらできない場所にするのは当然のことか。

　今、僕は教職員の寮にいるが、こうして陸む奥つ先生の端末を持っていなければ入ることはできないのだろう。

「端末自体は僕たちのと同じやつみたいだから、権限的な問題なのかな？　特殊な機能自体がこれに搭載されてはいなさそうだけど…………」

　そんなことを考えていたから、僕は前をよく見ていなかった。

「ひゃっ!?」

　誰かの声とともにぶつかる。

　尻餅の痛み。段ボールが床に落ちてひしゃげ、中身が散らばる。硬質なものが転がる軽い音がして、僕の足先にこつりと触れた。

　一瞬、僕は転んだ拍子に自分の右目が外れたのかと思った。

　しかし改めてみれば、その義眼の虹こう彩さいは赤色だった。

　赤い目。最近、誰かがそんなことをいっていたはずだ。会話を思い出すと同時に、僕とぶつかって転んでしまった人の名前がわかった。

「ひっ、う、うぅぅぅぅ」

「…………梁やな木ぎ先生？」

　初めて梁やな木ぎ先生の顔を見た。

　声の印象からわかっていたことだが、若い女性だ。不健康そうな顔色と、目の下の濃いクマ。化粧気のなさも相まって研究者やＳＥを思わせる風貌をしている。

　そして、その顔には傷跡があった。

　額から右目を──空っぽの右の眼がん窩かを横断して頰まで。引きつった巨大な傷が走っている。傷の影響なのか、その顔に浮かぶ表情は左右でどこかちぐはぐだ。

　今、顔の左半分で梁やな木ぎ先生ははっきりとした怯おびえを浮かべていた。

「ゆっ、湯ゆ治じくん？　ど、どうしてここに、えと、入れないはずだよね。あ、あー、そうじゃなくて、この資料は。探していたんだけど、盗んで、じゃなくて、届けた？」

　矢継ぎ早の言葉に、僕はようやく気を取り直す。

　資料を拾い上げるために視線を下げ、そのついでに傷跡から目を逸そらした。なるべく落ち着いた口調で、端的に説明をする。

「図書室に運ばれた荷物に先生のものが混じっていました。ここへは陸む奥つ先生の許可を得て入ってきています」

「あ、なるほど。そも、そ、そも入れないよね。よね？　あ、目。め、め、目を取って。ちょうだい。お願い」

　転がっていた義眼を拾い上げると、びっくりするほど素早く梁やな木ぎ先生は手に取った。ごしごしと表面を擦ってから、それを右目へとはめ込む。

　数度の瞬まばたきとともにその顔の表面に暗闇が滲にじみ、顔が見えなくなる。

　同時に梁やな木ぎ先生が落ち着きを取り戻していくのもわかった。動作が静かになり、呼吸が整っていく。数秒後には、今までの印象通りの彼女がそこにいた。

「届け物、感謝します。手続きの雑さには困ってしまいますね」

「…………そうですね」

「あぁ、いぶかしまれるのも当然ですが、二重人格などではないのでご安心ください。人格は共通しており、これは表出の様式を変えているだけです」

　きびきびとした仕草で梁やな木ぎ先生は腰をかがめ、床のものを拾い上げる。先生も荷物を運んでいる最中だったようで、書類以外にも日用品がかなり混じっている。

「書き言葉と話し言葉が違うようなものですね。外見に応じた言葉遣いを選ぶのはそれほど珍しくもないことでしょう」

　そう単純に考えていいことかは、判断をつけづらい。

　ほとんど自動的に僕は悩み始める。梁やな木ぎ先生がそうしていることの意味を。傷跡を消すのは現代では簡単だ。顔を隠すことも含めて、先生はそうすることを選び取っている。

「偶然ですね。僕も同じで、右目がないんですよ」

「いいえ、違います」

　梁やな木ぎ先生の否定の言葉は、感情が伴わないのですごく耳になじみやすかった。

「貴方あなたの右目は、貴方あなたをこの島に送り込んだ要因の一つです。『鉄てつ窓そう島とうプロジェクト』という文脈の中にあり、私のこれとはまた異なるものです」

「えーと、つまり先生のその右目は、関係がない？」

　何に、とはうまく表現できなかったけれど。

　僕たちに。未来の罪と、その克服に。鉄てつ窓そう島とうという枠の中で行われる、様々な物語に。

「貴方あなたはいくらか近視眼的過ぎるところがあります。私たちは確かに今、この島で一つの文脈に沿そっていますが、私たちはこの島で囚とらわれるために生きてきたわけではなく、同時にこの島が私たちの今後の人生の全てを規定するわけでもありません」

　それに、と梁やな木ぎ先生は言葉を継ぐ。

「貴方あなたたち生徒もそうです。貴方あなたたちの過去や、今背負うもの全てが『鉄てつ窓そう島とうプロジェクト』に関わるわけではありません。この島で起きる全てが、未来に関わるわけでもありません」

「えっと、つまり…………？」

「貴方あなたたちの人生の全てが更生というこの島の文脈に乗るわけではない。あるいは、この島で起きる全ての物語が更生を目的とするわけではないということです」

　辛抱強く語られる言葉を、頭の中で文字に置き直す。

　こうした方が僕は少しだけ理解が早くなる。文字に慣れきった脳のう味み噌そが自然に言葉を嚙かみ砕くだいていく。

「僕たちには過去と未来がある、ってことですか」

「どんな人間にも過去と未来はあります。あるいは、現在こそある種の幻想です」

　そういって先生は手元の論文のいくつかのタイトルを示した。

『現実規定関数による時間的エコーチェンバーについて』『直線的時間観念からの脱却』『未来争奪戦争の戦術立案』『生の喪失による死の棄却を』

　いくつかは僕たちに関係がありそうな気もしたが、いくつかは明らかに無関係だ。

「未来予測によって生まれた影響の中で、『明日の罪人』は小さなものではありませんが、唯一ではありません。他にも様々な形で、人の世界は変わろうとしています。誰もが貴方あなたたちを重大視するほど、ここは世界にとって重要な場所ではないです」

　一足飛びの思考が、口から飛び出す。

「だから梁やな木ぎ先生はこの島にきたんですか？」

　結論を先にいってから僕はその根拠に思い至る。

「頼より子こ先生が成果を上げたかどうか、運営側では意見が分かれているんですか？」

　梁やな木ぎ先生はしばらく黙っていた。

　表情は見えなかったがきっと呆あきれた顔をしているような気がした。それから荒っぽい仕草で段ボールを引き寄せ、中に書類を放り込む。

「そうですね。和わ田だ頼より子この行動で一時はこの島全体がなくなりかけ、しかし結果として語かたり木ぎカナは初の罪状変更という成果に辿たどり着つきました」

　かつて、語かたり木ぎさんは殺人罪の『明日の罪人』だった。

　先月様々なことがあって、今では彼女の罪は騒乱罪に変わっている。善よし悪あしについての判断を避ければ、確かにそこに頼より子こ先生は大きな影響を与えていた。

「和わ田だ頼より子こは正しい行動をし、正しい成果を上げた。和わ田だ頼より子こは愚かな行動をし、偶然変化を生んだに過ぎない。今、運営側は真っ二つです」

「それで先生がこの島にきた、と」

「はい。貴方あなたたちのことがどうでもいい私が。貴方あなたたちを重要視していない私が。鉄てつ窓そう島とうプロジェクト自体に興味が薄く、どの陣営にとっても中立となっていた私が」

　その不本意さの証明のように、梁やな木ぎ先生は長い溜ため息いきを零こぼした。

　仁に崎さき先生も僕たちに興味が薄いが、自分の尻尾以外は平等にどうでもいいあの人とも違う思考だ。梁やな木ぎ先生は明確に僕たちに興味がない。

「では、届け物についてはありがとうございました」

　そういって段ボールにひとまとめにした荷物を、先生が抱えて立ち去る。

　その後ろ姿を見送ってから僕もまた立ち去ろうとする。本来は生徒が入ってはいけない場所だ。長居するのもよくないだろう。

　そうして僕は立ち去ろうとして、振り返って一冊の冊子に気づいた。ぶつかった時に散らばり、拾い忘れたものらしい。慌てて先生を呼ぼうとして、

「……………………」

　言葉が詰まる。

　僕は息を止めたまま冊子を持ち上げた。ほんの数枚の紙をまとめただけの薄いものだ。そしてそれには、見逃すことのできない表題があった。

『蘇そ生せい手術の術後経過観察について』







　結論からいうと、その冊子には僕が望んだような情報はなかった。

　教職員の寮を離れ、自室に戻った後、ベッドの上で資料を開いてすぐに僕はそう結論づけた。僕の望んだような情報がここに書かれていないことは、最初のページ、この資料に何が書かれているかの梗概を読んだ時点で理解できた。

　そもそもとしてこれは蘇そ生せいされた人物のその後を追った文章であるらしく、肝心の蘇そ生せい技術については詳細に書かれていない。

　そしてそれでもわかったことは、この文章で示されている蘇そ生せい技術というのは人間の死体を再起動する技術だということだ。

　生命活動が完全に停止してしまった、しかし損傷の少ない死体を、もう一度活動できるようにする。あるいは深く長すぎる眠りについた肉体を、もう一度目覚めさせる。そういったものであり、魔法のように死人が生き返ってくるというわけではない。

　つまり、もう灰となってお墓の下で眠る僕の家族には、関係のない話である。

「………………うーん」

　あまり落胆はなかった。

　技術の進歩はすさまじいが、蘇そ生せい手術なんてものを聞いたことはない。つまりこれはまだ表に出てきていない類いの技術なのだろう。

　だから僕にとって死人が生き返るというのはまだファンタジーの世界のもので、咄とつ嗟さに資料を取ってきてしまったものの、家族が生き返るというのを本心から期待していたというわけではないのかも知れない。

　ただ、心のどこともいえない部分の温度が下がるのを感じる。

　そう自分の心に客観的に結論づけてから、僕は資料を捲めくった。

　ここから先が資料の本題、蘇そ生せい手術の術後経過らしい。別に僕はそこに特段の興味はないのだけれど、習慣的に動く目が自然と先を追う。

　続いて載っていたのは手術を受けた人の一覧だった。

『桂けい枝しさみだれ』

『平ひら屋や弓ゆみ則のり』

『阿あ戸と滴しずく』

『墓はか見みコルト』

『綾あや巻まき秋あき徒と』

　目が止まる。

　多分、同姓同名ということはないはず。反射的に資料の最後の方へと指を動かしそうになってから、どうにか堪えた。結論だけを急せくのは混乱や誤解の元だ。それほど分厚い紙束というわけでもない。

　どういう理由かは知らないけれど、このリストに載っている人たちは亡なくなった。そして蘇そ生せい手術を受けた。

　この資料がやけに薄い理由は、すぐにわかった。

「みんな、亡なくなってる…………？」

　一度目の死のことではない。

　様々な原因で死亡し、蘇そ生せい手術を受けて生き返り、その後のことだ。

　桂けい枝しさみだれ、平ひら屋や弓ゆみ則のり、阿あ戸と滴しずく、墓はか見みコルト。その四人は例外なく、手術後数日以内に自殺している。早ければ生き返った直後に、遅くとも一週間で。

　自殺の動機は誰もまともに語っていない。わかるのは手近な、取りうる手段で、可能な限り早く命を絶っているという事実だけである。

「……………………」

　短い記録を眺めて、さらに紙を捲めくる。

　何を期待していたのか自分でもわからないけれど、僕は書かれていたことを見て息を吐き出した。今までにもましてさらに単純な記録だけがそこにある。

『綾あや巻まき秋あき徒と』がこの手術を受けたらしい、大体一年前の日付。

　そして『未いまだ自殺の兆候は見られず、経過観察中である』の文言だけ。

　僕は恐ろしい絵でも見たようにキツく資料を閉じ、机の上へと投げ出した。急速に吐き気がこみ上げてくるのを感じる。何かを考えようとしている。何も考えないように、僕は奥歯を嚙かみしめて堪えた。

　そのままずるずるとベッドの上に身を横たえる。

　本当はこの後はまた図書室に顔を出して手伝いをするつもりだったのだが、湧き上がってくる得体の知れない虚無感が、それを阻はばむ。

　名な鷹たかさんに会ったら謝ろう。先生に用事を頼まれて時間を食ってしまったとかいってもいい。酷ひどく気落ちした今、会いにいってもきっと心配させてしまうだけだ。そんな言い訳を沢山思い浮かべて、すぐに思考の端からこぼれ落ちていった。

　眠りが、僕の思考を覆った。







「ねえねえ、この本はどこ～？」

「トリアシに載せれば適切な場所に案内してくれますよ」

「図書室ってミント味のチキンソテーみたいに静かな場所だと思ってたんだけど」

「ご、ごめんね…………。じゅ、準備中だから…………」

　週末を迎えた土曜日、まだ蔵書の整理が終わらない図書室にはやけに人がいた。

　同じアルバイトに応募してきた語かたり木ぎさんと友とも根ねさん、行儀悪く椅子に座り本を読んでいる穂ほ管くださん。それに加えてテーブルに突っ伏すように幕まく貝がいくんが眠っていて、その傍そばでは伊い佐さ倉くらさんが何をするでもなくぼうっとしている。

　僕と名な鷹たかさんも含めれば、七人。

　普段の授業ですら六人が揃そろうことは稀まれだ。いつから物理書籍を収めた図書室は、『明日の罪人』の半分以上が集まる人気スポットになったのだろうかといぶかしんでしまう。

　僕は段ボールを開き、新しい本の匂いを嗅ぎながら苦笑する。

「そういえば幕まく貝がいくんが眠っているのは珍しいね」

　隣のクラスの彼を授業中に見かけることはあまりないが、すごく真面目に授業を受けているとは語かたり木ぎさんから聞いたことがある。語かたり木ぎさんが寝ている時も絶対に起きているので、ノートなどでは頼ったりするのだとか。

　眼鏡を外した幕まく貝がいくんの寝顔は、眉間に皺しわが寄っていて苦しそうだ。

　その隣でぼんやりとしていた伊い佐さ倉くらさんが短く答えてくれる。

「夜歩き。慣れないことするから」

「夜に？　それはまた、昼寝以上に珍しいような……」

「罠わな。それに犯人も」

「ん。あー、なるほど、そういうことか」

　トラップをしかけて回る犯人は、概おおむね人のいない時間帯に行動しているのだろう。必然的に、罠わなもその時間に生まれる。

　夜に歩き回れば罠わなを見つけることもできるし、加えて犯人を見つけられる可能性もある。

「だからって無茶するなぁ。危なくないの？」

「『困難や危険は行うことの是非には関係ないのである』」

　多分、幕まく貝がいくんの真ま似ねをしていったのだろう。特に似てはいなかったが、伊い佐さ倉くらさんは満足げだった。

「最後の箱、開けちゃったけどこれで終わり～？」

「棚の数から見て、まだあると思いますけどどこでしたっけ？」

「あ、じゃあ、七なな三みが取ってくる…………」

「えっ、あ～！　私が行こうと思ってたのに～！」

　語かたり木ぎさんの制止の言葉も届かないうちに、名な鷹たかさんがトリアシを連れて図書室を出て行く。倉庫に仮置きされている残りの箱を取りにいったのだろう。

「…………」

　少しだけ、考える。

　名な鷹たかさんの気持ちなんて僕にはわからない。けれど名な鷹たかさんはこれまで、僕と二人の時には積極的に倉庫の箱を取りにいっていなかったはずだ。僕がいくか、二人でいくことが多かった。自分の力を使いたがらない名な鷹たかさんの性格と関係がある……のかも知れない。

　今日はまるで逃げるみたいに倉庫に向かった。

　短絡的な思考が許されるのなら、それはきっとこの場の人数が増えたことに関係がある。名な鷹たかさんの足音が小さくなり、すっかり遠ざかったことを確認する。

「…………みんなは、誰が罠わなをしかけてると思う？」

　つい、口からそんな言葉が飛び出した。

「うざ。前も聞かれた」

「そういわないでよ。それが気になっているから、幕まく貝がいくんはここで寝てるんでしょ？」

　それは伊い佐さ倉くらさんに向けた言葉だったが、この場のほとんど全員がぎくりと身を固くしたのもまた事実だ。

　友とも根ねさんがばつの悪そうな笑みを浮かべる。

「あはは……やっぱり、バレてましたか？」

「名な鷹たかさんがどうかは知らないけど、僕はそう思ったよ」

「は？　私は単に本を読んでるだけなんだけど？」

「ちなみにその本の感想は？」

「…………ワルツの中の三連符って感じ」
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　それがどんな感じかはわからないが、先程から穂ほ管くださんの本のページが進んでいないことは間違いない。

「えっと～、どういうこと～？」

　話の流れを読めなかったらしい語かたり木ぎさんが大げさに首を傾かしげた。

　お団子に刺さっていた栞しおりが抜けかかり、慌てて手で押さえている。

「今、この学校には罠わなが沢山あって、みんなそれが怖いってこと」

「あ～！　まさかみんな、七なな三みちゃんに守ってもらおうとしてるの～？」

　ずばりとした口調で語かたり木ぎさんが指摘する。

　実際、そうだ。この島に現在、安全な場所があるとしたらそれは名な鷹たかさんの傍そばに違いない。少なくとも丸太が降ってくる事態からは守ってもらえるだろう。

　能力だけを見れば白はく夜やくんも罠わなくらいは防げる気はするが、比較的彼と話している僕でも、彼が本当に守ってくれるかどうかは自信が持てない。

「ま～、でも仕方ないよね。死ぬのは怖いもん」

　そう語かたり木ぎさんは上機嫌に結んだが、実際のところそれだけで割り切れるのならば、こんなにも微妙な空気が図書室に漂ってはいない。

　後ろめたさはあるのだろう。

　直接『守って欲しい』だなんて頼めば、きっと名な鷹たかさんは自分にはできないと断る。あるいはとても困る。だからバイトやら何やらと理由をつけて、ただ傍そばにいるのだ。単に傍そばにいた人が傷つきそうになれば、名な鷹たかさんは頑張ってくれるだろうから。

「あんまり…………よくないですよね。本当は」

「それを決めるのは僕じゃないよ」

　今がバイト中で助かった。自分で振っておいて何だけれど、別に僕はそのこと自体を批難したいわけでも、責めたいわけでもない。

　感覚が麻ま痺ひしつつあるがトラップがしかけられた現状は恐ろしいものだし、それから逃げようとするのも自然なことだ。

　けれど、

「夕ゆう日ひくん、変な顔してる～？　どんな表情、それ？」

「うーん。なんだろうね？」

　僕は首を振って、仕事を再開するフリをして会話を打ち切った。







　食堂が運営の手でまともに機能していない代わりなのかはわからないが、鉄てつ窓そう島とうには自販機が多い。

　校舎裏、山へと続いていく細い道の途中にある自販機は、僕のお気に入りの場所だ。学校生活で山に用事を持つ生徒は少ない。脇道に入ってジュースを手に入れようとする人はさらに少なく、つまりそこはいつも誰もいない。

　慣れない共同生活で一息つきたくなった時には、大抵僕はそこに足を運ぶ。

　落ちていく日が影を長く伸ばす時間帯。僕は少しだけ人から離れて深呼吸をしようとして、しかし今日はその寂れた自販機の傍そばに人影があった。

「…………あ、湯ゆ治じくん」

　しゃがみ込んで缶を抱えていた名な鷹たかさんが顔を上げる。

　どうしてこんな場所に。小さな驚きを笑顔の後ろに隠しながら、僕は自販機へと歩み寄る。悩む仕草だけをして、いつも通りのお茶を買う。

「珍しいね、名な鷹たかさん。散歩？」

「う、うん。お散歩……。罠わなが多いから、最近はね、あちこちいってるの。わ、罠わなを探したり、後、逃げたり……」

　確かに名な鷹たかさんに限らず、最近は以前は見かけなかった場所を動き回っている人も多い。幕まく貝がいくんが特に顕著な例だが、各おの々おのに犯人を探したり、罠わなを避けようとしたり、あるいは罠わなをしかける犯人その人であるのだろう。

　だが、名な鷹たかさんは僕が返事をする前に、照れた笑みを浮かべた。

「ご、ごめんね……噓うそ……。ほんとは、湯ゆ治じくんに会いたかったの」

「さっきまで一緒にバイトしてたのに」

「えへへ、さ、さっきまではちょっと、騒がしかったから……。ゆ、湯ゆ治じくんはたまにこっちの方にきてるなって思って……」

「うーん。名な鷹たかさんはよく見てるなぁ」

　名な鷹たかさんから少し離れたところで僕もしゃがみ、プルタブを引く。

　それから名な鷹たかさんの手の中の缶が開けられていないことに気づいた。もしかすると、開けようとして缶を潰してしまうことを避けたかったのかも知れない。

　手を伸ばして、名な鷹たかさんが買った炭酸を取る。

　すっかりぬるくなってしまっている缶のプルタブを開けて返すと、名な鷹たかさんは小さく微ほほ笑えんだ。慎重な仕草で口に運び、少しずつ飲む。

　僕を探していたという割に、名な鷹たかさんは特に何もいおうとしなかった。僕らはただ並んでジュースを飲み、ぼんやりと森の音を聞いた。沈黙は僕たちに寄り添ってくれて、寂しさも気まずさもそこにはない。

　缶を飲み干し、表面が搔かいていた汗も引いた頃、僕はようやくぽつりと呟つぶやいた。

「やっぱり、最近の図書室は騒がしいよね」

　名な鷹たかさんはしばらくの間、返事をしなかった。

　手の中でコロコロと缶を転がしていた彼女は、やがて静かに息を吐き出す。

「そ、そういわれても困る……」

「うん？」

「な、七なな三みはね、湯ゆ治じくんに助けて欲しいわけじゃないの。なのに、そ、その質問に返事をしたら、湯ゆ治じくんは七なな三みを助けようとしちゃうでしょ？」

　今度は僕が少し黙る番だった。確かにそうだ。僕は言い訳が欲しかったのだろう。

　さっき図書室にいた人たちを責めるようなことをいわなくてよかった、と酷ひどい安あん堵どをする。そんなことをしていたら、今感じている後ろめたさはより酷ひどいものだったに違いない。

　だから代わりの言い訳を準備する。

　もうじき僕の考えがうまくいって、甕みか屋やさんと財団の協力により、島からの脱出の手はずが整う。だからこの島で何かを頑張る必要はもうないのだから、罠わなをしかけてまでやるべきことも残っていない。

　うまく自分を言いくるめて、僕は微ほほ笑えんだ。

「そんなことないよ。僕がやるべきことは最初から決めてたよ」

　罠わなを止めよう。

　あんまりやるべきことではないけれど、そうしないと図書室は騒がしいままだ。名な鷹たかさんのために、なんて考え方は苦手で、それがまるで名な鷹たかさんのためになると考えている自分に吐き気がしてしまうけれど。

　だとしても、やるのだ。

　犯人は誰かとか細かいことはさておけば、実際のところ犯人の目的を止めることは難しくない。罠わなを作るという犯人の手段を、選ばせないようにすることは。

「さて、やることができたから僕はもういくね」

　膝に手をついて立ち上がる。

　自販機の傍そばに備え付けられているゴミ箱に、缶を入れた。気分的には投げ入れたい感じだったが、残念ながら僕の投とう擲てき力りよくではまず成功しない。

「名な鷹たかさんも一緒に帰る？」

「う、ううん。えへへ、もう少しだけここにいる」

　僕は手を振って歩き出す。

　すぐにポケットから端末を取り出し、メッセージを開いた。







「それで、何の用だ？」

　深夜、僕は陸む奥つ先生と会っていた。

　場所は教職員の寮の中である。今回は陸む奥つ先生に案内されることで、相変わらずここがどこに位置するのかはよくわからないが入り込むことができた。

　これから話す内容を思えば生徒の誰かに聞かれることは望ましくないし、確実に生徒が入れない場所はここくらいしかなかったのだ。

　僕は薄手の寝間着で心こころ許もとない首元を擦ってから、どうにか勇気を絞り出す。

「今、この島に罠わなをしかけている人の思惑と、対策についてお話ししようと思いまして」

　スーツ姿でも私服姿でも、陸む奥つ先生はほとんど印象が変わらない。

　眼鏡を外していることが、かろうじて彼が今、休んでいることを表しているくらいか。陸む奥つ先生は僕の言葉に目を細めてから、手の動きで僕を制した。

「何を……あぁ、いや、待て。少し待て」

　先生はポケットから端末を取り出し、小さく操作をしてからテーブルに伏せる。

「よし、初めから続けろ」

「えー、あー、『今、この島に罠わなをしかけている人の思惑と、対策についてお話ししようと思いまして』？」

「そう。そこからでいい」

　ちらりと端末を見てから、一旦意識しないことにする。

　僕は椅子の上で少し体重をずらした。

「誰が犯人であるか、というのは今回に関しては些さ事じなので置いておきます。先生にとっては重要かも知れませんが、罠わながひっきりなしにしかけられる現状を打破したいというだけの僕にはあまり重要ではないので」

「犯人もわからないで、何を根拠に罠わなを止められるというんだ？」

「目的です。状況を整理すれば、犯人が何をしたいのかは絞り込めます」

　視線で陸む奥つ先生が先を促してきたので、一度唾を飲み込む。

「最初の罠わなが発動した時、つまり僕が丸太で殺されかけたのは宝探しの『特別授業』が終わった帰りでした。言い換えれば梁やな木ぎ先生がきた翌日です」

「ああ、そうだな。あの罠わなが長期間の放置に耐えられるとも思えないから、罠わなが用意されたのもその時期とみていいだろう」

「まず考えるべきは『どうしてあの日だったのか』。先月の騒ぎが終わってから、結構な期間がありました。その間のどこでもなく、なんで梁やな木ぎ先生がきたそのすぐ後だったのか」

「梁やな木ぎ先生を狙ったとでも？」

　陸む奥つ先生の口調は、どう聞いても疑問に思っているようには感じられない。

　まるで誘導されているようだ、と考えたら少し気が楽になった。この程度のことは陸む奥つ先生だって当然考えた後だろう。

「僕が梁やな木ぎ先生を狙うなら、海岸への道になんて罠わなをしかけません。そして僕が罠わなを使って何かを企たくらむなら、島に新しく誰かがきたばかりなんて不確定要素も避けたいです」

「そうだな。あの罠わなが誰かを狙ったものだとは思えないが、仮にそうだとしても、しかけるなら梁やな木ぎ先生の行動パターンを摑つかんでからだろう」

「先月の終わりの騒動で、僕たちはいくつかのことを知りました。一つは『この島の地下にはミサイルがある』。二つには『この島には脱出経路が密ひそかに存在している』。三つには、『それは先生たちだけが使える』です」

　記憶の奥底から、島全域に響き渡ったサイレンが湧き上がってくる。

『ミサイルの起動シークエンスを開始。島運営人員は一時間以内に退避してください』

　陸む奥つ先生の持っていた端末を語かたり木ぎさんが奪って、ミサイルを起動して、職員の避難を促す放送が流れた。

　そして、それはこの島の全員が聞いたのだ。

「この前提さえ頭にあれば、結論は明確です。今回の一連の騒動……大量にしかけられた罠わなたちは、新しい先生がこの島にきたことをきっかけにしたものです」

　それも意欲の低い、派閥の隙間にいた梁やな木ぎ先生が。

　そう付け加えようとしてからやめた。陸む奥つ先生がそうした人員にどういう感情を抱いているかはわからないし、無駄なことを語って減点をもらってもつまらない。

　ただ頼より子こ先生の行動について運営側で意見が分かれることも、その結果として鉄てつ窓そう島とうに興味の薄い人がやってくることも、多少の知識があれば想定はできたことに思える。

「罠わなをしかけて、命の危機をまざまざと見せつける。必要であれば何度でも繰り返す。そうすれば新しい先生はこう思うでしょう。『鉄てつ窓そう島とうはなんて危険な場所なんだ！』」

　寮でぶつかった時の梁やな木ぎ先生の怯おびえきった様子を思い出す。いや、あれが彼女の通常の状態であるという可能性も十分にあるけれど、それはさておき。

　陸む奥つ先生と違って僕たちを更生させようとも思っておらず、頼より子こ先生と違って僕たちを殺そうともしていない梁やな木ぎ先生がどんな気持ちになるか。

　僕にはわからないけど、わかったように語ろう。

「当然、先生は逃げ出すことを検討するわけです」

「…………秘匿された手段を使って」

「それがどんなものか、僕は知りません。あんまり興味もないです。ですがそれを使えば逃げられるというのなら、きっと興味のある人はいるんでしょうね」

　この島では誰もが脱出することを望んでいる。未来の罪の克服はあくまでも正規の手段というだけで、しかし唯一というわけではないのだろう。

「誰かが使ってくれれば、その手段が何かを確かめるのは簡単です。……簡単かな？　まぁ、しかし少なくとも秘匿は破られるんですから、確かめるチャンスは生まれます」

　整理してしまえば簡単なことだ。

　命の危機を見せて先生を怯おびえさせ、島から逃げさせる。逃げるための手段を確認して、後は自分もそれを使う。

「誰がこんなことを考えたかはわかりませんけど、状況から推測すれば目的自体は概おおむねこんな感じだと思いますよ」

「ああ、そうだな。一理はある」

　そういってから陸む奥つ先生は端末へと手を伸ばした。

　ひっくり返して画面を触り、起動していた録音アプリを停止する。きちんと今までの会話が保存されていることを確かめてから、頷うなずいてポケットへとしまった。

「よくやった、湯ゆ治じ」

　その反応で納得する。

　やっぱり、先生は最初から僕の語ったことなんて知っていたのだろう。

「対策も考えてきましたけど、話す必要あります？」

「梁やな木ぎ先生の教職員用端末を俺が回収する」

　僕は両手を挙げてみせた。

　今回の事件の犯人は『陸む奥つ先生が島を離れることはない』と判断している。そうでなければもっと早く、梁やな木ぎ先生がくるよりも前から罠わながしかけられていたはずだ。

　その判断には僕としても同意しかない。

　そして梁やな木ぎ先生から端末を回収してしまえば、この島から自主的に離脱できる人はいなくなる計算である。保健医の仁に崎さき先生についても犯人は『離脱しない』と判断しているはずだし、そもそも彼女は教職員用の権限がないと先月聞いた覚えがある。

「最初からそうしてくださってもよかったんですよ」

　陸む奥つ先生は珍しく、困ったように苦笑いを浮かべた。

「組織の面倒なところでな。俺も上申はしていたんだが、上の判断は『余計な情報を公開しようとするな』だけだ。俺の推理は教員という立場によるもので、生徒はそんなことを思いつきもしないとさ」

「けど、今、僕は思いついてみせたってことですね？」

「ああ。君は思いついた。当たっているかどうかは、極端な話どちらでもいい。君がこの思いつきを誰かに話せば、実行に移す生徒が出るかも知れないという点が重要だ」

　あり得るのだから対策をしなければならない。

　そうした名目が、陸む奥つ先生が動くためには必要だったのだろう。

「個人的な意見をいうなら、君の予想は当たっているだろうがな」

「じゃあこれで一段落ということでいいですか」

「ああ。すぐに対策を打つ。犯人はわからないままにしろ、罠わなについては収まるだろう」

　すぐに運営側に連絡を取り始めた陸む奥つ先生を置いて、僕は教職員の寮を出た。

　後はバレないように自分の寮の部屋に戻るだけだ。誰が推理をしたのかわからなければ、犯人に恨まれて殺されるようなこともないに違いない。







　翌朝、食堂に行くために着替えていたところで端末が震えた。

　届いたメッセージを確認する。内容としては二十分後に体育館に集合というものである。集まらなかった生徒には複数のペナルティが科されるという付記もある…………これは規則のない鉄てつ窓そう島とうでは『絶対にこい』というのを最も強くいった形だ。

『教職員の権限と島からの脱出手段について伝達がある』

　寝間着を脱ぎながら、小さく首を傾かしげる。

「…………？」

　少しだけ引っかかりを覚える文面だ。

　どうして、と些さ細さいな疑問を覚えてから忘れることにした。とりあえず昨晩のうちに話していた端末についての発表さえあればトラブルは終わる。

　むしろ問題は、二十分で体育館に行かなければいけないというところだ。準備をしてからとなると結構慌ただしい。

　手早く制服を着て、朝食は諦める。

　廊下に出たところで白はく夜やくんと出会った。彼も少し前まで寝ていたはずなのに、男物の制服に身を包んだ姿は寝起きとは思えないほど潑はつ剌らつとしている。

「やあ、湯ゆ治じ夕ゆう日ひ。うまくやったね」

　見透かしたような言葉に、僕は溜ため息いきを零こぼした。

「僕が何かやったみたいにいうのはやめてよ。犯人に聞かれたら困る」

「大丈夫。聞き耳を立てられる範囲には誰もいないから」

「一応いっておくと君も犯人って可能性はあるんだからね」

　指摘をすると、演技じみた仕草で白はく夜やくんは目を大きく丸くする。

「えぇっ。本気でそう思ってるのかい？」

「…………。これで本当に白はく夜やくんが犯人なんてどんでん返しがあったら怒るよ」

　白はく夜やくんは返事をせずに、軽やかな声で笑った。

　ともかくとして校舎の最上階にある体育館へ。

　体育の授業は大抵校庭で行われるので、学校生活において体育館の存在は酷ひどく影が薄い。ここに入ったのはほんの数回程度だ。

　がらんとした体育館には既にほとんどの生徒が揃そろっていた。

　僕たちが入り、なんとなく語かたり木ぎさんの近くに集まり、残りの生徒も入ってきた頃に壇上へと先生たちが現れた。陸む奥つ先生は堂々と、梁やな木ぎ先生は機械的な仕草で並び立つ。

「さて、まずは事務的な連絡からだ。教職員の持つ端末には特別な権限があることは、既にみんな知っていると思う。今回これに関して、管理方法が変わることになった」

　壇上で梁やな木ぎ先生が、自身の端末を陸む奥つ先生へと渡す。

「諸事情で梁やな木ぎ先生は教職員用の端末を手放し、両方の端末を俺が管理することになった。以降、教職員の権限が必要になった際は俺に声をかけるように」

　この発表が何を意味しているのか、ぴんときた生徒は一見いないようだった。

　全体的に反応は鈍く、これが全員に向けて発表するほどのことかという戸惑いが漂っている。その中にはきっと罠わなをしかけていた人もいて、目的への道が断たれたことを理解しているはずだけれど、それが表情でわかるようなことはなさそうだ。

「そして君たちの興味はどちらかというとこちらの話題だろう。この島からの脱出手段は、ある。教職員向けの限定されたものだが」

　こちらは、明確に生徒たちの興味を引いた。

　多くの生徒が身じろぎをする気配が確かにあった。それが教職員のためのものでしかないとわかっていても、この情報を無視できる人はきっといない。

「まずはこれを見てもらおう」

　陸む奥つ先生が手を振ると、空中にホログラムが立ち上がった。

　一見して棺かん桶おけのようなデザインの機械だ。恐らく人一人が入るように設計されていて、その表面には複雑怪奇な溝が刻まれている。僕の目にはそれは工学的なデザインというよりは、指紋を限界まで拡大したような生物的なものに見えた。

「これは教職員が緊急時に脱出するための手段で、あー、船だ」

　暗い影の後ろで梁やな木ぎ先生が溜ため息いきを零こぼした気がした。

「スカロップ。波の力を表面の溝によって推力に変換する、個人向けの艦船です」

「そう、それだ。これを起動し、搭乗するには当然ながら教職員の端末がいる。つまりこの島に隠されているスカロップを見つけても、誰も乗ることはできないということだ」

　そこで思いついたように陸む奥つ先生が獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

「あぁ、一応、俺から無理矢理に端末を奪うという案もあるな」

　冗談として口にされた言葉だったようだが、残念ながらそれを笑えるような生徒は誰もいなかった。誰もが少しだけ頭にその可能性を浮かべ、すぐに諦めたに違いない。陸む奥つ先生に殴り勝つくらいなら、本土まで泳ぐ方がまだやれそうだ。

　その他、細々とした連絡事項を述べると先生たちは壇から下りていった。

　体育館から出ていくその後ろ姿を見送ってから、語かたり木ぎさんが呟つぶやく。

「う～ん、結局何の話だったんだろ？」

　僕が解決のために陸む奥つ先生に推理を話したことは、誰にもいうわけにはいかない。

　しかしそれだけではなく、微かすかな疑問とともに僕は語かたり木ぎさんに同意した。

「さあ。僕にもわからないや」

　ともかく、これで話はおしまい。

　この話を聞いた時点で、いや、多分朝にメールを受け取った時点で犯人の罠わなを作ろうとする動機は途絶えた。

　だから僕は、きっとしばらくぶりに周囲を気にすることもなく体育館を出て行こうとして、

「──────」

　直後、その僕の上に、僕らの上に大量の鉄パイプが降り注いだ。











三　ありふれた危機






「うーん」

　僕はキャットウォークにしゃがみ込んで、意図的に声を出して唸うなる。

　体育館での説明と僕たちに鉄パイプが降り注いだ後、その罠わなが設置されていた体育館を囲むキャットウォークに移動したのだ。

　ちなみに、罠わなは誰にも怪け我がをさせることはなかった。

　まぁそれも仕方がないといえるだろうか。あの場には白はく夜やくんがいた。僕にわかったのは鉄パイプが降ってきた瞬間、ぐいと誰かに首筋を引っ張られ、気がついたら偶然にもまったく鉄パイプに当たらない場所に立っていたということ。

　そしてあの場の全員が同じ体験をした、ということだけだ。

　白はく夜やくんの仕業に違いないだろうし、仮に違う人だとしても、それは僕らを守ってくれる誰かがさらに一人増えるというだけのことなのでただありがたい。

「時限式…………時限式だよね、これ」

　端末でネットの情報を検索しながら頭を悩ませる。

　そう、見た限り、あの鉄パイプを落とした罠わなは時限式のものだ。電熱を利用した原始的な仕組みで、一定の時間が過ぎたらパイプが降るようになっていたらしい。

「やあ、湯ゆ治じ、何かわかったか!?」

　大げさな足取りでキャットウォークまで上ってきたのは幕まく貝がいくんだった。

　逆にいうと彼以外の生徒は既に帰ったということだ。あの語かたり木ぎさんすら興味を見せないくらいに、トラップはこの学校でありふれたものになってしまっている。

「僕にはわからないよ。むしろ今、罠わなに一番詳しいのは幕まく貝がいくんじゃないの？」

　幕まく貝がいくんは夜な夜な罠わなを調べ、解除して回っていると伊い佐さ倉くらさんがいっていた。

　彼は几き帳ちよう面めんな仕草で眼鏡を持ち上げてみせる。

「一応、多くの現場は見てきたが、ここを見てもいえるのは同一犯と断言できる根拠も別の犯人と断言できる根拠もないということだけだな」

「あー、まぁ、僕たち別にそういうのの専門家じゃないしね」

　こうした現場をプロファイリングして、科学的な推論を立てるにはあまりにも知識が足りていない。

『判断できない程度には似ている』

　その言葉を頭に思い浮かべながら、僕は現場に残っていたビニールを持ち上げた。電池を包んでいたらしいそれは、几き帳ちよう面めんにハサミで切られた形跡がある。

「これもいつも通り？」

「む？　ハサミの痕跡のことなら、そうだな。大抵、現場に残されている道具は全てハサミで切られている。ワイヤーとか、紐ひもとかだな」

「大抵ってことは、そうじゃないこともあるの？」

「あぁ、手で破った紙袋なんかが落ちてることもあるが…………先にいうが、破いた跡から個人を割り出せなんていってくれるなよ。指紋だとかもな」

「そんなことはいわないけど、ふぅん、そうか」

　辺りを見回す。

　とりあえずここに残っているものは全てハサミで切られているようだ。手の中でビニールをもてあそび、その断面を指でなぞる。

「ちなみに幕まく貝がいくん、昨日はここには？」

「ああ。見て回ったぞ。少なくとも今日の明け方には、ここに罠わなはなかった」

　罠わなの形式から見て、そう長時間の放置に耐えられるものだったとは思えない。幕まく貝がいくんの発言も合わせれば、あの罠わなは集会の前──メールによって集合場所が指定された後でしかけられたと考えるべきだろう。

　メールがきた直後に行動したとしても二十分。

　忙しかっただろうなぁ、なんて想像する。

「それにしても、湯ゆ治じ。そろそろ動いてくれてもいいんだぞ」

「幕まく貝がいくんが何をいってるのか、わからないな」

「この島には法律がない。だから俺はとりあえず社会的な規範に従って行動しているわけだが、こうも解決が遠いとさすがに困る。困り始めている、というべきか」

　どんよりとした溜ため息いきを幕まく貝がいくんが零こぼす。

「どうしたものか困ってしまう。……いや、困らない。俺は正しい行動をしているからな」

　先月のうちは、幕まく貝がいくんはもう少し積極的に行動を取っていた覚えがある。

　少なくとも起きた事件に対して自ら解決しようとしていたはずだ。それに比べると今は、かなり消極的に見える。

　その理由を推測しようとする想像力を、僕は戒めた。

　事件の性質がそもそも違うし、あるいは何か幕まく貝がいくんの心情を変えるきっかけがあったのかも知れない。どちらにせよ、僕にわかることではない。

「つまり幕まく貝がいくんは何がいいたいの？」

「俺としては湯ゆ治じがそのうち解決してくれるのでは、と期待していたという話だ」

　それについさっき失敗したところだよ。

　内心でそう零こぼす。返す言葉に意地悪い感情が滲にじんでしまったのは、その事実が僕を鬱屈とさせているからだろう。

「勝手に解決に動くのは、幕まく貝がいくん的には正しくないんでしょ？　じゃあ、その正しくないことをしろって他人に唆そそのかすのはセーフ？」

　多分、これは指摘されるまで気づかなかった矛盾点だったようだ。

　幕まく貝がいくんはぎょっと目を見開いて、数秒固まる。それから彼は瞬まばたきを繰り返した後、空中の何かを摑つかんで口に放り込む仕草をしてみせた。

「おっと、今の発言はなかったことにしてくれ！」

　なかったことに、というか発言自体を食べたというようなジェスチャーだったのだろうか。見た目に合わない可か愛わいらしい仕草に、思わず少し笑ってしまう。

「そう。えっと、何かいったっけ？」

「いいや、何でもない！　では、俺は行く！　また授業で！」

　つかつかとした足取りで幕まく貝がいくんはキャットウォークから去った。

　僕はその後もしばらく、未練がましく罠わなを眺めていた。陸む奥つ先生も同意してくれたように、犯人の目的の読みは当たっていたはずだ。罠わなをしかけて回る動機は説明したとおりで、行われた対策でそれは潰された。

　そう、

「………………僕にはわかっていたはずなのに」

　呟つぶやいてから、手で空中を摑つかみ、口に放り込む。

　そんな言葉はなかった。僕には何もわからない。

　僕は何かを失敗してしまって、だから鉄パイプが降り注いだのだろう。その先も考えようかと思ったが、そろそろ授業の時間だ。

　僕は膝に手をついて立ち上がった。







　そういえば僕は人をわかろうとすることに忌避感があるけれど、人からわかられることは別に嫌ではないらしい。

　そんなことを考えたのは校舎別棟の廊下を歩いている時のことだった。

　通常授業ではなく実験や実習を目的とした教室が並ぶ別棟はいつも閑散としている。そもそも今時、わざわざ実際に体験しなければいけない授業内容などもほとんどない。ここもまた図書室のような、上の世代の学校に対するノスタルジーが生んだ場所だ。

　僕が見ている端末では、どこかの塾講師が受験に必要な歴史の知識を熱心に語っている。視聴者の疑問を先回りするような口ぶりは巧みで、そしてその感覚が僕は嫌ではない。とりあえず吐き気が湧くようなことはない。

　歩きながら勉強を続けようとして、そこで僕は物音に気づいた。

　誰かが階下から上がってくる。僕の足取りが自然と止まったのは、頭の中で昨日止めることができなかった罠わなの件が思い浮かんだからだ。罠わなをしかけている誰かが、突然襲いかかってくる可能性を、今のこの島では考えないわけにはいかない。

　が、実際には階段をひょこりと上ってきたのは名な鷹たかさんだった。

　その両手を食べ物でいっぱいにした、名な鷹たかさんだった。

「………………あっ」

　この出会いが彼女にとっても予想外であったことの証明のように、名な鷹たかさんは肩を跳ねさせる。同時に名な鷹たかさんが抱えていた食べ物がいくつか落ちた。

　落ちたそれらが合成食料であることを見て取りながら、僕は咄とつ嗟さに思考を巡らせる。

　とりあえず、出会った誰かに襲いかかられるというパターンはなくなった。代わりに別のことを考えなければいけない。

　名な鷹たかさんは大抵、朝ご飯の場に現れない。それに一緒に食事を取った時、彼女はどちらかというと小食なように見えていた。少なくとも両手いっぱいに食べ物を抱えている姿は意外なもので、だからこれは、彼女があまり見せたくなかった姿だ。

　そうした思考をしながら、僕は機先を制して言葉を放った。

「名な鷹たかさん、平たいらの将まさ門かどの乱は何年？」

　顔を青ざめさせていた名な鷹たかさんが、突然投げかけられた質問に面食らいながらも答える。

「え、えぇっと、て、天てん慶ぎよう二年…………？」

「…………。まさか和暦で答えがくるとは思わなかったな」

　歴史好きなんだろうか。

　それから近づいて、落ちていた合成食料を拾う。シャキサクとしたそれは、一本で僕の一食になってしまうような効率的な食べ物だ。

「はい、これ。こんなところで晩ご飯？」

「ふ、普段はちゃんと部屋で食べてるから…………！」

　別に行儀を注意するつもりはなかったのだけれど、名な鷹たかさんは律りち儀ぎに否定をしてきた。それから腕の中の、十本以上も重なった合成食料を見て頰を染める。

「今日はちょっと、そ、その、色々見て回ってただけで…………」

　幕まく貝がいくんのように、ある程度自主的に罠わなを見て回っている生徒は珍しくない。こうして人気のない別棟の廊下で出会ったのも、単なる偶然の結果だろう。

　前髪で隠された視線が僕の端末の画面を見たのがわかった。

「ゆ、湯ゆ治じくんは、こんなところでお勉強？　図書室とかじゃなくて？」

「図書室は誘惑が多くてさ」

　バイト中の僕の勤務態度を思い出したからだろう。名な鷹たかさんは一度頷うなずいた。

「部屋でも、しゅ、集中できない人……？」

「結局部屋にも本はあるっていうのはさておいても、最近は僕の部屋も騒がしいからなぁ」

「…………語かたり木ぎさんとか？」

「それに田た病やみくんとか」

　ボードゲームの参加者が足りない時、田た病やみくんが僕の部屋の扉を暴言とともに蹴ることはたまにあることだ。さらに稀まれな機会として、甕みか屋やさんがくる場合もある。

　そうした誘いを断るのは、僕の勉強への意欲からすると難しい。

「た、田た病やみくんと何するの……？」

「愛の告白とか、エイリアンとのバトルとか」

　冗談だと伝わっているはずなのに、名な鷹たかさんはちゃんと驚いてくれる。

「え、えぇっ…………!?」

「だからこうして歩き回らないととても勉強できないんだよ」

　僕の大げさな溜ため息いき。

　手の中に残っていたバーをかじってから、名な鷹たかさんが首を傾かしげる。

「で、でも歩きながらだと集中しづらくない？」

「それは確かに」

「じゃあ七なな三みの部屋にく、くる……？」

　一瞬、さっきからかった仕返しをされているのかと思った。

　少し驚きながら名な鷹たかさんを見ると、彼女は平然とした顔をしていた。自分の発言が大胆──僕の価値観からすると知り合いの女子の部屋に入るのは大胆だ──だったことには全くの無自覚だったらしい。

　たまに妙に抜けているところがあるよなぁ、と次の言葉を迷った僕だったが、幸か不幸か返事をする必要はなくなった。

　ぐう、と大きな音で名な鷹たかさんのお腹なかが鳴ったからだ。

「………………」

　名な鷹たかさんが身を縮める。

　恥ずかしがっているのと違う、酷ひどく沈んだ顔つきで名な鷹たかさんが首を振る。彼女は諦めたように新しいバーの袋を指で開けた。

「………………。お腹なかがね、た、たまにすごく空くの」

　その言葉の裏にある意味に気づかないように、僕は頷うなずく。

「そういう日もあるよね。何かが無性に食べたくなったり」

「う、生まれた時に強くなるようにって願われて、でもつ、強くなりすぎてね、お母さんとお父さんが怖がるようになって……でも、七なな三みはお腹なかが空いて、たくさん食べると、や、やっぱり怖がられて…………」

　成長に伴って筋力が増強される。それが祝福ではなく呪いに変わった時から、『よく食べよく育つ』という言葉もまた名な鷹たかさんにとっては呪いになってしまったのだろう。

「そっか」

「ここにお父さんとお母さんはいないんだけど、でも、人とご飯を食べるのは嫌で、す、少ししか食べないフリをして、でも、そ、そういう七なな三みのことが、七なな三みは、嫌い」

　多分、同意や否定や慰めが欲しいわけではないのだろう。

　押し入れの中を整理するみたいに、単にどこかの誰かに向けて言葉を並べてみたかった。その時、たまたま僕がここにいた。それだけだ。

　こんな時にも吐き気を覚えながら、僕は名な鷹たかさんの気持ちをわかった気になる。

「でも一人で食べるご飯って、少し寂しくない？」

「な、慣れたから平気」

「慣れたのと平気なのは違うでしょ。どうせ僕にはバレちゃったんだし、今度から一緒に食べようか」

「えぇっと、湯ゆ治じくんと一緒でも、食堂は…………」

「じゃあ、そうだな」

　冗談とわかるように、丁寧に笑みを浮かべる。

「僕の部屋にでもくる？」

「うぇっ、えぇっ!?」

「何で驚くのさ。さっき名な鷹たかさんも同じことをいってたのに」

「そ、それは、そうだけど…………う、うぅ…………」

　今更のように自分がいったことの大胆さを自覚したのだろう。名な鷹たかさんの耳の辺りまで、じんわりと赤く染まっていく。

　前髪の下から、強い視線がこちらを睨にらんできた。

「湯ゆ治じくん、い、意地悪だよね」

　僕は緩やかに首を振った。

「まぁ、『明日の罪人』だからね」







　食堂に顔を出してすぐ、僕に声がかかった。

「湯ゆ治じ！　ほら、あんた飼い主でしょ。これ、引き取ってよ！」

　何かと思ってみれば、食事中らしい穂ほ管くださんに語かたり木ぎさんがにじり寄っていた。穂ほ管くださんは面倒くさそうに、迫る顔面を掌てのひらで押しのけている。

「…………。何してるの、語かたり木ぎさん」

「あ～、聞いてよ、夕ゆう日ひくん！　仄ほのかちゃんが関西弁をしゃべってくれないの！」

　とりあえず近寄って、語かたり木ぎさんの肩を引く。首根っこを摑つかまれた猫のようなおとなしさで、語かたり木ぎさんは迫るのをやめてくれた。

「関西弁？」

「家が大阪の田舎だなんていったのが迂う闊かつだったわ」

　げっそりと穂ほ管くださんが溜ため息いきを零こぼす。

「だって本物の関西弁って聞いたことないんだもん！」

「穂ほ管くださん、西の出身だったんだ。ちょっと意外だなぁ」

　彼女が関西の育ちであることというよりは、『明日の罪人』は日本中から集められた子供たちであるという事実が。

　考えてみれば当たり前だが、僕たちはほとんどが何の接点もない高校生だ。こうして一所に集められることがなければ、知り合うどころか、街中ですれ違うことすらもなかったのだろう。

「でもわかるなぁ。僕もずっと東京だったから、方言って少し憧れるよ」

「無い物ねだりね。この島は折りたたんだせんべいみたいな場所だけど、実家よりもものが手に入りやすいとこだけは気に入ってるわ」

　語かたり木ぎさんが僕の手の下で身をよじる。

「ね～、関西弁～」

「こういうのに絡からまれなくて済むしね」

「じゃあ夕ゆう日ひくんが東京弁を聞かせてよ～」

「東京出身でも絡からまれるみたいだよ」

「これは相当例外でしょ…………。東京弁って何よ」

「一応あるらしいよ、東京弁。標準語とは違うやつ」

「そういうことがいいたいんじゃないのよ！」

　頭をかきむしる穂ほ管くださんを見て、語かたり木ぎさんがケタケタと笑っている。

　こういうリアクションをするから語かたり木ぎさんに絡からまれるんだろうなぁ、なんて想像を少しした。まぁ、語かたり木ぎさんに仲のいい人ができるのはきっといいことだ。

「大体、方言が聞きたいだけなら他にもいるでしょ。伊い佐さ倉くらと和やわ渚なぎさがローカルトークで盛り上がってるの、前に見たわよ。それに綾あや巻まきとか甕みか屋やは海外暮らしくらいしてるでしょ」

「外国語って方言に入るのかな？」

「絡からまれたくないっていってんのよ。というか、そもそも語かたり木ぎはどこの出身なわけ？」

　語かたり木ぎさんはあっけらかんとした口調で答えた。

「沖縄～！」

「一番面白そうな出身じゃないの！」

　机が叩たたかれる盛大な音。

　語かたり木ぎさんはきょとんとしているが、まぁ、これは仕方のない反応だ。そういえば聞いたことがなかったが、出身は沖縄だったのか。

「方言が聞きたいなら自分の声でも録音しておきなさいよ！」

「やだな～、仄ほのかちゃん。今時、方言なんて使ってる人いないよ～？」

「あぁぁぁ、もう!!」

　そろそろ穂ほ管くださんの血管が切れそうなので、何か仲裁をすべきかも知れない。

　そう思ったところで、しかし僕が何をいうよりも前に端末が振動した。僕のポケットの中で。同時に卓上に置かれた二人のも。

　これは、つまり、そういうことか。

　端末を開くと、予想通りの言葉が目に飛び込んでくる。

『「特別授業」開催のお知らせ』

　心に重たいものを感じる僕とは対照的に、語かたり木ぎさんが楽しげに叫ぶ。

「おお～！　最近、多いね～！」

「喜ぶことじゃないでしょ……」

　僕としても、穂ほ管くださんの意見に同感だ。

　それはさておき、文面に目を通す。

『今回の「特別授業」は囚人のジレンマです』

『翌０時の訪れをもって、鉄てつ窓そう島とうは外部とのあらゆる連絡が遮断されます』

『この遮断にはネットの利用、通話などの行為も含まれます』

『生徒の方々にはこの遮断状態の解除を求める「申請」を行うか否いなか、授業開催期間の毎夜０時から三十分の間に決断することが可能です』

『全生徒からの「申請」が行われた時点で、通信遮断は解除されます』

　なら今晩すぐに申請をしよう。

　そう考えるが、これは冗談の類いだ。最初に囚人のジレンマであると宣言されている以上、そんな簡単な話ではないだろう。

　その答えもすぐに書いてあった。

『ただし、最初に申請を行った生徒は永続的に外部との通信権限を含む、いくつかのペナルティが科されます』

『また、同日に申請があった場合、それらは全て同じタイミングでの申請と見なします』

『例外的に全生徒が同日に申請をした場合のみ、ペナルティは誰にも与えられません』

　小さく唸うなる。

　すごくシンプルで、すごく嫌なルールだ。通信遮断を解除するには申請をせねばならず、最初に申請をすれば外部との通信権限を失う。

　そして天てん秤びんの反対側に載せられているのは、外部との通信が切断された状態でのストレスである。大抵の生徒は島の外部と完全に関わりを絶っているわけではない。外の誰か、残してきた誰かと電話をすることは珍しくない風景だ。

「おお～！　なんだか楽しそ～！」

「勘弁してよ……なんでまた……」

　対照的な反応を見せた二人だが、語かたり木ぎさんはさらに楽しげに顔を輝かせた。

「あ、閃ひらめいた！　私、この『特別授業』を解決できるよ～！」

「は？　どういうこと？」

「だって通信権限をなくすのは一人だけなんでしょ？　じゃあ、そうだな～、私が最初に『申請』するよ。それで外との連絡は、夕ゆう日ひくんの端末を借りるの！　これで解決～！」

　得意満面とばかりに語かたり木ぎさんが胸を張る。

「あぁ、確かに。じゃあそれで解決しなさいよ」

「ね～。夕ゆう日ひくんもそれでいいよね？」

　僕は少しだけ申し訳ない気持ちになりながら、しかし首を振った。

「それは、とりあえずやめた方がいいんじゃないかな」

「え～!?　なんで～!?」

「多分だけどこの『特別授業』を考えた人もそれは想定しているみたいだよ」

　僕は自分の端末を指でつつき、ルールが書かれた部分を拡大する。

「最初に『申請』をした生徒は通信権限をなくすだけじゃなくて、いくつかのペナルティも与えられるんだってさ」

「いくつかのペナルティって何～？」

「わからないけど、つまり、そういう考えをする人への牽けん制せいなんだと思う」

　どこにもペナルティの内容が明言されていないあたり、とてもそういう感じがする。これは『後出しでお前への嫌がらせもできるんだぞ』という強い脅しだ。

「いいアイデアだと思ったのに～。じゃあ、どうするの～？」

「うーん。どうしたものかなぁ」

　理想的には全員で示し合わせて、同じ日に申請をすることだ。

　それが最適解であるようにこの『特別授業』は作られている。

　しかし残念ながら、難しいだろう。そうした行為を嫌がりそうな生徒は何人もいるし、申請を後回しにするのはその個人の視点に限ればデメリットがない。

　小さく唸うなりを上げていると、面倒そうな素振りで穂ほ管くださんが立ち上がる。

「考えるのは任せるわ。煉れん瓦がと芋を積み重ねたみたいな状況だわ……」







「というわけでこの後からしばらく連絡がつかないですが、心配しないでください」

　日付が変わるよりも前、ベッドの上で僕はそういった。

　スピーカーに切り替え、机に置かれた端末から返事がある。

『話には聞いていたけれど……本当に変な場所だね、その島は』

　従い姉と妹この由ゆ弓ゆみさんが溜ため息いきを零こぼす。

「一月もいるとよくも悪くも慣れてきちゃいますけどね」

『そんな変な環境に慣れていいことはあるのかい？　悪くも悪くも、としか思えないな』

　すごくまっとうな感想に、むしろ新鮮な驚きすら覚えてしまう。

　もっともではあるが、自分のいる島がいい場所であるとくらいは思いたいものだ。

『聞いた限りは長引きそうだね。お母さんとお父さんにも伝えておくよ』

「すみません。まぁ、でも、なるべく早くに解決するようにはします」

『解決って…………聞いた限りだと、解決のしようがあるのかい、その「特別授業」は』

「まだよくわからないですけど、まぁ、何かの意図はあるんだと思いますよ」

　文体や連絡方法からして、明らかに今回の主導は梁やな木ぎ先生だ。

　それはつまり、今回の『特別授業』は裏側に運営の意図があることを示している。しかもこの圧力のかけ方は、餌をちらつかせてトラブルを誘発しようとする頼より子こ先生とも別のものだ。

　授業のルールを見るに、日数の経過が何らかのキーになっている可能性が高い。

　明日からみんながどんな風に動くのかに注意を払っておかないと、ルールに隠された──隠されている気がする──最悪の事態に繫つながりかねないだろう。

　そんな風に考えて、

「……………………!?」

　僕は自分が何を思いついたのかもわからないまま、椅子を蹴って立った。

　幸いその音は電話の向こうには聞こえなかったのだろう。変わらない落ち着いた声音で、由ゆ弓ゆみさんが呟つぶやく。

『変わったね、夕ゆう日ひ。なんだか強くて積極的な人になったのかな？』

　何かが引っかかっている。

　思考がめまぐるしく弾はじける。

　そう、本来は今、とても危険な状況のはずだ。『特別授業』はものによっては直接的な危害を加えられる可能性がある。しかけられ続ける罠わなと同じ、あるいはそれ以上に、『特別授業』は危ない。

　だが多分、今、その恐怖を感じている人はいない。

　明らかにこのルールが日数の経過を想定しているからだ。何かが起きるとしても、それは外部と連絡が取れないストレスが溜たまってからのことだと考えている。

　そう考えるように誘導されてはいないか？

　その僅かな時間が致命的な事態を誘発しないか？

　爆発的に回転する思考と裏腹に、僕の口はほとんど自動的に返事を紡つむいでいた。

「そうですか？　まぁ、そうあろうとしている練習中です」

『それは興味深い発言だ。何か心変わりのきっかけでもあったのかい？』

「先月、色々あったんです。それで僕も頑張ろうって思って」

　背中を押されたように、慌てて部屋を出る。踵かかとを踏んだままの靴が、足取りよりも半歩遅れてカポカポと音を鳴らす。

　どこかを目指している。

　どこともわからないまま、足が逸はやる。

『けれど、私がいいたかったのは少し違うことだよ。それは先月のことじゃなく────』

　０時が訪れたのだろう。

　通信が途絶し、由ゆ弓ゆみさんが言いかけていた言葉もまた立ち消えた。

　しかしそれについて何かを思うような余裕は、もうなかった。僕は既に駆け出している。『特別授業』が始まり、外部との連絡が禁止された。それによって引き起こされる、致命的な事態がある。

　向かう先は校舎の地下、『審判機』の部屋。

　僕は重たい扉を、肩でぶつかって押し開く。確かめねばならないことがある。そうして暗いはずの部屋に飛び込もうとし、しかし既にその部屋が明るいことにすぐに気づいた。

「やあ、湯ゆ治じ夕ゆう日ひ」

　そこには白はく夜やくんがいた。

　深夜だというのにきちんと男性用の制服を着た彼は、指先で『審判機』を示してみせる。

「キミの懸け念ねんを先回りして解いてあげようと思ってね。こんなことで、三回しかない未来予測の権利を使わせるのも悪いと思って」

　今、真っ黒なモノリスに埋め込まれた操作盤は、赤色に染まっていた。

　明らかなエラー表示。僕たちの未来を予測し、未来での無罪を証明してくれるはずのそれは、その機能を失っていた。

「たった今、未来を計ってもらおうとしたけど、エラーを吐いたよ。これ、権利を消費しちゃったことになるのかなぁ？」

「…………そっか」

　驚きはなかった。

　だから、僕はこうなることを予想していたのだろう。

「先回りして調べてもらってなんだけど、どうして『審判機』が動かないんだろうね？」

　最近、こういうのばっかりだなと思う。答えを知っている人相手に、どうして解説をしなければならないのだろうか。

　でも多分、この話をしないと先に進まないのだろう。

「『特別授業』が始まったからだよ。外部との通信は基本的に全て禁止された。だから『審判機』も動きを止めた」

「『審判機』ってスパコンだよね？　どうして通信が関係しているのさ」

「説明が適切じゃなかったんだと思うよ。一部が省略されてたっていうべきかな」

　未来予測は可能になったが、それでもかなりの計算資源を必要とする行為だ。だから僕たちが無罪を証明する機会も限られていて、この『審判機』も普段は何らかの他の計算を行っているのだろう。

　そう理解していたけれど、

「この島にはミサイルがあるって、先月わかったよね」

　先月鳴り響いたサイレンを思い出す。

　僕の目の前にいる、たった一人の例外。無罪の『明日の罪人』への備えとして、この島にはミサイルが備え付けられている。

　いざとなればこの島の全てを吹き飛ばす覚悟が、運営側にはある。

　しかしそんな事態を想定しておきながら、スパコンまでも破壊してしまうのはいささか迂う闊かつだ。この島にスパコンがあるというのは、決してこの島の運営の必須要件ではない。

「『審判機』は正確にいうなら、スパコンに接続されたインターフェイスなんだと思うよ。実際に計算をするスパコンは本土かどこかにあって、ここにあるのは壊しても構わない端末。実際の処理には通信が介されている…………はず」

「うーん……まぁ、これを『審判機』として使うだけなら機能的に差はないわけだし、騙だまされたっていうほどの話でもないのかな」

　本来なら、それは問題になるほどの話ではなかったのだろう。

　ここに実際にスパコンがあろうと、それが通信越しに行われている演算だろうと、僕たちに直接関係するような話ではない。

「こういう事態にでもならなければ、だけどね」

　一度、酸すっぱい味のする唾を飲み下す。

　僕は白はく夜やくんを見つめ、できうる限りのはっきりとした口調で言い切った。

「今回の一連の事件の犯人は綾あや巻まきくんだ」

　人を犯人だと名指しする行為に吐き気がする。

　けれど、と自分を焚たきつける。外に出ると決めたんだ。だから頑張らなければならない。

「それで、このままだと致命的な事態になる。鉄てつ窓そう島とうが破綻する。だから────」

「────だから、綾あや巻まき秋あき徒とが今どこにいるか知りたい？」

　白はく夜やくんは僕の言葉を先回りすると、無情に首を振った。

「ダメだよ。ボクは『明日の罪人』の味方だからね。湯ゆ治じ夕ゆう日ひの味方もできる限りするけど、同時に綾あや巻まき秋あき徒との味方でもある。今、彼がどこにいるのかを教えるのは、ちょっとキミに肩入れしすぎかな」

「前に白はく夜やくんは僕に期待してくれてるっていってなかったっけ」

　当てこすりのような僕の言葉に、白はく夜やくんははにかむみたいに笑った。

「キミたちの味方なのは責任感。キミに期待をしているのは個人的な感情。それはそれ、これはこれってことで」

　奥歯を嚙かみしめて思考を回す。

　間違いない。今回の一連の罠わなをしかけていたのは綾あや巻まきくんだ。そして致命的な事態が進行していることもほぼ確実。

　考えるべきは、それを誰に話すか。

　誰に対して持ちかければ、事態の打開に繫つながるか。

「…………じゃあ、他の人に連絡を取りたい」

「誰かな。相手によるけど」

　綾あや巻まきくんが犯人ならば、今頃はベッドで眠っていたりしないはずだ。

　彼の所在を調べられ、そして僕が説得できる人となれば、選択肢は限られている。

「熊くま田ださん。あの人の連絡先、僕、知らないんだよね」

　少し首を傾かしげた後、白はく夜やくんはポケットから端末を取り出す。

「うん。それくらいは、アリかな」







『────まぁ、一通り話は聞いた』

　そもそも連絡先を交換すらしていなかったらしい白はく夜やくんから電話がかかってきても、熊くま田ださんは平然とした態度だった。

　そのくらいのことは彼には可能だと、熊くま田ださんはよく知っているのだろう。

『「審判機」が機能を停止している。なるほど、そんで？　それで綾あや巻まきの坊ちゃんが犯人だっていう話はどっからきたんだよ』

　白はく夜やくんがこちらに向けてくれている端末へ、僕は語りかける。

　事態の切迫性を僕と同じか、それ以上に認識しているはずの白はく夜やくんは、しかしいつもと変わらない微ほほ笑えみを浮かべていた。

「その説明をするのはいいんですが、熊くま田ださんは綾あや巻まきくんが今どこにいるかを追っていただいてもいいですか？　それを教えるかどうかはこの後の話を聞いてから判断してもらっていいんですが、一刻を争う事態なんです」

　返事はなかったが、電話の向こう側で歩き出す音がする。

　よかった。この島で暴力のためにいるのだから、誰かの足取りを追うくらいはできると予想していたが、ここで『そんなことは不可能だ』と回答される可能性も十分にあった。

「そうですね、えっと、まず。今回の一連の罠わなの目的は鉄てつ窓そう島とうからの脱出経路を特定することです。ここまではご存じですか、熊くま田ださん」

『陸む奥つの奴やつから共有は受けてる。あいつが正しいっていうんだから、そうなんだろうな』

「そしてその経路は特定された……まぁ、そう言い切れるかはわかりませんが、脱出可能な段階に入ったんでしょう。だから今回の『特別授業』が行われたんです」

　エラーを吐いた『審判機』を見み遣やる。

「今、『審判機』は動きを止めています。通信が封鎖された影響ですね。じゃあ、この通信が解けるのはいつのことでしょうか」

　返事を待たずに、僕は答えを口にした。

　最初からそれは『特別授業』のルールの中に書いてあったからだ。

「生徒全員が申請を行った後、です」

　全員が申請をしなければ、『特別授業』は終わりを迎えない。『特別授業』が終わらなければ通信封鎖は解けない。

　通信封鎖が解けねば、『審判機』は動かない。

　未来の罪を計り、そこで無罪を証明することができなくなれば、僕たちは誰もこの島を出ることができない。それは僕たちの死の確定であり、同時に鉄てつ窓そう島とうという一つのプロジェクトの根本的な破綻だ。

　その未来は既に限りなく間近に迫っている。背筋を汗が伝うのを感じる。追い詰められたという実感も薄いまま、これほど詰みの一歩手前まできてしまっただなんて。

『そりゃあルール的にはそうなんだろうが、運営がそう判断するとは限らねぇだろ』

「ですが、実際にこのルールで『特別授業』は行われ、『審判機』は動きを止めました。このルールを作った誰かは、それで勝算があると判断したんでしょう」

　運営側で実際にどのような争いが行われているのかはわからないが、この『特別授業』を考え梁やな木ぎ先生に実行させた勢力は、それで鉄てつ窓そう島とうを破綻させられると踏んだのは確かだ。

　事態の危険性を認識してきたようで、熊くま田ださんから返ってきた声からはすっかり眠気が消きえ失うせていた。

『それで……どうして綾あや巻まきの坊ちゃんなんだ』

「正直にいうなら、具体的で明確な証拠があるわけじゃないです。けど、傍証ならいくつか出すことができます」

　例えば、と僕は息継ぎをする。

「綾あや巻まき技ぎ研けんは技術力を権力の源とする組織です。しかし未来予測の開発者である白はく夜や実みの理りは技研の人間ではありません。鉄てつ窓そう島とうという未来予測を礎いしずえとする計画を頓挫させたいという、そんな動機を持つ勢力はどこでしょうか？」

　白はく夜や実みの理りの名前を出した時、白はく夜やくんが僅かに肩を揺らしたような気がした。

　しかし今はそれどころではないので、一旦気にしないことにする。

「そして、この一連の流れは明らかにこの島の誰か……生徒の誰かが主体となって考えたものです」

　先月の騒動があって、僕たちはミサイルの存在を知った。罠わなによって僕たちは脱出手段について知る機会を得た。

　そうした一連の流れは、島の外の人が得られる知識の流れとは別なものだ。

「内部から外部へ……つまり運営側に対して影響を与えられる生徒は誰でしょうか。それも狙った『特別授業』を起こせるくらいの影響です」

　綾あや巻まき技ぎ研けんと甕みか屋や財ざい団だんが運営に混じっていることは既に聞いている。もしかすると他にもいるかも知れないが、そう数は多くないだろう。

　熊くま田ださんも、少なくとも綾あや巻まきくんがそうした生徒の一人であることは否定しなかった。

　否定の言葉がすぐにこなかったということは、きっとそういうことだ。

　後、と僕は思いつきで根拠を付け足す。どのみち、明確な証拠のある話ではない。投げられる材料は全て投げておけ、という気持ちだった。

「綾あや巻まきくんの罪状が特とく別べつ背はい任にん罪ざいであることは知っていますか？」

「お前らの分も知ってるが、坊ちゃんについては特にな」

「じゃあ、綾あや巻まきくんが一度死んで、蘇そ生せいしていることは？」

　人が隠している情報を、無造作に言い放つ自分に嫌気が差す。

　けれど、この島が脱出可能な……未来の罪を克服可能なシステムを維持するためには、必要なことだ。

「綾あや巻まきくんは一度亡なくなり、技研によって生き返らせられています。証拠が必要なら僕の部屋を覗のぞいてください」

　梁やな木ぎ先生が落としていった資料はまだ僕の部屋に転がっている。

　しばらくの間、電話の向こうからは沈黙だけが返ってきた。僕が想像していたよりもずっと、僕のいった情報は熊くま田ださんに衝撃を与えたらしい。

　やがて、一つ舌打ち。

「クソがよ。どうして俺をこんな島に送ったのかと思ってたが、そういうことか。技研の連中はどいつもこいつも……」

「自分でいっておいてなんですが、わかったんですか？」

『明日の罪人』の罪は、例外なくその人格の根幹に根ざしたものだ。死んで生き返るというその経験が、綾あや巻まきくんに大きな影響を与えただろうことは想像がつく。

　しかしそれが具体的にどんな繫つながりであるかは、曖昧なままだ。

「…………。後で証拠は見るがシャレにならねぇことはわかってきた。今すぐに寮の玄関前に来い。今、ちょうど坊ちゃんが歩いてた痕跡を見つけたとこだ」

　そう言い残して電話は切れた。

　白はく夜やくんは端末をポケットへと戻し、一つあくびをしてみせる。

「じゃあボクは戻って寝るね。色々大変そうだけど、頑張って。期待してるよ」

「もう少し手伝ってくれてもいいのに」

「夜よ更ふかしは美容の敵！　ボクの顔がニキビだらけになっても嫌でしょ」

　そういって本当に立ち去ってしまう。

　僕は『審判機』のある部屋に少しだけ立ち尽くして、それから玄関に向かった。







「この道に足跡が残ってる。これは綾あや巻まきの坊ちゃんので間違いないだろう。今すぐ歩いていけば、そう時間もかからずに追いつくはずだ」

　熊くま田ださんが指さした場所を見ても、正直何をいっているのかはわからなかった。

　しかし熊くま田ださんがそういったということは、実際にここを綾あや巻まきくんは通ったのだろう。僕の部屋へ証拠を見にいった熊くま田ださんと別れ、僕は一人で道を歩く。森の中に微かすかに踏み跡だけが残る道は、月が雲に隠される度に消えてしまうような気がした。

　どこへ続くかはあまり考えない。

　まぁ、多分海沿いのどこかではないだろうか。脱出手段は船として説明されていたので、どこかに隠されていることを想定するなら海沿いが妥当だ。

　足下の悪さと、急せく心によって僕の息が少し乱れ始めた頃、特徴的なシルエットが前方に見えてきた。

「見つけた、綾あや巻まきくん」

　追われていることは足音で察していたのだろう。

　驚いた様子でもなく、のっそりとした仕草で綾あや巻まきくんが振り返る。彼は片手に握った新聞紙から焼やき栗ぐりを取り出すと、片手で器用に割って口に運んだ。

「くると思っていたさ、湯ゆ治じ」

　彼は緩やかに顎をしゃくって、ついてこいと示す。

「俺もお前も殴り合って止めるって柄じゃないだろ。歩きながら話すとしよう」

「人と話すのは好きだけど、この状況で何を話すのさ」

「決まってるだろ。泣き落としだ。お前のことだから、俺の脱出を止める手段だって準備してあるんだろ？　だからお前が俺を見逃してくれるように、今から俺はできる限り哀れっぽい話を聞かせてやるんだよ」

　とてもいったとおりのことをするとは思えない、堂々とした口ぶりで綾あや巻まきくんは語る。

　返事をする代わりに少しだけ小走りになって、彼の隣に並んだ。落ち葉や枝を踏みつける音が、バラバラに重なり合う。

「じゃあ、先に一つ聞いていいかな。脱出手段についてだけど、先生たちの端末はどっちも使えないようにしたよね」

　まさか綾あや巻まきくんも、陸む奥つ先生から端末を奪ったりはできないだろう。

　その質問に対して綾あや巻まきくんは露骨に眉を顰ひそめた。

「わかりきったことをわざわざ聞くな。本土の技研の連中に頼んで、俺の端末は今、一時的に教職員としての権限を与えられてる。だから脱出手段の起動もできる」

「まぁ、そんなところだよね」

　この状況で脱出を強行できる手は限られている。綾あや巻まきくんの答えは最も想像しやすく、最もスマートなものだ。

「さて、泣き落としをするとして……何から話したものかな」

「君が、その、一度亡なくなってることは知ってるよ」

「あ？　それどこで聞いたんだよ。まぁ、それなら話が早いか」

　その反応を少し意外に思う。彼にとって、死んで生き返ったことは大きな意味があるはずだ。だからそれを知られたことには、もう少し何かリアクションがあると想像していた。

　もちろん、そんなことは僕にはわからないけど。内心で吐き気とともに付け加える。

「ことの始まりはこうだ。今から十年と少し前、白はく夜や実みの理りが未来予測を実現化させた」

「それで技術で世間に対して影響力を持っていた綾あや巻まき技ぎ研けんの支配体制が、揺らいだ？」

「ああ。必要になったのは白はく夜や実みの理りという天才に対抗するための備え。イデオロギーの下に統一された、技研の方向性だ。それで、話は変わらないが俺には弟がいる」

「そうだったんだ。弟さんが」

　世間話で聞いたならば、どんな子なのか質問をしたりしていただろう。

　だが、今の流れで出てきてはとてもそんな気分になれない。

「技研において綾あや巻まきの血筋の持つ意味は大きい。必然、争点はこうなった。次の技研の支配者は誰か。俺を推す奴やつらもいたし、弟を推す奴やつらもいた」

「二人とも優秀なんだね」

「神み輿こしなんて、担かつげれば何でもいいだろ」

　そう吐き捨てる時でさえ、綾あや巻まきくんの声はどこか冷めている。

「天才に対抗するために技研は一つにまとまる必要がある。血筋を引くものが二人いちゃ、いつまで経たってもまとまらない。だから俺は、中学三年生の時に自殺したんだ」

　ともすれば聞き流してしまいそうなほど、あっさりとした言葉だった。

「それは…………」

　事実として、綾あや巻まきくんが死んだことは知っていた。だが改めて本人にいわれると、その決断の重さは僕の考えでは及びもつかないものだった。

　わかることがあるとすれば、その決断がある種の優しさによるものだということだ。

　弟を蹴落としたり、直接的に排除するのではなく、自分が消えることで家を守ろうとしたのならば、綾あや巻まきくんの優しさだとしか表現することができない。

　ばきり、と綾あや巻まきくんが栗くりの皮を割る音がする。

「しかし、俺は生き返った」

「誰かが綾あや巻まきくんの死を悲しんだんだね」

「そうじゃないってわかってるだろ。神み輿こしがなくなっても、担かつぎ手てはいなくならない。だから神み輿こしを再利用しようってだけだ」

　想像しようとする。

　綾あや巻まきくんは自分の死によって、家を一つにまとめようとした。しかしそれでもまとまることを良しとしなかった誰かが、無理矢理に綾あや巻まきくんを起こしたのだ。

「怒ったよ、俺は。それまでの感情が、全部噓うそみたいに」

「それが……綾あや巻まきくんが『明日の罪人』になった理由？」

「これも話は変わらないんだが、湯ゆ治じ。眠る前と起きた後、その両方が同じであるとお前は感じるか？」

　瞬まばたきをする。

　奇妙な問いかけだ。だが僕は日々何も思わずに眠り、何も思わずに起きる。だから正直なところをすぐに答えた。

「そう、だね？　疑問に思ったこともない」

「じゃあ、こう考えてみろ。もっと、あるいは最も深い眠りからたたき起こされたら？」

　とんとん、と自分の頭の辺りを綾あや巻まきくんは叩たたく。

「だから俺は『明日の罪人』になった」
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　戸惑い、そして背筋が総毛立つような予感とともに理解した。

　正しい問いかけをするために、唇が震える。

「君は誰……じゃないな。綾あや巻まきくん。君はいつからいつまでの君？」

　足を止めた綾あや巻まきくんがこちらを向く。

　その瞳に宿る色は暗く、重い。

「今朝目が覚めてから、ちょうど今までだ」

　ばきり、と栗くりの皮が割られた。

「蘇そ生せいされた死者がなんで自ら死ぬか、教えてやろう。それは自分が自分であるという感覚、自己同一性が失われるからだ。死という断絶を人の意識は乗り越えられない。深すぎる眠りから覚めた時、過去は全て自分の記憶じゃなく、単なる記録に成り下がる」

「記録…………」

「個人の人格を作るのは、その個人が自分のものと感じる記憶だ。過去が全て自分のものじゃなくなれば、そこにあるのは紙に書かれたかびた記録と変わらない」

「つまり、綾あや巻まきくんは中学三年生以前の自分を、もう自分とは感じられないの？」

　自分で問いかけて、そうじゃないことに気がついた。

　目の前にいるのは、今朝から今までを自分とする綾あや巻まきくんなのだから。

「もっと悪い。一度壊れた自己同一性は治らない。眠る度に俺は……蘇そ生せい者しやは自己同一性を失う。記憶が自分のものではなく、他人のものになる」

　これはもう、完全に想像の外側だった。

　先月、この学校での経験を通じて語かたり木ぎさんは変わった。その語かたり木ぎさんを見て、僕も変わろうと決意できた。

　それは全て、自分のものとして記憶を積み上げたからだ。

　そうした変化は綾あや巻まきくんにはあり得ない。記憶が自分のものとして積み重ならない綾あや巻まきくんは、絶対に変われない。

　まるで、眠る度に死ぬみたいじゃないか。

「俺以外の蘇そ生せい者しやは、きっと単に目覚めたんだろうな。だから戸惑って、そして状況を理解したら自殺した」

「綾あや巻まきくんは、怒ったんだね」

「ああ。眠りから目覚める度に、かつての、今の俺ではない俺が下した決断を台無しにした連中に怒りがこみ上げる。自殺から最初に蘇そ生せいした時と全く変わらない怒りが、目覚めた瞬間の俺を満たす」

　人は生きている限り変われるのだろう。だから未来には数多あまたの可能性があり、様々な展開が僕たちを待ち受ける。

　綾あや巻まきくんを、除いて。

　眠りごとに焼き直される怒りを抱えた彼は、絶対に変われない。どんな未来でも彼は怒りから技研を突き崩そうとし、だから『明日の罪人』として認定された。

「技研を潰そうと思ったら、内部からが一番手早い。俺が適当な役職について、内部の色んな技術も、罪状も、暗部もぶちまけてやればいい」

「特とく別べつ背はい任にん罪ざいって、偉い人がその立場を利用して悪いことをした時に適用される罪だっけ」

「ああ。だから俺の未来は、大方そうなるんだろう。背任して技研を潰すか、他の手段で技研を潰すかだ。ああ、このことは技研の連中は基本知らないから、秘密だぞ」

　綾あや巻まきくんはまた栗くりを口に運び、奥歯で力強く嚙かみ砕くだく。

　それからやけ食いみたいに、飲み込んだ。

「これで……大体全部だな。哀れなもんだろう。昔の俺は家を思って死んだのに、家の奴やつにそれを台無しにされて、今じゃ家を恨む気持ちしかない」

「そう、だね。哀れんでいるなんてとてもいえないけど、僕はすごく悲しいんだと思う」

「俺はここを出て、技研を滅ぼす」

「例えば…………そう、例えば。僕がみんなを脱出させる手段を作っている途中だとしたらどうする？　君が今諦めてくれて、通信封鎖さえ解けて、僕の考えがうまくいけば、みんなこの島から出られるとしたら」

「それを俺が信用してやる理由はあるのか？　今日会ったお前を？　俺はこのまま歩いていけば、ここから出られるのに？」

　全くもって、その通りだ。

　仮に綾あや巻まきくんの自己同一性が保持されていたところで、信用してくれる根拠があるかといわれれば怪しい。

「でも困るよ。僕も、僕たちもこの島を出るためにいるのに」

「止めるなよ。見逃して欲しいんだ」

　それか、と綾あや巻まきくんは口元だけで微ほほ笑えんだ。

「俺を説得してくれよ。心変わりさせてくれ」

　僕はなんだか泣きたい気持ちになって、ポケットに手を突っ込む。

　指先に触れたそれを、綾あや巻まきくんへと投げた。

　月光を反射してきらめいた小さな金色が、弧を描いて綾あや巻まきくんの下へ。彼はつい反射的にだろう。ぱしりとそれをキャッチした。

　同時にポンと軽い音が綾あや巻まきくんのポケットから聞こえる。

「…………これは？」

「コインのトークン」

　小さくなりそうになる声を張って、付け加える。

「宝探しの『特別授業』で使われるはずだったトークンだよ」

「この前の授業の……？」

「そう。あの日は結局見つからなかったけど、わざわざ回収なんてしないかなって思って、暇を見つけて探してたんだ」

　授業の際には通信を止めていただけある。

　端末を使って検索をしながらならば、あの日あれだけ苦労しても解けなかった問題たちは、文字通りに指先一つで解決できた。

「この島の通信封鎖は擬似的なものだ。これは綾あや巻まきくんが教えてくれたよね。それでそのトークンを先生に渡せば、たくさんのポイントがもらえる。端末でトークンを確認するんだってあの日教えてもらった」

　つまりトークンを教職員の端末で確認する必要があり、それが通信を介するものだったとしても、通信封鎖が擬似的に行われた今でもそれは制限されていない……かも知れないと僕は想像していた。綾あや巻まきくんが端末に教職員権限を持たせているのも、考えてはいた。

　そして今、綾あや巻まきくんの端末からは確かに音が鳴った。

　陸む奥つ先生から教職員用の端末を借りて、教職員寮に入った日のことを思い出す。陸む奥つ先生はあの時、僕に教職員用端末を悪用しないよう戒めた。先生の性格を考えるに、きっとそれは僕たちのための言葉であったはずだ。

「多分、教職員用端末が誰にでも使えて、そんなにも簡単にコピーできたのは僕たちへの優しさだったんだ。運営の誰かが、もしこの島で破滅的な事態が起きても、もしかすると僕たちが逃げ出せる可能性が残るように」

　運営で行われたパワーゲームを想像しようとして、吐き気を覚える。

　それでも、僕は奥歯を嚙かみしめて言葉を紡つむぐ。

「だから悪用はしないよう、戒められていた。そんなにも緩いセキュリティが悪用されるようなら、もっと強い制限が敷かれたっておかしくないからね」

「…………」

「綾あや巻まきくん、君は今、それを悪用した」

　教職員用端末を使用して、不正に大量のポイントを手に入れた。

「だからきっと、速やかに端末の制限は行われたはずだよ」

　これから僕たちは、きっと教職員用端末を使えはしないだろう。個人を認証するだとかそういった形で、決して悪用を許さないようなセキュリティ体制に切り替わったに違いない。今、この瞬間に。

　これしか思いつかなかった。

　綾あや巻まきくんが犯人だと想像して、確実に彼の脱出を止めようと思うのならば、僕の手元にあった材料からはこれしか選べなかった。

「………………く、くく」

　綾あや巻まきくんが声だけで笑った。

「ああ、なんだ、お前もそれだけか」

　その表情は冴さえ冴ざえとし、感情のない瞳がこちらを見据えている。

「お前も、結局ただ気に食わないものを踏み潰すだけだ」

「………………それは」

　何かを言いかけて、僕は口を閉じた。いえることなんてない。

　そうだ。

　本当は僕は言葉を尽くして、力の限りに綾あや巻まきくんを説得すべきだったのだろう。僕が本当に優しいのならば、彼の変わるはずのない心を変えてあげるべきだった。

　なのに、僕にできたのはただ手段を潰すだけ。

　自分が脱出したいからという理由で、綾あや巻まきくんの願いを押しつぶしただけ。きっとそれは、本質的には綾あや巻まきくんの死を冒ぼう瀆とくした技研の人と同じ。そのことが酷ひどく悲しくて、悲しいこと自体が僕の身勝手さの表れだ。

　だからだろう、綾あや巻まきくんは怒っていて、そしてその怒りすらも彼には他ひ人と事ごとに過ぎない。

「くくっ。あぁ、まぁ、だろうな。端末の権限が失われた。これで脱出手段はパーだ」

　そういって、ふらりと僕に背を向ける。

「あ、綾あや巻まきくん……」

「単なる悪あがきだ。惨みじめで無意味に脱出手段を探し続けるくらいは、許してくれよ」

　そういわれてしまっては、もう僕は口を閉じるしかない。

　綾あや巻まきくんはただ歩き続けようとして、それから足を止める。

「ついでだ。一つ教えてやるよ」

「えっと、何？」

「最初に罠わなをしかけたのは俺だ。大半の罠わなをしかけたのもな。だが────」

　僕は、背後で鳴り響く爆発音を聞いた。

「体育館に罠わなをしかけたのは、俺じゃない」

　慌てて振り返る。

　校舎別棟を今まさに包み込んでいく炎。その輝きが、僕の目を焼いた。











四　ありふれた初恋






「うーん、ある、よね……？」

　寮の裏口から出て、じっと目を凝らす。

　見ているのは昨日まで何もなかったはずの場所。校舎裏は僅かな庭と、その先に続く森しかなかったはずだ。

　しかし今、そこに建物がある…………気がする。

　ためつすがめつ、目のピントを調整する。建物の姿が浮かび上がり、溶けるように消え、また現れる。風に揺られる投影のようにその姿はおぼろげで安定しない。

「あ、おはよ～、夕ゆう日ひくん！　あっちからはもっとよく見えるよ！」

　森の中から語かたり木ぎさんが姿を現した。もっと早い時間から周辺の探索をしていたようで、そのお団子には焦げた建材が刺さっている。ちょっと危なくて心配になる見た目だ。

「この建物ってさ、もしかして教職員寮かな～？」

「多分ね」

　ガラス越しに見える入口辺りの間取りが、この前入ったときの記憶と一致している。

「こんな近くに隠されてたんだ。なんで出てきたんだろ？」

「確証はないけど、まぁ、昨日の爆発だと思うよ。梁やな木ぎ先生の顔みたいに、何かのシステムでここは隠されてた。爆発でそれが故障したのかな？」

　昨晩、爆発によって吹き飛ばされた校舎別棟は今も焦げ臭さを漂わせている。自動的に行われた消火によって燃え広がることはなかったが、別棟の二階以上はとても使える状態ではなさそうだ。

　元々使われる機会も少なく、ましてや深夜のこと。怪け我が人にんは特に出なかったことが幸いだろうか。

「うーん。詳しくないけど、人の目を逸そらすパターンみたいなのが校舎のあちこちに仕込まれてたんじゃないかな。爆発でそれの一部が消えて、だから見えかけてる？」

「おお～、夕ゆう日ひくん、賢そう！」

「適当いってるだけだけどね」

　証拠もないままに現象に対して適当な理由を語るのは、賢そうではあっても賢い振る舞いではないだろう。

「それにしても今回は派手だったね～。段々エスカレートしてるのかな？」

「どうかな」

　今日まで、トラップの多くをしかけてきたのは綾あや巻まきくんだった。

　だが昨日のこの爆発に限っては綾あや巻まきくんではあり得ない。彼は昨晩のうちにこの島を脱出するつもりだったし、あの口ぶりも明らかに他の誰かがしたことを示唆していた。

「そんなに悩まなくてもいいかもね。これだけ派手なことをしたんだから、今まで通りの目的にしろ、そうじゃないにしろ、爆破した人はもう長期戦とは思ってないでしょ」

「それ、前にもいってなかった～？」

「そうだっけ？　ま、調査もいいけど先に朝ご飯にしようよ。友とも根ねさんが『今日は一周回ってピザトーストです』っていってたよ」

「へ～！　珍しいね！　灯とう花かちゃんがナントカカントカのナントカカントカみたいな料理を作らないなんて！」

「語かたり木ぎさん的にはちょっと退屈？」

「ん～、一周回って新鮮～！」

　ならよかった、と僕は語かたり木ぎさんを手招きする。

　とことことした足取りで戻ってきた語かたり木ぎさんは、思い出したように首を傾かしげた。一緒に廊下を歩きながら、彼女は僕の顔を覗のぞき込こんでくる。

「ね、ところで夕ゆう日ひくん」

「宿題は見せないよ」

「見せてっていったことないのに！　そうじゃなくて！　今、私に考えて欲しいことってある～？」

「考えて欲しいこと？　何か頼んでたっけ」

　語かたり木ぎさんは隣を弾むような足取りで歩きながら、顎先に指を当てる。

「というか～、ほら、今って問題がたくさんあるでしょ？　爆発だったり、『特別授業』だったり、梁やな木ぎ先生が『特別授業』を連発してるのもそうだし、それに誠まことくんと仄ほのかちゃんが喧けん嘩かしてるでしょ～？」

「幕まく貝がいくんたち、また喧けん嘩かしてるんだ……」

「ある意味、仲良し！」

「ある意味じゃなくて普通の意味で仲良しでいて欲しくもあるけどね」

「だからね。何から解決しようかなって。できるかはわからないけど、何から頑張ればいいかは決めたいんだ～」

「語かたり木ぎさんが解決したいもの……とはいかないよね」

「全部楽しそう～！　じゃ、ダメなことはわかってるんだけど～」

　いひひ、と語かたり木ぎさんが笑う。

　多分、笑っていいことではないと思いながら僕も微ほほ笑えんだ。

「そうだな、折角何かを考えるなら、今の『特別授業』について考えて欲しいかな」

「『囚人のジレンマ』だっけ～？　通信封鎖、そんなに嫌？」

「というか解決策が思い浮かばない」

　毎晩、三十分間だけ僕たちには『解除の申請』を行う権利が与えられる。

　全員が申請を行った段階で封鎖は解除されるが、日付がバラついた場合には最初に申請を行った人物にペナルティが課される。

　対策はわかりやすく、全員が同じ日に申請をすることだ。

　けれど、

「………………どうすれば全員が同じ日に申請なんてしてくれるかなぁ」

　問題はそこだ。

「夕ゆう日ひくん、何も思いつかないの？」

「一人一人、丁寧に説得していく以外にはね。でも説得なんて僕には無理だし、やったとしても最初の申請は今日の夜にきちゃうし」

　もちろん、最初の夜に申請が行われる可能性がすごく低いことはわかっている。

　けれどそれは決してあり得ないという意味ではないし、結局は何らかの形で明確に『誰も先走らない』という状況を作らない限りは毎晩リスクを抱え続けることになるのだ。

　僕は踏み出す足の親指の辺りを強く意識する。地面の反動を感じないと足も踏み出せないくらいには、昨日の失敗が堪こたえている。

「幕まく貝がいくんたちの喧けん嘩かは状況を知らないけど、それ以外の問題については一応、考えていることはあるよ。けどこの『特別授業』だけは、どうしたものかなって」

「ふ～ん。じゃあそれを私が解決したら、嬉うれしい？」

「みんな喜ぶと思うよ。多分だけどね」

　今回の『特別授業』を実質的に計画した綾あや巻まきくんですら、今はもう本来の目的を失ってしまっている。だが授業自体の脅威は依然として残っているのだ。

「よ～し、夕ゆう日ひくんの笑顔のために！　頑張っちゃうぞ～！」

　語かたり木ぎさんが楽しげに拳を突き上げる。あんまり話を聞いてくれないが、可か愛わいらしい仕草なので一旦よしとしておこう。

　そのまま僕たちは朝ご飯を食べに食堂へと入ろうとして、そこで廊下の向こうを通り過ぎた人影に気づく。

「………………ん」

　どうやら朝食は後回しにする必要があるようだ。







　語かたり木ぎさんと別れて、廊下の角を曲がり、少し歩いてその人影に追いつく。

「待って、田た病やみくん」

　金髪をがりがりと搔かき回まわして、田た病やみくんは振り返った。

「あァ？　何の用だ？　いっておくが俺ァ今、機嫌悪いぞ」

「田た病やみくんがご機嫌な時っていつ？」

「少なくとも届くはずだったボドゲが封鎖で届かなくなった日じゃねェことは確かだな」

　苦笑する。通信封鎖は電子的なものに限らず、物理的なものも禁じているらしい。それはそうか。考えていなかったけれど、ものやら手紙やらが届くのでは中途半端だ。

「単刀直入にいうんだけど、今回の『特別授業』の解決に協力してくれない？」

　田た病やみくんはにんまりとした笑みを浮かべてみせる。

「あァ？　同じ日に申請をするってのか？　いいぜ、いいぜ。協力してやるよ。誰かが後から申請したりしたら大変だもんなァ。で、みんなで申請するのはいつだ？」

「………………」

　これで信用できる人がいるとしたら、それはかなり前向きな人だろう。

　僕は残念ながら右目をなくした頃から前向きではなくて、田た病やみくんもわかりきっているように手を叩たたいた。

「馬ァ鹿。同意されても信用できねェんなら、最初から取引なんて持ちかけんなよ」

「それは確かに、そうなんだよね」

「じゃあ話はしまいだな。くだらねェことで呼び止めんな」

「…………。だから、田た病やみくんと交渉しにきたんだ」

　唾を飲み下す。

　田た病やみくんの眉間に皺しわが寄る。

「あァ？」

「田た病やみくんの天敵は、綾あや巻まきくんと語かたり木ぎさんなんだっけ」

　それはまだこの島にきたばかりの頃、田た病やみくんと白はく夜やくんの会話を立ち聞きして知った情報だ。その結果として田た病やみくんはしばらく大人しくしてくれることになっていた。

　あの時は二人の名前が並んだ意味がわからなかったが、今は違う。

「僕は綾あや巻まきくんと語かたり木ぎさんの罪について、知ったよ」

　未来で犯す罪の内情はそのまま『明日の罪人』のパーソナリティを表している。だから、どうしてあの二人が田た病やみくんの天敵たり得るのか、今はわかる。

　つまり目の前の人物の罪も、それを成り立たせる動機も、想像がつく範囲だ。

　田た病やみくんの返事は速やかだった。

「はッ」

　爪先が僕の腹へと突き刺さる。

「うぐ!?」

　そのまま力を込めて蹴られ、僕の身体からだは廊下の壁へと叩たたきつけられた。呻うめく僕へと蹴りが入れられ、壁と靴底で僕の薄っぺらな腹が潰される。

　にたりと口元を裂くようにして田た病やみくんは笑った。

「よォく聞こえなかったなァ。なんだって？　あァ？　まさかテメェ、今、俺のことを脅しやがったのか？」

　ぐりぐりとした圧迫。朝食を食べる前でよかった。

「なんとかいってみろよ、オイ？　えェ!?」

　吐きかけられる田た病やみくんの息を感じながら目を閉じる。

　そうだ。僕は今、田た病やみくんを脅した。お前の秘密を知っているから協力しろというのは脅しに他ならない。田た病やみくんが反感を覚えるのも当然のことである。

　そう。

　僕が悪くて、田た病やみくんは悪くない。

　丁寧な自己暗示。痛みと苦しさによって浮かびそうになる感情を、論理で埋め立てる。そうして僕は目を開き、平静な口調でいった。

「こうされると、君は困るんでしょ？」

　三度目の蹴りは予想していたが、だからといって耐えられるものでもなかった。

　腹を抉えぐるような衝撃が抜けて、咳せき込こみながら地面へと転がる。追撃がこなかったのは僕の様子を観察するためだろう。だから僕は丸まって、口の端からよだれを垂らしながら、それでも考えていた。

　やっぱり僕が悪いんだ。

「キショいことしやがって。なんだテメェは」

「でも、困るでしょ」

「困んねェよ。テメェみてェなウザい考えの奴やつがそうそういて堪たまるか。俺の罪がバラされても、俺はなんも怖くねェしな」

　それはまぁ、確かに。

　これで田た病やみくんが折れてくれれば理想的だったのだが、当然ながらそうはいかなかったようだ。

「さァて、脅されちゃったんなら仕方ねェよなァ!?　臆病な俺としちゃァ、ちょっと過激な反応をしちまうのも──────」

「──────ま、何をしてらっしゃいますの？」

　場の雰囲気にふさわしくないほのぼのとした足取りでやってきたのは甕みか屋やさんだった。

「お二人とも朝からお元気ですのね？」

「なんだ、甕みか屋やァ。テメェ、邪魔する気か？」

「いいえ、わたくし、忠ただ広ひろ様のことも愛しておりますので。あなた様の邪魔をするつもりはありませんよ」

　近寄ってきた甕みか屋やさんは僕を見て首を傾かしげると、ポケットからハンカチを取り出す。フリルに埋もれたようなハンカチで僕の口元を拭いた。

「それに今日の忠ただ広ひろ様はなんだかとても可か愛わいらしいんですもの」

「あァ？　んだと、コラ」

「だって夕ゆう日ひ様は正しく忠ただ広ひろ様を理解していらっしゃるのに、それでも無理を通そうと暴力を振るって、まるで駄々をこねる子供ですこと」

　これは当てこすりではなく、本気でいっているのだろう。無邪気な仕草で甕みか屋やさんがくすくすと笑う。

「チッ、クソが」

　田た病やみくんは鼻白んだように舌打ちをして、踵きびすを返した。

　その姿が遠ざかってから、僕は身体からだからも精神からも力を抜く。朝から気を張って、なんだかすごく疲れてしまった。

「ありがとう、甕みか屋やさん」

「何がでしょうか？　ですが愛する人に感謝していただけるのは、とても嬉うれしいことですね」

「ちなみに確認なんだけど、例の脱出計画ってやっぱり通信封鎖下じゃ進まないよね？」

「そうですね……。外ではきっと家の皆様が動いてくださっているとは思うのですが、連絡が取れないのではその内容を確認しようもありませんので」

「だよねぇ」

　というか、まぁ、『審判機』自体が動かないのだから仮に計画がもっと進んでいたところで、どのみち自分の無罪は証明できないわけだけど。

「『特別授業』からなんとかしないと…………うぅ」

　蹴り飛ばされた腹が痛む。

　失敗だった。田た病やみくんとの会話の全てが。焦あせりがあったのだろう。あんな交渉で田た病やみくんを掣せい肘ちゆうできると思ったのも、あんな風に無造作な手つきで他人の罪に触れようとしたのも。

　口の中が苦いのは、多分こみ上げた胃酸のせいだけではない。

「夕ゆう日ひ様は眉間に皺しわの寄った顔も素敵ですねぇ」

「そういってくれると、こんな顔をした甲か斐いもあるよ」







　食堂の席について、小さく呻うめいた。

「ありゃ～。なんか朝よりも～っと元気がないね～？」

「朝よりも失敗を増やして、朝よりも落ち込んできたところだからね」

「あの後何かしたの？　朝から元気だね～」

　二秒前の自分と矛盾しても特に気にしないのが、語かたり木ぎさんのいいところだろう。

　微かすかな腹の痛みを覚えながらテーブルに突っ伏していると、近づいてくる足音がする。

「疲れてる時は美お味いしいご飯を食べるべきですよ」

　友とも根ねさんがことことと皿を並べてくれる。

「あ、ごめんね、友とも根ねさん。配膳手伝い損ねちゃった」

「気にしないでください。それより、ほら、たくさん食べなくちゃです！」

　問答無用とばかりに皿に二枚目のピザトーストが積まれる。

「これ食べて元気出してください！」

「いひひっ、灯とう花かちゃん、私の実家のおばあちゃんみたい！　帰る度にたくさん食べろ～ってご飯積み上げてくるの！」

「ありがとうございます。きっと優しい人なんですよね」

「折角もらったし、僕もたまには頑張って食べようか────」

　その時、僕のポケットで端末が振動した。

　いや僕のものだけではない。近くにいる語かたり木ぎさんと友とも根ねさん、それに離れたところで朝ご飯を食べていた穂ほ管くださんの端末も鳴っている。

「あれ～？　通信封鎖は？」

「外部との連絡が遮断されてるだけで、島内部での連絡は通ってるんでしょ」

　島内部で完結する連絡までも封じてしまったら、無線機器は全て使えないことになってしまう。学校の運営にすら支障を来すに違いない。

　つまり先生の誰かからの連絡だろう…………と思って端末を見るが、しかしその予想は裏切られることになった。

「あっ、七なな三みちゃんだ～」

　僕が開いた端末を横から覗のぞき込こんだ語かたり木ぎさんが、楽しげにいう。

　画面の中で立っていたのは確かに名な鷹たかさんだ。背景はキッチンらしき場所で、今は鍋がコンロに置かれている。よほど加熱をしたようで鍋から立ち上る湯気は手ですくえそうなほどに濃い白色だった。

　意味がないと知りながら、視線を横にずらす。当然、この食堂のキッチンには名な鷹たかさんはいない。寮の自室にはコンロはないし、校舎にも調理室はないはずなので、つまりこの映像は教職員寮で撮られているのだろう。

　そういえば映像は誰かが端末を持って撮影している様子だ。微かすかに手ぶれがある。陸む奥つ先生か、梁やな木ぎ先生か。

「…………何をするんでしょうか？」

　そう呟つぶやいた友とも根ねさんの言葉が聞こえたわけもないが、映像越しに名な鷹たかさんは一礼をすると、速やかに行動した。

　ポケットから取り出した自分の端末を、鍋に入れたのだ。

「えぇっ!?」

　語かたり木ぎさんの驚く声。生活防水くらいはされているが、いくら最新機種でも沸騰したお湯に耐えられるはずがない。

　画角が少しだけ変わり、鍋に沈んだ端末が映る。先程まで点灯していた画面は消え、完璧に壊れていることは明白だった。

『あ、え、えっと』

　画面を見つめ、名な鷹たかさんが咳せき払ばらいをする。

『こ、この通り。な、七なな三みの端末は、こ、壊れたよ。新しいのをもらうには一週間かかるんだって』

　画面外から女性の声がする。

『正確には「端末の再提供には一週間を要する」という規則を先程作りました。これまで、特に明文化されていなかったので』

　どうやら撮影をしているのは梁やな木ぎ先生の方だったらしい。少し変わった組み合わせにも思えるが、教師と生徒が仲良くなっても特に不思議なことではない。

　そんなことよりも、今かなり重要なことがいわれた気がする。

「ん～、なんだか面白いことをしてるけど、それって先生が全体連絡してまでいうこと～？」

　こちらの疑問の声を聞いたとは思えないが、その疑問への答えを名な鷹たかさんが口にした。

『こ、これで、七なな三みは一週間、「申請」ができないよ』

　そうだ。現在行われている『特別授業』。通信封鎖を解くためには、毎晩０時に申請をしなければならない。

　自分の端末を通じて。

『だから……これでおしまいだよ』

　その『特別授業』の実質的な終わりを、名な鷹たかさんはおどおどとしながら、しかし明確に宣言した。

「どういうことでしょうか……？」

「つまり、本来この授業で意図されてた読み合いはもう成立しないってことだよ」

　僕は自分の頭の中を整理するように、丁寧な口調を心がけながら話す。

　画面の中では名な鷹たかさんと梁やな木ぎ先生がぼそぼそと何か言葉を交わしていた。

「そもそも今回の『特別授業』が成り立つのは、僕たちが外と連絡を取りたい気持ちがある……まぁ、あると運営の人たちが想定しているからだ。そうだよね？」

「それは、そうですね。私も家に連絡をしたいですし……」

「一日でも早く、という考えがあるから読み合いになるんだ。今日『申請』をすれば、明日には通信封鎖が解除されるかも知れない。その考えが疑心暗鬼に繫つながるんだけど──」

　ぽん、と語かたり木ぎさんが手を打つ。

「あ～！　七なな三みちゃんは『申請』ができない！」

「そういうこと。名な鷹たかさんが『申請』するのは早くて一週間後。つまりこの『特別授業』が終わるのも、一番早くても一週間後だよ」

「じゃあ、私たちも今週は申請しないね！」

「物理的に授業の終わりが制限されたことになるわけだ」

　どれだけ外の世界に焦がれても、通信したいことがあったとしても、今日『特別授業』が終わる可能性がないのであれば『申請』なんてするはずがない。

　後、必要なのはいくつかの条件だけだ。

　当然そのことは名な鷹たかさんも考えていたようで、彼女は画面の中でまた口を開いた。

『本当は授業では毎晩０時半までが「申請」の時間だけど、な、七なな三みはそんなに待たないよ。０時10分までに他のみんなが申請しなかったら、それでおしまい。みんなは七なな三みの前に一列に並んで、一斉にし、申請をするの。それ以外は認めないよ』

　名な鷹たかさんがちらりと鍋の方を見る。

『みんなが「申請」してなかったらまた端末を壊すし、誰かが酷ひどいことをしたらもう端末は再発行しない』

　うん、完璧にイニシアチブを握りにきている。

　これで僕たちは『特別授業』のルールではなく、名な鷹たかさんの顔を窺うかがいながら『申請』を行う必要が出てきた。

「えぇっと、うーん。頭が追いつかないんですが、これでとりあえず今回の『特別授業』は平和に終わるってことでいいんでしょうか？」

「どうかな～。私が何か悪いことを考えてたら、自分の端末も壊しちゃう気がする。これで同じようにイニシアチブは握ったぞ～って！」

「その場合は元の授業よりも長いスパンでの、ものすごく長期的なチキンレースになるね。数週間、数ヶ月単位での。そんな破滅的な選択をする人はいないと思いたいけど…………」

　言い切れないのがこの島の怖いところだ。

「…………一応、対策はしておこうかな」

　僕はポケットから端末を取り出して、手早くメッセージを打ち込んだ。送り先は梁やな木ぎ先生。こちらが送ったメッセージの通知を見たのか、配信の音声が数秒途切れる。内容を梁やな木ぎ先生が名な鷹たかさんに伝えてくれているのだろう。

　名な鷹たかさんは小さく驚いて、それからすぐに言葉を続けた。

『え、えぇっ!?　あ、あのね、その……この「特別授業」をやってる間は、誰も「審判機」でみ、未来を測れない、よ……。だから、誰もこの島を出られない……』

　それはこの前、実際に調べたことだ。現在、『審判機』は機能を停止している。外部との通信に頼ったあの機械は、通信封鎖がある間はまともに動かない。

　ここでチキンレースに踏み切れば、直接的な命の危険につながってしまうのだ。一年後の死刑はこの島で最も切迫感のある死因であり、誰もが無視できない。

　だから、これで詰みだろう。

『じゃ、じゃあね…………』

　小さく手を振って、名な鷹たかさんの通信が切れる。

「…………うーん、鮮やかだなぁ」

　やったことは端末を壊しただけ。それだけで明確に『特別授業』のコンセプトを瓦が解かいさせ、疑心暗鬼が発生する余地をなくした。

　その手て際ぎわのよさに僕はしみじみと感嘆してから、はっとなって語かたり木ぎさんの方を見た。

　僅かな罪悪感が胸の内に湧き出てきたが、しかし語かたり木ぎさんはいつもと変わらず楽しげに笑っていた。

「七なな三みちゃん、すごいな～！　これで決着ってこと？」

「…………」

「あれ、夕ゆう日ひくん、変な顔～？　どうしたの？」

　溜ため息いきを零こぼしそうになって、やめる。

　その代わりに軽く首を振った。別に何でもない、と仕草で示す。

「とりあえず終わったならよかったです。じゃあ、冷めちゃう前にご飯にしましょうか」

「そうだね。チーズの冷めたピザトーストなんて想像もしたくない」

　僕は改めて目の前の皿に向かう。

　行くべきところがある気がしてきたし、早めに胃に詰め込んでしまおう。

　案の定、山の自販機の前には名な鷹たかさんがいた。

　やってきた僕を見て、名な鷹たかさんはほんのりと微ほほ笑えむ。お茶を買ってから隣にしゃがむと、彼女は恥ずかしそうに炭酸を手渡してきた。

　プルタブを二つ引いて、揃そろって飲み物を飲む。

「お疲れ様、名な鷹たかさん」

「え、えへへ……。慣れないことすると、疲れるね」

　そうはいうが、名な鷹たかさんの笑顔は穏やかで柔らかいものだった。

「さっきの解決、すごかったよ。食堂にいたんだけど、みんなで感心するばっかりだった」

「すごいなんてそんな……。ただ湯ゆ治じくんの真ま似ねをしただけだよ」

「謙遜が過ぎるなぁ。僕があんな風にかっこよく解決したことなんてないのに」

「そ、そんなことないよ…………！」

　強めの口調で否定をしてくる名な鷹たかさん。

　その言葉に、僕は楽しげに目を見開いてみせた。『かっこよくない』といった僕の言葉を否定したのだから、名な鷹たかさんの意図はその逆ということになる。そのことを少しからかおうとしたのだ。

　僕のからかいの表情には気づいたのだろう。名な鷹たかさんは少し驚いて、顔を赤らめる。しかし彼女が次に口にしたのは、否定ではなく肯定だった。

「うん……。湯ゆ治じくんはいつも、か、かっこよかったよ…………」

「…………そっか」

　反射的にいいそうになった言葉を飲み込む。

　名な鷹たかさんは僕をかっこいいと感じて、それを真ま似ねしようと頑張って『特別授業』を解決したのだ。ここで僕が台無しな言葉を吐いては、名な鷹たかさんの頑張りに対して失礼である。

　代わりに少しだけ話を逸そらす。

「梁やな木ぎ先生が手伝ってくれたのは、先生からの提案？」

「う、うん。端末の再発行について聞きにいったら『いつまでも封鎖されてると困る』って手伝ってくれたんだ。せ、先生が作った『特別授業』なのにね……」

「教師もあくまで被雇用者で、勤め人の辛つらいところが出てるってことかな」

　梁やな木ぎ先生は僕たちに興味がなく、彼女が自主的に『特別授業』を開催することはない。当然、運営側から行うように提案された授業内容が、彼女の意向に反することもあるのだろう。

「直接的にご褒ほう美びをもらうのは無理だろうけど、折角先生を助けたなら、恩に着せておくといいかもね。後で助けてもらえるかも」

「ゆ、湯ゆ治じくんも助けてもらってるの……？」

「うーん、そうなのかも知れないけど、陸む奥つ先生の『助ける』は僕と言葉の意味が違いそうだからなぁ」

　それなりに評価をしてもらっているのは間違いないだろうけど、陸む奥つ先生にとってそれは僕にさらなる苦難を課す理由にはなっても、優しくする理由にはならないだろう。

　同じような想像をしたのか、名な鷹たかさんは口元を微ほほ笑えませる。

　時計は見ないが、多分そろそろ授業が始まる時間だ。けれど名な鷹たかさんは立ち上がろうとしなくて、だから僕もその隣に居続ける。

　缶の中身が空っぽになるくらいの時間が経たって、小さな声が耳に届く。

「…………あ、あの、じゃあ、七なな三み、ちょっとだけご褒ほう美びを欲しがってもいい？」

　答えはもちろん肯定だったが、一呼吸だけ時間を置く。

　きちんと考えていった答えなのだと名な鷹たかさんが納得してくれるくらいに黙ってから、僕は気楽に頷うなずいてみせた。

「いいよ。僕にできることなら、なんでも」

「じゃ、じゃあ、えっと」

　名な鷹たかさんはしゃがんだまま、身体からだごと僕に向き直る。

「て、手を、握って欲しいな…………」

　握手みたいに差し出された手は、意外なものではなかった。

　島にきたばかりの頃にもこうした気がする。もう随分昔に感じることを思い出しながら、右手を差し伸べて、握る。

「うん」

『明日の罪人』なんて肩書きにも、何もかもを破壊する筋力の持ち主にも、とても思えない柔らかな手だった。

「………………あぅ」

　名な鷹たかさんが微かすかな声で呻うめく。

「……………………」

　こんなことならいつでも、と思い浮かんだ言葉は声にしない。名な鷹たかさんがこの行為にどれだけの価値を見いだすかは彼女次第で、軽々しく『こんなこと』なんて僕がいっていいことではない。

　僕はただ名な鷹たかさんの今日の頑張りが少しでも報われればいいと思っていて、そうすると僕にいえることは特になくて、すっかり言葉に困ってしまっていた。

　だから、名な鷹たかさんが次に口にした疑問への答えは、僕の限りなく本心から出たものだった。

「湯ゆ治じくんって、優しいよね。な、七なな三みのこと、怖がらないから」

　僕はできるだけ丁寧にいった。

「違うよ。僕は名な鷹たかさんを怖がらないんじゃない」

　口にして、それが僕の本心なのだと気づく。

「僕はみんなが怖いんだよ。だから名な鷹たかさんだけを怖がったりはしないだけ」

　名な鷹たかさんの手を握ることを恐れる誰かの気持ちも──人の気持ちなんて僕にわかるはずもないけど──想像はできる。

　でも僕は人を挽ひき肉にくに加工できる少女と同じくらいに、色んな人のことを怖がっている。

　それだけの話。

　もしかするとこの返事は名な鷹たかさんを怒らせてしまうかも知れない。そんな風に少しだけ想像もしていたけれど、予想に反して名な鷹たかさんは穏やかなままだった。

「そう、なのかも。ちょっとだけ、そうなのかなって想像してたから」

「そっか。なんというか、ごめんね」

「で、でもね、湯ゆ治じくんがどう思っていても、七なな三みのことを特別扱いしないなら、な、七なな三みにとってそれは優しさなんだ」

　風が名な鷹たかさんの長い前髪を揺らす。

　その下の視線は確かに僕を捉えていて、その上で彼女がそう感じたのならば、やはり僕にいえることは何もない。

「なら、僕も頑張らないとね。名な鷹たかさんが気持ちよく真ま似ねをできるように」

「う、うん……そうだと、七なな三みも嬉うれしい、かな……」

　そういって名な鷹たかさんは、この島で見た中で一番自然な笑みを浮かべた。







　図書室が完成したのは、それから六日後のことだった。

　最後の一冊を棚に差し、ブックエンドで倒れないようにする。それから僕は長かった作業への感慨を込めて、声を上げた。

「終わったー！」

　床の掃除をしていた幕まく貝がいくんも、眼鏡をくいと持ち上げる。

「ああ。予定通りの日付に終わったな。よいことだ！」

　別棟を吹き飛ばした爆発以来、校内で罠わながしかけられていたという話は聞かない。

　綾あや巻まきくんの目的は僕が阻はばんでしまい、そして綾あや巻まきくんの陰で罠わなをしかけていた誰かも、あれで満足したのだろうか。

　つまりこの図書室にたむろしていた生徒たちももうそこまでの危機感は抱いていないということだ。くる人は一人減り二人減り、今となっては元々働いていた僕と名な鷹たかさん。そしてそのまま仕事を手伝ってくれた幕まく貝がいくんだけが図書室の住人だった。

　そしてそれも今日までのこと。今はゴミを捨てにいってくれている名な鷹たかさんが戻ってくれば、図書室の整理という仕事も完了である。

「お疲れ様。語かたり木ぎさんが『打ち上げしよう』っていってたけど、幕まく貝がいくんもどう？」

「どうして整理に参加していない語かたり木ぎが打ち上げを提案するのだ……」

「語かたり木ぎさんだからかな。食堂で美お味いしい料理が待ってるらしいよ」

　作ったのが語かたり木ぎさんであるという事実を知ってか、幕まく貝がいくんは露骨に顔をしかめた。

　しかし彼は首を振ってから短く答える。

「そうだな。参加しよう」

　ちょっと驚く。

　幕まく貝がいくんがこうしたノリに乗ってくるのは珍しい。それから幕まく貝がいくんが穂ほ管くださんと喧けん嘩か中ちゆうで、まだ仲直りをしたという話を聞いていないことを思い出す。

「後になればなるほど言い出しづらくなることってあるよね」

「別に俺たちが喧けん嘩かをしているのは珍しいことではないが────」

　眼鏡の反射の奥に表情を隠して、幕まく貝がいくんは溜ため息いきを零こぼした。

「────湯ゆ治じ、少し話を聞いてもいいか？」

　僕は並んだ本の背表紙を追っていた視線を止め、身体からだごと幕まく貝がいくんに向き直る。微ほほ笑えみで先を促すと、僅かにためらってから彼はいった。

「君は君の罪を、将来犯す罪をどう思っている？」

「…………。どう、って聞かれても」

「ああ、うむ。そうだな。一言で語れるようなものでもあるまい。そもそもとして俺が何な故ぜ、こんなことを聞こうとしているのかを明かさないのも不誠実だな」

　窓の外で鳥が鳴いている。

　どの鳥かなんて僕にはわからないが、少なくともイイジマムシクイではない。

「俺はこの島にきた当初、自らの善性を証明しなければならないのだと思っていた。自らを律し、正すことができると証明することを求められているのだと」

「僕もそうだと思ってたけど、でも違うよね」

「やはり湯ゆ治じも同じ結論に至っていたか。そうだ。まずは罪ありき、だ」

　どこかで聞いた言葉を、幕まく貝がいくんは引用してみせる。

「実際には恐らく違う。俺たちは自らの悪性を承知し、それを隠せることを証明しなければならないのだ。己を悪と見ることで、初めて俺たちは進歩できる」

「今のところ、そう見るべきかな。僕はそう思ってる」

　幕まく貝がいくんは知らないはずだが、少なくとも語かたり木ぎさんはそうしたアプローチで動き、罪に変化が生じたのは確かだ。

「それで…………つまりどういうこと？」

「善性を見つめれば進歩がない。悪性と向かい合った先に進歩がある。まずは罪ありき。そういう意味の言葉だろう」

　なら、と続いた声は幕まく貝がいくんのものとは思えないくらいに弱々しかった。

「ならば、己の罪を悪と思えなければどうすればいい？」

「えぇっと…………」

「俺は俺が未来で犯す罪の名を知った。どうしてその名を負ったのか考え…………恐らくその答えも知った。俺はそれを悪と見なすつもりはない」

　幕まく貝がいくんの言葉は開き直りでも、諧かい謔ぎやくでもなかった。単に考え抜いた結論が、淡々として声として吐き出されている。

「だが恐らくそれではダメなのだろう。それでは罪の克服には至らない。だから君に話を聞きたかったんだ」

「幕まく貝がいくんの悩みは聞いて、聞いた分は理解したけど、僕は何を話せばいいのかな」

「む。君も同じ悩みを抱いているのではないのか？　君は望んで悪事を成す気質ではあるまい。ならば君の未来の罪とは必然、君が善だと思って成すことだろう！」

　一体、僕はどういう風に見られているのだろうか。

　最近つきまとうようになった悩みをまたしても頭の中に浮かべ、苦笑する。

「無論、君の罪を詮索しようとは思わない！　だが君もこの島から脱出するために、日々自身の罪について思索を巡らせていることだろう！　君が君の未来の罪……悪とは思わぬ罪についてどう対応しようとしているのか、聞かせてくれないか？」

「残念だけど、その頼みには答えられないかな」

　意図したところとは全く別な理由で、幕まく貝がいくんは申し訳なさそうな顔をする。

「それはすまなかった！　確かに人の罪状に踏み込むだなんて不ぶ躾しつけな真ま似ねを──」

「あー、ごめん。えっと、そうじゃなくて」

　申し訳なく思うべきなのは僕の方だ。

　僕はなんだか酷ひどく恥ずかしくなりながら首を振る。

「僕、自分の罪状について、全然わからないんだよね」

　殺人罪の『明日の罪人』であるらしい。

　そういわれてからもう数ヶ月が経たつ。だというのに僕は何もわからない。僕が誰を殺すのかも、どうして殺すのかも。

　全くもって、わからない。

「それは…………」

　幕まく貝がいくんが曖昧に口を開いて、それから閉じた。

　下がってもいない眼鏡を押し上げてから返事がくる。

「大丈夫か？　考えに詰まってしまっているようならば、微力ながら手伝うが」

　やっぱり問題だよね、と間延びした思考をする。

　大抵の生徒は早めに自分の罪に見当をつけていた。それこそ先月のうちに動いた生徒もいたくらいだ。

「罪に対してどう捉えれば克己できるかはまだわからない点も多いが、それも全て自己の理解を終えてからのことだ。まさか、湯ゆ治じがそこで止まっているとは思わなかったが…………」

　心の底から心配そうにこちらを見てくる幕まく貝がいくんに、どう返事をしたものか迷う。幸いにして僕が何をいうよりも前に、図書室の扉が開いた。

「ご、ゴミ捨て終わったよ……！」

　名な鷹たかさんが顔を覗のぞかせたので、僕は話を切り上げることにする。

「うん。じゃあ打ち上げにいこうか。幕まく貝がいくんは？」

「…………。そうだな。君たちが節度を守って遊ぶように、俺も参加せねばな」

　考えねばならないことを後回しにして、先生へと送るメッセージの文面を考え始める。完了分のポイントをもらえば、しばらくはそれなりに贅ぜい沢たくできるだろう。







　学校にしかけられていた罠わなの問題はほぼ解決した。

　主導していた綾あや巻まきくんは既に目的を諦めていて、別で動いていた誰かも一週間しかけていないということは、そろそろ終わりにすることにしたのだろう。

　そして『特別授業』も終わりを迎えたに等しい。

　名な鷹たかさんが頑張ってくれたお陰で梁やな木ぎ先生の起こした授業は実質的に機能不全だ。今更何がどうなるとも思えないので、このまま終了を迎えるに違いない。

　そう、だから、なのに、

「……………………おえ」

　この吐き気はなんだろうか。

『特別授業』が始まってから七日目の早朝。僕はこみ上げる胃液とともに目を覚ました。足をもつれさせながら洗面台に駆け込み、すがりつくようにして身体からだを支える。

　胃の中にはほとんど何もなく、空えずきを繰り返してから顔を上げた。

「酷ひどい顔だ」

　とても全てが順調に進んでいる人間の顔には見えない。

　ふらりと足を部屋の外に向ける。まだきっと誰も起きていない時間だ。こんな顔でいるわけにはいかない。少し歩いて、海風にでも当たれば、みんなに心配されるような目の隈くまも取れてくれることだろう。

　そうして僕は一旦部屋を出ようとし、扉を開けたところでそれに気づいた。

「あれ？」

　開けてすぐ、扉にぶつかったりしないよう僅かに脇に避けた位置に、何かが落ちている。

　細長い直方体の包みだ。大きさ的にはボールペンが一本入るかというくらい。拾い上げてみれば軽く、振っても音は全くしない。表面は頑丈なビニールによってぴったりと包装されており、簡単には開けられそうになかった。

　クリスマスプレゼントみたいな赤色の箱を、手の中で転がす。

「なんだろう、これ」

　多分、その答えは一緒に落ちていた紙片に書いてあるのだろう。

　四つ折りにされたそれを開けば、印刷された文字が目に入ってきた。

『この箱は教師や島運営によって配られたものではありません。

　この箱は生徒全員に同様のものが配られています。

　この箱を開封しないでください。

　この箱を開封せずに所持している生徒は、近日中にこの島から逃げ、本土での生活を再開することができます。

　元通りの生活を望む方は、この箱を所持し続けていてください。』

　どんな顔をすればいいのかわからず、ちょっと困る。

　手の中で箱を転がす。この箱があれば僕たちはこの島に囚とらわれる前の生活に戻れるらしい。つまりこの箱は僕たちの運命を握っているといってもいいのだが、それにしてはあまりにも軽く、安っぽい。

　簡単に壊れないくらいの頑丈さがあることを確かめてから、箱をポケットに突っ込む。

「散歩、行こうかな」

　どうせ考える時間は後であるに違いない。




「ね！　この箱の中、何が入ってると思う～？」

　朝食の席で楽しげに語かたり木ぎさんがいった。

　その頭のお団子には、今朝、僕が拾ったのと全く同じものに見える箱が刺さっている。やはり、全員が同じ文面と同じ箱をもらったらしい。

「これを持ってると島の外に出られるってほんとかな？」

「ほんとだと思いたいわね。これが噓うそだったら、宇宙船に生えた柿みたいに悪質だわ…………うぎゃぁっ!?」

　穂ほ管くださんが最後に悲鳴を上げたのは、サルテーニャに無造作にかぶりついたからである。

　見た目はかなり大ぶりな餃ギヨ子ウザという感じだが、中に入っているのは香辛料の効きいた牛ぎゆう挽ひき肉にくやじゃがいもだ。まるまるとした生地の中には肉汁が詰まっているので、迂う闊かつに嚙かめば火傷やけどをしてしまう。僕も語かたり木ぎさんもさっき火傷やけどしたところなのでよくわかる。

「でも～、私たちが外に出られる何かって、何だろう？」

「そんなに大きなものは入っていませんよね」

　器用に肉汁を零こぼすこともなく朝食を取っている友とも根ねさんが、少しだけ首を傾かしげる。

「うーん。私たちの無罪を証明できるものとかでしょうか」

「それはなくない？　そんなことできるなら、こんな風に回りくどくする意味ある？　きっちり無罪を証明して、正面から出ていけばいいだけじゃない」

「あ、それはそうですね！　えーと、じゃあ…………」

「私の予想はね～、多分、ちっちゃいミサイル～！」

　けたけたと声を上げて語かたり木ぎさんが笑った。

「だって想像してみて？　みんながちっちゃくてすごいミサイルを持ってるの！　きっと私たちが『出ていく』っていっても誰も止められないよ～」

「私はちょっと……ミサイルを持ち歩くのは嫌ですね……」

「というかミサイルって作れるの？」

「理論上は可能！　っていっておけばできそうな気がしてこない～？」

　そこでぎょろりと語かたり木ぎさんの目が動き、僕の方を向く。

「夕ゆう日ひくんは～？　何が入ってると思う～？」

　その質問に僕ができた返事は、緩慢な瞬まばたきだけだった。

　酷ひどくぼんやりしていたことを自覚する。脳のう味み噌そが質問を咀そ嚼しやくするまでの数秒を、口にサルテーニャを詰め込むことでごまかす。

　それから微ほほ笑えんだ。

「…………人の指」

　自分の回答を理解したのは、自分が発した言葉が自分の耳に入ってからのことだった。頭が動いていないから、身体からだだけが勝手に動いているような感覚。

　我がことながら僕もびっくりし、そして同じように穂ほ管くださんと友とも根ねさんも驚く。

「は？」

「えっと、それは……」

　語かたり木ぎさんが笑ってくれたのは幸いだ。

　剣けん吞のんな答えによって空気があまり凍らずに済んだ。

「え～、十二本も～!?　それは多すぎない？　両手じゃ足りないじゃ～ん！」

　両手で足りればいい、という話でもないだろうに。

　それに僕は十二本入っているといいたかったわけでもないが、しかしそうしたことは今は語らなくてもいいことだ。

「いや、何が入ってるか全然想像がつかないから、サイズからだけ考えてみたんだよね」

「確かにそのくらいの大きさですけど、だからって…………」

「というかどうして指が入ってたら私たちが外に出られるのさ～」

「うーん…………。語かたり木ぎさんはどう思う？」

「うわ、夕ゆう日ひくん、てきと～！」

　語かたり木ぎさんがばしばしと肩を叩たたいてくる。ちょうどサルテーニャにかぶりつこうとしていた僕は、盛大にむせ返った。

　慌てて友とも根ねさんが渡してくれたティッシュで口の周りを拭きながら、思う。

　今の話をしていたら一つのちょっとした疑問に行き当たってしまった。多分、この場で誰に聞いても解決しない類いのものだ。特段の緊急性はないが、確認くらいはしておきたい。これは決して他人のことをわかった気になっているわけではないと、自分に言い訳もしておく。

　だから、まぁ、話を聞きにいこうか。

　この箱を置いた人に。そして綾あや巻まきくんではない、この島に罠わなをしかけていた人に。







　決心は早かったが、実際に行動したのは遅めだった。

　確認事項がそれほど急ぎではないので、授業の後にしようなんて配慮を思いついたのが原因だった。授業への出席を邪魔しては悪いし、放課後に予定があったりしたら大変だし、早く来るように圧をかけるのも嫌だし……なんて考えを重ねるうちに、メッセージの文面に書かれた呼び出しの時間はどんどん遅いものになっていった。

　今は午後六時。

　木々の向こう側に太陽は沈み、その残光だけが微かすかに照らす崖際に僕はいる。当日に、急に送った勝手な呼び出しである。相手が来てくれなかったり、遅れたりすることも考えて文庫本を読んでいた僕は、時間ぴったりに聞こえてきた足音で顔を上げた。

「…………おっと」

　本を閉じて、ポケットに突っ込む。

「………………」

　きてくれたその人は生真面目そうに口を引き結んでいた。

　緊張と恐怖。それに少しの安あん堵どが見て取れる気がするが、もちろん、僕には他人の気持ちなんてわからない。戒めのように右のまぶたを撫なでてから、それでも微ほほ笑えむ。

「きてくれてありがとう、名な鷹たかさん」

「う、うん……。ごめんね、ちょっと遅れちゃったかも…………」

　呼び出しの文面には何も具体的なことは書かなかったが、用件は察しているらしかった。

「や、やっぱり、夕ゆう日ひくんにはわかるよね」

「そうだね。君が箱をみんなに配って、後、いくつかの罠わなをこの学校にしかけた人だ」

　指摘をすると、名な鷹たかさんはなぜかほのかに口元をほころばせた。

「湯ゆ治じくんにはいつかバレると思ってたけど、思ってたよりずっと早かった……。い、いつ気づいたの？」

　隠す気はないらしい。

　いや、というかそもそも隠す動機がないのか。今回の名な鷹たかさんの行動は、最終的に『全員で島から脱出する』という部分に集約されている。特に生徒から見ればそれは別に悪いものではなく、むしろ積極的に協力する理由さえある。

　そして『いつ』という質問に答えるのならば、それは明確だ。

「少し前、体育館で島からの脱出手段について説明があったよね。いつから今回の件に名な鷹たかさんが関わっていると思っていたかっていわれれば、あの時かな」

　先生から行われた説明。降り注いできた鉄パイプ。失敗の記憶がじわりと舌の根を苦くする。

　僕の返事を聞いて、前髪の下で名な鷹たかさんが目を見開く。

「う、噓うそ……」

「噓うそなんてつかないよ」

「だって、どうしてそこで七なな三みが関わってるだなんて思うの…………？」

　ちょっとだけ言葉を迷う。その根拠となった部分は、僕の中で明確だ。しかしそれを名な鷹たかさんに突きつけることがいいことだとは思えない。

　ただ、今更か。

　こんな場所に呼び出した時点で、そんな躊ちゆう躇ちよをする権利は僕にはない。

「根拠は大きく分けて二つかな」

　指を二つ立ててみせる。

「僕が名な鷹たかさんを思い浮かべたのは、正確には集会の後キャットウォークを見にいった時だよ。あの罠わな、設置用の紐ひもとか、その紐ひもが入っていた袋とか、全部ハサミで切られてたんだ」

「そ、それが何……？　他の場所でも、大抵そうだったって聞いてるけど」

「うん。そうだね。そのこと単体では何も意味を持たない。けど、思い出して。あの集会は急に決まったもので、当日の朝に通知がきたんだ」

　僕が陸む奥つ先生に話を持ちかけるまで、あの集会が開催される予定はなかった。当日の朝に連絡がきて、それから二十分で集合を命じられた。普段使われない屋内の体育館に時限式の罠わなをしかける意味が薄く、前日夜にはなかったことは幕まく貝がいくんの証言から裏が取れている。

　つまり、誰かがあそこに罠わなをしかけようと思えば、起きてメッセージを見てからの二十分間しか猶予がなかったことになる。

「ところで話は変わるけど、いや同じではあるんだけど、人ってそれぞれ無自覚に『これは素手で開けられるもの』って判別しているよね」

「ど、どういうこと……？」

「例えば僕は貧弱だから、段ボールを開けるにもハサミが要る。けど語かたり木ぎさんは素手で気楽に引き裂く。つまり同じ段ボールを見ても『素手で開けるものかどうか』の弁別で僕たちは違ってくるってこと」

　名な鷹たかさんがちらりと自分の両手を見た。

　彼女が自分の手にどんな感想を抱いたのかはわからないから、僕は素知らぬ顔で話を続けることにする。

「えーと、名な鷹たかさんと別の、本来罠わなをしかけていた人は大体ハサミでものを切っていた。けど徹底されたものではなかった。まぁ、この島じゃ素手で裂いた痕跡から個人を特定するなんてできないからね。ハサミをある程度使っていたのは心理的な問題かな」

　いくら証拠にはならないとはいえ、ハサミを使えばより徹底して自分の正体を隠せるのだ。ハサミを使いつつ、面倒な時には手で裂く。このくらいのバランスだったのだろう。

「集会の朝はすごく忙しかったのに、罠わなは全部がハサミで切られていた。ここに意味があるとすれば僕みたいにものすごく貧弱でハサミを使わざるを得ないか────」

「────何まで素手で切れるのか、全然わからないか」

　名な鷹たかさんの返事に頷うなずく。

　彼女は人並み外れた力を持っていて、しかしそれを隠そうとしている。名な鷹たかさんからすれば世の中の大体のものは『素手で裂けるもの』になるに違いない。

　そこにある微細な違いがわからず、しかしその力を隠そうとするなら、全てのもののレッテルを『素手では裂けない』にするしかなかっただろう。

「忙しかった朝にわざわざハサミを使って丁寧な作業をする意味を想像すれば、これが一番スムーズだった。これが一つ目」

　立てていた指を折る。

「二つ目は…………きっと名な鷹たかさんがこんなことをした理由と同じ想像」

「やっぱり、あ、あれ、変だったよね」

　同じものを感じていたらしい。

　名な鷹たかさんは僅かに首を傾かしげていった。

「どうして、せ、先生たちは島の脱出手段を発表したんだろう」

　あの日の集会では『梁やな木ぎ先生の教職員用端末を陸む奥つ先生に渡す』という発表が行われるはずだった。本来の予定では『島からの具体的な脱出手段』など語られるはずではなかった。

　そしてその発表の唐突さは、本来の予定を知らない生徒から見ても浮いていたのだろう。

「な、七なな三みね……。あの連絡を見て、湯ゆ治じくんみたいに考えてみたの。急に島からの脱出手段を語るなんて、どうしてなのかなって」

　まるで僕の真ま似ねをすることが何か正しい指針であるかのように名な鷹たかさんは語る。

「つまりね…………きっと、この島からの脱出手段は何とかって船じゃないよ。七なな三みたちの中に、本当の脱出手段で出ていける人がいるんだ」

「…………そうだね。そうじゃないと、あんな発表をする意味がない」

　慌てて脱出手段を発表した運営。その発表内容が噓うそであると仮定するならば、その理由はおよそ一つしかない。

　そうであると思われていなければ困るのだ。

　この島からの脱出手段は船であり、教職員用端末がなければ使えず、生徒の誰にも使えないものであると思われていなければ。

　そしてそれは逆説的に、この島にはその脱出手段を選べる生徒がいるということを示している。

「陸む奥つ先生にしては迂う闊かつな発表だったな。多分、本土の上司とかにせっつかれて仕方なく発表したんじゃないかなぁ」

　本土の人たちは僕たちを軽く見ている気配がするし。集会の前に陸む奥つ先生と交わした会話を思い出しながら、僕はそんな想像をする。

「た、例えば、脱出手段がすごい技術とかを要求するなら、綾あや巻まきくんを警戒してそんな発表をするかもって想像したの。その脱出手段が何かはわからないけど、ハッキングで使えるようなものなら、噓うその発表が、い、要るよね……？　色々考えて、七なな三みはこう結論づけたの」

　この島にいる『明日の罪人』は個性豊かだが、飛び抜けた能力という観点に絞れば候補はかなり限定される。ハッキングなどに長たけているらしい綾あや巻まきくんもその筆頭だが、僕の目の前にいる少女だってその一人だ。

　僕たち以外には誰もいないのに、名な鷹たかさんは唾を飲み込み、声を潜めた。

「この島からの脱出手段はきっとトンネルだよ。その扉は閉鎖されてるけど、な、七なな三みなら…………きっと突き破ることができる」

　目を閉じて、運営の立場で想像する。

　この島に水底トンネルがあるとして、その扉が名な鷹たかさんの力でならこじ開けられるとする。それはきっと噓うその脱出手段を発表するに足る動機だ。もし何も発表をしないでいれば、名な鷹たかさんは『水底トンネルがある』と思い込んで島中を探し回ってしまうかも知れない。だからその前に本物の脱出手段を語る必要がある──この運営の行動は裏目に出たわけだが。

　もちろん、これは『噓うその発表で警戒されているのが名な鷹たかさんである』という仮定に基づくものだ。

　実際にはこんな予想は的外れで、本当に警戒されているのは別の生徒であり、脱出手段はトンネルでも何でもないのかも知れない。

　しかしそれが何だというのだろうか。

　名な鷹たかさんが『自分である』と仮定し、それを確かめる行動をするだけならば、彼女には何の損もないのだから。

「だから名な鷹たかさんは罠わなをしかけたんだね。島中を歩き回る口実作りのために。これは元々罠わなをしかけていた人と一緒。別棟を爆破したのは────」

「────に、認識誘導だっけ？　あれを使ってトンネルの入口を隠してるのかもってふと思ったの。だからものを大きく壊せば見えるようになるかなって」

　梁やな木ぎ先生の右目のようなものだ。何らかの要因によって、僕たちの認識が歪ゆがめられている。逆にいえばそれさえ排除すれば正しくものが見えてくるようになるはずで、別棟を爆破するというのは乱暴だが端的な対処だ。

「それで、見つかった？」

「見つからなかったけど、先生たちが『ちゃんと入口が隠されているか』を確かめにいくところは見つけたよ」

　ああ、それもそうか。

　実際に別棟を壊せば脱出経路が見えるようになるかはさておいて、認識誘導がきちんと保たれているかを先生たちは確認する必要が出てくる。

「なるほど。それをつけていけば、出入口の場所は見つけられるよね」

「ま、まぁ、本当に尾行をする前に花はな房ぶさちゃんがきて、脱出経路の場所を教えてくれたんだけどね……。『余計な手間は省略』って、いってたよ」

「相変わらず裏で色々動いてるなぁ…………」

『明日の罪人』の味方を謳うたう彼なら、確かにそうするような気はするけれど。

　ともかく、と僕は話を区切る。

　これで僕が名な鷹たかさんを呼び出した理由も、名な鷹たかさんが今回の行動をした理由も明確になった。島の外へと出るための道は見つかり、その扉も名な鷹たかさんならば開くことができる。つまり僕たちはもう島からの脱出に指先が届いていて、後必要になるのは、

「箱これがあれば僕たちは外に出ても怒られないわけだ」

　本を入れたのとは逆のポケットから取り出した箱を振ってみせる。

「つまり…………頼より子こ先生の指が入ったこの箱があれば」

　先月は色々あって、最終的に僕たちはこの島の教師であった頼より子こ先生の死体を目にした。合成して作り出された、偽にせ物ものの死体を。

　その後さらに色々あって、その死体からは人差し指が切り落とされることになった。切り落とされた人差し指は、僕の記憶が正しいならば語かたり木ぎさんがポケットに入れるところを見たのが最後だ。

「先生の人差し指、名な鷹たかさんが持ってたんだ」

「脱出経路が見つかりそうになったあたりで、か、カナちゃんに聞いたの。そしたら『ポケットが汚れるから森で捨てた』っていわれて……」

「捨てちゃったかー」

「さ、探すの、大変だった」

　一般的に人はポケットに入っている指を雑には捨てない、と語かたり木ぎさんに伝えようかと思った。が、よく考えたらポケットに指が入っていた経験がないので、普通がどうかはわからない。

　ともかく、先月のうちに指は森でうち捨てられ、今月、名な鷹たかさんによって拾われた。

　そして今は、箱の中にある。

　僕たち十二人に渡され、開封厳禁と指定された箱たちの、そのどれかの中に。

「僕たちはこの島に閉じ込められているけど、外との繫つながりが完璧に途絶えたわけじゃない。外では僕たちを心配してくれている人もいる。そうした心配が大きな反対運動に広がらないのは、おおむねこの島が『僕たちの更生のため』にあるからだ」

　叔父や叔母、由ゆ弓ゆみさんのことを思い浮かべながら僕はいう。

　彼らは僕のことを心配していて、もしかしたらこの島の存在に反感を抱いているかも知れないが、この島が僕の未来に有益であるから黙っているという側面もあるはずだ。

「じゃあ、この島がものすごく異常で危険で劣悪な環境だって証明されたら？　例えば、そう、人の指が転がっていたりするくらいに」

　この中身は十二分の十一の確率で空である。

　そうわかりながら、もう一度箱を振る。

「これがその物証になる」

　名な鷹たかさんは静かに頷うなずく。

「う、うん。だから、これがあれば七なな三みたちが島から出ていっても、運営の人たちは怒ったりできない…………はず」

　もし無理に連れ戻そうとして、僕たちの誰かがこの箱を開き、中の指を公表したとする。高校生たちを無理矢理に一つの島に集め、劣悪な環境下に監禁していたというストーリーが流る布ふしたとする。

　きっと世間の反発は今よりも大きなものになり、『鉄てつ窓そう島とう』というプロジェクトの今後にすら差さし障さわるかも知れない。

　そんなリスクを、運営は冒さないだろう。

　なぜならば僕たちは代替可能な存在なのだから。

「そうだね。僕たちはこの島を出て、本土で元通りに暮らせると思うよ」

　将来、必ず犯罪者になるのは十五歳の少年少女に限らない。

　あらゆる年齢に『明日の罪人』は存在し得て、僕たちがこの島に集められているのは、今後『明日の罪人』たちの更生を効率的に進めるためのモデルケースでしかない。一人の例外を除いて、僕たちを絶対にこの島に押しとどめる動機は運営にもないのだ。

「………………うん」

　出ていく手段は突き止められた。

　出ていった後に連れ戻されないための保険も十全。

　名な鷹たかさんの計画が本当に上う手まくいくかは『審判機』のみぞ知るというところだけど、僕の想像する限りでは穴はない。

「すごいね、名な鷹たかさん。完璧だ。これ、自分で考えたの？」

「………………！」

　パッと名な鷹たかさんが顔を明るくする。前髪の下で大きく目が見開かれ、その瞳が輝くのすら見えた気がした。

「え、えへへ。が、頑張ったの。湯ゆ治じくんみたいにできるかなって、た、たくさん考えて……。でも湯ゆ治じくんにそういってもらえると、安心する」

　名な鷹たかさんは相変わらず僕を評価しすぎている。しかし、つまり、そういうことだ。もう何を待つ必要もない。今の話は明確な事実を教えてくれている。

　僕たち全員はもう、この島を出て行けるのだ。







　さすがに立ち話には疲れてきたので、僕と名な鷹たかさんは揃そろって崖際に座った。

　かなり下にある海を見ながら中空へと足を投げ出す行為は、開放感と恐怖を同時に煽あおってくる。思わず足を揺らめかせてしまうのは、二つの間でバランスを取りたいからだろうか。

　日は落ちきってさすがに肌寒い。

　隣に腰掛けた名な鷹たかさんの体温が、やけに心強く感じられる。

「そ、それで…………どうしよっか。湯ゆ治じくん。もういつでも出られるような気がするんだけど、で、でも、いいタイミングってきっとあるよね？」

　ちらりと向けられた視線を感じる。

　つまり名な鷹たかさんは僕と相談をしたがっていて、ここまでの話に一通りの決着がついたのだといわんばかりだ。

　しかし僕にはもう少しだけ、話すべきことが残っていた。

「実はね、名な鷹たかさん。僕が話したかったのはここからが本題なんだ」

「…………えっ？　も、もう、色々話したけど」

「名な鷹たかさんがただ外に出る手段を確保して、みんなで出ようとしているってだけなら、別に僕はこんな風に話しにはこなかったよ」

　先月も今月も探偵ごっこでは痛い目を見ている。必要もなく秘密を暴き立てるつもりは僕には全くない。

　だから、ここでこうして話しているのは、確認すべきことがあったからでしかないのだ。

「名な鷹たかさんは、どうしてこんなことをしたの？」

「……………………」

　実際に名な鷹たかさんが黙っていた時間は短いものだったが、しかし僕には酷ひどく間延びして感じられた。色んな感情を丁寧に押しつぶしたような平へい坦たんな笑みを名な鷹たかさんは浮かべる。

「何が？」

　目を細め、波を眺める。

　単調なリズムに後押しをしてもらう。

「僕たちは確かにこれで逃げられるけど、それは僕たちが代替可能な立場だからだ。つまり僕たちが逃げれば、僕たちの次がくることになる。そのことは名な鷹たかさんだって想像ができているでしょ？」

　言葉にしてしまえばそれだけだが、きっとそれは『それだけ』で済ませていいようなことではないのだろう。

　名な鷹たかさんのことをわかったみたいに理解して、反射的にこみ上げた吐き気を押し殺す。聞かねばならないと自らきたのだから、嘔おう吐とをしている場合ではない。

「僕たちが抱えた苦労を別の誰かに押しつけて、それでよしとするなんて、なんだか名な鷹たかさんらしくないような気がして」

　そうだ。僕はこれを聞きにここにきたのだ。

　もう一度同じ質問をする。

「名な鷹たかさん、どうしてこんなことをしたの？」

「……………………」

　今度の沈黙はそう長いものには感じなかった。名な鷹たかさんが何かをいおうとし、その言い方について考えているのだと、不思議とそうわかったからだ。

　やがておずおずと彼女の口が開く。

「湯ゆ治じくんとカナちゃんって、つ、付き合ってるんだよね」

「話、変わった？」

「お、同じ話だよ。二人は付き合ってて、でも、カナちゃんは湯ゆ治じくんのことを好きなわけじゃない」

「…………そうだね」

　思い出していたのは、名な鷹たかさんが放送をした時のことだった。

　名な鷹たかさんが放送によって『特別授業』の目もく論ろ見みをくじく直前、僕は語かたり木ぎさんに事態の解決を頼んでいた。

　だからあの瞬間、僕は少しぎょっとしていたのだ。僕が語かたり木ぎさんに任せた役割を、しかし名な鷹たかさんが行ってしまった。それはもしかすると語かたり木ぎさんからの反感を招きかねないと、自然にそう思っていたのだ。

　しかし、あの時、語かたり木ぎさんは屈託なく笑っていた。

　相変わらず彼女の精神性はちょっとだけ変わっていて、きっと一般的な尺度における恋愛感情は彼女の中にはまだない。

「これも同じ話なんだけど、な、七なな三みは昔から不器用で…………だ、だからね。七なな三みと普通に話してくれる人なんて、いなかったんだ」

「この島では、そうでもないように見えるけど」

「そ、そんなことないよ……。みんな、ちょっとずつ怯おびえてる。し、仕方ないと思うけど。みんな、や、やっぱり七なな三みのことは怖がってる」

　名な鷹たかさんの手の甲が、岩場に投げ出された僕の手に触れた。

「湯ゆ治じくん以外は」

　どうだろうか、と僕は自分の心に目を向けようとする。

　僕は名な鷹たかさんに対して怯おびえを抱いていないのだろうか。難しい問題だ。自分の感情を完全に客観視することはできないし、感情のそれぞれに誰かがラベルを貼ってくれているわけでもない。僕が名な鷹たかさんに向けている感情が何かなんて、よくわからない。

　でも少なくとも『僕が怖がっていない』という事実が名な鷹たかさんを救っているなら、それを安易に否定するのも間違っているような気がした。

「…………。まぁ、そうだとして。僕の感情が何かは僕にもわからないから一旦そうだとして、それがどうしてあの決断に繫つながるの？」

「ゆ、湯ゆ治じくんと会ってね、七なな三みは知らなかった色んな感情を知ったの。それに、色んなことの諦め方も。湯ゆ治じくんがカナちゃんと付き合ったって聞いて、ちゃ、ちゃんと諦めようって思ってたんだ」

　何をとは名な鷹たかさんはいわなかったし、僕も聞かなかった。

「湯ゆ治じくんはす、すごくいい人だから、誰かが湯ゆ治じくんに告白するのも仕方ないって。だから七なな三みは、な、七なな三みの中できちんと折り合いをつけていこうって」

　押し殺された強い感情が、名な鷹たかさんの声音を揺らした。

「………………けど、そうじゃなかった」

　どんな言葉で表しても何かがこぼれ落ちるくらいに、たくさんの感情がその声の中でひしめいている。

「誰かがね、ちゃんと付き合って、ちゃんとお互いに思い合ってて、そ、それなら諦めがついたんだ。け、けど、そうじゃなくて、ただなんとなく付き合って、なんとなく一緒にいて、そんなことのために七なな三みが諦めるのは、嫌」

　名な鷹たかさんとは対照的に、僕は自分の心が酷ひどく凪ないでいくのを感じる。

　ほとんど自動的に、それがある種の誠実さであると思いながら、僕の口が言葉を紡つむぐ。

「ねぇ、先にいっておくけど、語かたり木ぎさんのことを不誠実だと思うのなら、僕も同じだよ。僕は単に告白されたから付き合って、特に理由もないから別れずにいるんだ」

　語かたり木ぎさんにある日突然告白されて、僕は付き合うことにした。あの時僕は誰とも付き合っていなくて、だから特に断る理由も思い浮かばなかったからだ。

　でもきっと、あの日に告白してきたのが名な鷹たかさんでも、あるいはこの島の他の誰であっても、僕は付き合っていただろう。

「僕は語かたり木ぎさんのことも、名な鷹たかさんのことも、特別だなんて思ってない」

　名な鷹たかさんの声音は何も変わらなかった。

「し、知ってる」

　今、語っていることはもう彼女の中で何度も考えられ、整理されてきたのだろう。本当にただ既知のことであるように、名な鷹たかさんは穏やかでいる。

「湯ゆ治じくんは、た、多分、誰のことも特別だなんて思ってないよね。な、七なな三みも、カナちゃんも、他のみんなも。湯ゆ治じくんの中ではおんなじ価値なんだ」

　だから、と続いた言葉はもしかすると名な鷹たかさんにとっての希望だったのかも知れない。

「七なな三みは、この島から逃げ出すことにしたの。この島から出ていって、みんなが元の家に帰る。湯ゆ治じくんは東京で、カナちゃんは沖縄。そ、そうなったら、二人は付き合い続けるかな」

「…………どうだろうね。そうなってみないとなんともいえないな」

「わ、別れるよ、きっと。だってお互いに維持をする気がないんだもの。この島の中にいるから付き合ってるけど、ぶ、物理的に離れたら、きっと自然消滅する」

　そうだね、と頷うなずかなかったのはさすがに語かたり木ぎさんに悪いような気がしたからだ。

　語かたり木ぎさんのことを全く特別に思ってもいないのに、半はん端ぱに培つちかってきた社会性が礼儀らしきものを守らせようとしている。

「そのために、七なな三みはみんなで逃げられるようにしたの。そのためなら…………他の誰かがこの島に閉じ込められても、しょうがなかったっていえるよ。そうして初めて七なな三みはちゃんと自分の感情を拾い上げることができて────」
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　並んで座っているから顔は見えなかったが、名な鷹たかさんが笑ったことはわかった。

「────湯ゆ治じくん、好きだよ」

　ちょっとだけ想像する。

　僕たちはみんなで本土に戻って、語かたり木ぎさんとの関係は自然消滅して、元通りの日常に慣れていって、ある日玄関先に名な鷹たかさんがくる。

　そして、今の一言をいうのだろう。

「……………………」

　わからなくて、悲しかった。

　その時に僕がどんな顔をするのかは全然わからなかったし、そんな僕のことを好きだといってしまう名な鷹たかさんが悲しかった。

　悲しかったが、涙はでない。

　僕は名な鷹たかさんのためには泣けない。

　そのことが一層、名な鷹たかさんの行動を悲しく思わせる。

「…………ご、ごめんね。話の続きは、また、今度にしよっか」

　おずおずとした仕草で名な鷹たかさんが立ち上がる。

　かけるべき言葉なんてないと知っているのに、僕の口は自然に優しい声音を選んだ。

「うん。おやすみ、名な鷹たかさん」

「おやすみなさい、湯ゆ治じくん」











独白






　この島にきて、みんなは自分の異常性を知ったのだという。

　自分がどうして未来で罪を犯すのかを知るのは、自らの理解を深め、自らの異常性を知り、その克服へと乗り出していくことなのだという。

　でも、私は逆だった。

　この島にきてからというもの、私は自分が普通だと思い知らされてばかりだ。

　生まれつき与えられていた筋力。制御できない自分の暴力性に振り回されるだけの、単純な『器物損壊罪』という罪。それをどうやって無罪にすればいいのかはまだ想像もつかないが、ただそれだけだ。

　島の外で、私はどうしようもない異物だった。誰からも敬遠され、恐れられ、それを受け入れる以外にはないのだと思っていた。

　ここでは私はただの子供だ。

　単なる暴力はこの島では何の意味も持たない。その程度の異常を異常と捉えられない人たちこそが『明日の罪人』と呼ばれるのだから。隔絶された価値観に囲まれて初めて私は自らの普通さを思い知らされた。

　だから私はこんなことをしようと考えついたのだろう。

　私には特異な精神性に裏付けられた、絶対に訪れる確たる未来なんてものはない。私にはもっと普通で、ありきたりな罪があってもいい。

　例えば誰かへの恋心とか。

　例えば誰かへの嫉妬とか。

　ニュースで何度となく聞いた、そして私には縁遠いものだと思っていた、そんな動機の名前を私はよく知っている。

　つまり、痴情のもつれ。

　今回の話は、ただそれだけだ。











五　ありふれた失恋






『特別授業』はあっさりと終了した。

　名な鷹たかさんが完璧な詰みにまで持っていったのだから、それも当然だろうか。僕たちは名な鷹たかさんが放送をした一週間後に集まり、粛々と『申請』をして、通信封鎖は終わりを迎えた。

　今はみんなが去った食堂で、語かたり木ぎさんと二人でココアを飲んでいるところだ。

「う～ん。今回もあっさりだったね～」

　語かたり木ぎさんは半分楽しげに、半分拍子抜けしたようにそういう。

　しかし僕の見解は別だ。

「というよりもあっさりしていないとダメなんだよ」

「どういうこと～？」

「平均台を渡るみたいなこと。勢いをつけてスムーズに歩けば落ちない。けど、一度でもグラついたら落ちる」

　ちょうど先月、頼より子こ先生の死体の偽にせ物ものによって僕たちの共同体が崩壊しかけたように。

『特別授業』が予定よりも長引いたり、少しでも混迷するようなことがあれば、それは不可逆的な傷をこの島にもたらすだろう。

「平均台の上で立ち止まっちゃいけないってこと」

「え～？　平均台から落ちることなんてある～？」

「…………これだから運動ができる人は」

　どうやら僕と語かたり木ぎさんの間には、『明日の罪人』だなんて肩書きとは関係のない、深い断絶がありそうである。

　僕はココアの中に沈む、ダマになった粉を飲み込む。

　それから変わらない口調で問いかけた。

「ねぇ、語かたり木ぎさんって、僕のこと好き？」

　語かたり木ぎさんのいいところはたくさんあるが、そのうちの一つはどんなに話題が飛んでも気にしないところだ。

　彼女は僕とは違って、装よそおったものではない平静さで答える。

「夕ゆう日ひくんといると楽しいよ～」

「質問と答えが少しズレてるね」

「好きかどうかは…………難しいな～」

　もしかしたら先月のうちなら語かたり木ぎさんはその質問に即答したのかも知れない。

　けれど彼女は少しだけ変わって、だからうまくは答えられない。

「例えば、僕が別れようっていったら？」

「え～？　なんで～？」

　楽しげに語かたり木ぎさんは首を傾かしげる。

「でも別れたくはないな～」

「どうして？」

「いつか私が普通になって、誰かを好きになるなら、きっと夕ゆう日ひくんだと思うから」

　逆説的にいえばやっぱり語かたり木ぎさんは現状では僕のことを好きではないわけで、いつかというあやふやな論理で僕との交際を続けたがっている。

　それは誰かの確たる恋心を踏みつける理由に、足るのだろうか。

「夕ゆう日ひくんはなんでそんなこと聞くの？　私と別れたくなった～？」

　考えるまでもなく、僕は微ほほ笑えむ。

「別にそんなことはないよ」

　だって僕にとっては、そのどちらにも大して意味がないから。

　語かたり木ぎさんも見ようによっては独善的だが、それならば僕も同じだ。僕の価値観で重きを置かないものを、こうして平然と無視している。

　ココアを最後の一口まで飲み干して、少しだけ熱くなった息を吐き出す。そのついでのように言葉が漏れた。

「いつか語かたり木ぎさんが普通になったら、もしかすると僕に抱く感情は怒りかもね」

　あるいはこれは、そうであって欲しいという僕の願望か。

「怒りか～。それ、私はまだ知らないから、楽しみかも～！」

　本心からそうであるように語かたり木ぎさんは笑って、そして彼女もマグカップをぐいと傾けた。







「よくできてるんじゃないか？」

　綾あや巻まきくんがそういったのは翌日の昼休み、『審判機』の置かれた部屋でのことだった。

　外部との通信が復旧したということは、前から進めていた脱出計画が再始動できるということだ。

　名な鷹たかさんはこの島から脱出する手段を整えた。整えてしまった。

　しかしここで僕が『明日の罪人』を克服することができれば、名な鷹たかさんの計画を動かす必要はなくなる。つまり脱出経路をぶち破るような方法を取らずに、僕たちは大手を振ってこの島を出ていくことができる。

　吐き気がこみ上げる。

　それから自分で疑問に思う。どうして僕はこんなにも吐きそうなのだろうか。自分の精神状態を客観的に見ることができない。

　しかし不思議と身体からだは自動的に動く。僕は端末から目を上げ、綾あや巻まきくんの方を見る。

「本当に？」

「それは嬉うれしい知らせですわ。家の皆様も喜ぶかと！」

　同じように顔を上げた甕みか屋やさんも、嬉うれしげにしている。

　事情としてはこうだ。

　甕みか屋や財ざい団だんの財力を用いて、誰にも接触せずに生きていける環境を用意してもらう。罪を犯しようもない環境に居続ける未来を用意することで、『明日の罪人』としての定義を崩す。

　理屈上、僕たち自身が契約内容を理解している意味はそれほどない。本当に恒久的に生きていける環境を約束する契約書が作れたのなら、僕たちはそれにサインをする──あるいはサインをする必要があると理解をするだけで十分だ。

　だが思わぬ問題が起きない備えとして、僕たちはきちんと書面を全て読み込むことにした。そしてそれに綾あや巻まきくんが協力してくれた、という流れである。

「少なくとも穴は見つからない。これで問題が起きるとしたら個人の問題か、それか現実規定関数の仕様への理解がまだ足りていないかだろう」

「うふふ、秋あき徒と様に手伝っていただけると仕事が本当に早く進みますわ」

　多分、甕みか屋やさんみたいに笑えればよかったのだろう。

　だけど僕はまだ、この前の『特別授業』のことを引きずっていて、綾あや巻まきくんの前では少しだけうまくしゃべれない。

「…………」

　面倒くさそうに綾あや巻まきくんは溜ため息いきを零こぼした。

「おい、湯ゆ治じ。そんな顔をしても無意味だとわかっているだろう。そんな顔をするなら、昨日だか一昨日だかの俺にしておくべきだった」

「それは……そうなんだけど……」

　ほんの数日前に確執が生まれたとは思えないほど、綾あや巻まきくんの態度はいつも通りだ。

「この島から出るための方策はいくつあっても足りないくらいだ。あの怪しげな箱が本当に頼るに足るかもわからないしな」

　だから僕にも協力をする、とでもいいたげな綾あや巻まきくん。

　それはすごく単純で、すごく合理的で、だからとても悲しい。普通はそんな風に割り切れないものを、綾あや巻まきくんは割り切れてしまう。

　僕にはもう、彼に謝るべき言葉すらない。

「お二人で何かお話をされたんですか？」

「お前が聞くべき話は何もない、未み優ゆう。とにかくさっさと書面を読み終えろ」

　それは確かにそうだ。協力しにきてくれた綾あや巻まきくんを待たせているのも悪い。

　僕は改めて書面を上から読み、使命感を持とうとする。この書面に沿った生活と契約を守ることで、どこかの未来の僕は罪を犯さなくなる。そういう未来を産むのだという意識を。

「よし」

　そうして僕は『審判機』の前に立つ。

　端末を使用して起動する。機体に組み込まれたスキャナが僕のことを読み取り、改めて未来を計測し直す。僕がこれから辿たどる人生の、そのあらゆる可能性が俎そ上じように載せられ、それらが適法であるかどうかの判断が下される。

　とはいえ、実際には駆動音もしない計算機の前でぼんやりと立っているだけのことだ。やや間の抜けた時間が流れて、やがてその結果が僕の端末に届いた。『明日の罪人』としての自分を克己できたならば、そこには無罪であるとはっきり書いてあるはずだ。

　軽やかな着信音。

　僕は指先で端末を叩たたいてその結果を出す。

『湯ゆ治じ夕ゆう日ひ　殺人罪』

　何一つ変わらない表示が、そこにあった。

「……………………………………」

　意外なほど衝撃はなかった。純粋な疑問だけが頭の中を巡る。与えられた情報から、僕が出した対応策は完全だったはずだ。未来の可能性の中に、僕が誰も殺し得ないものは、発生したに違いないのに。

　そっと脇から僕の端末を覗のぞき込こんだ甕みか屋やさんが、口元に手を当てる。

「まあ。どういうことでしょうか？　わたくしの家が作った契約に何か不備が？」

「…………。条件とかかな？　契約の文面を変えたり、僕を隔離する方法を変えればうまく行くかも知れない。後二回は挑戦ができるんだし────」

「バカか」

　吐き捨てるように僕の言葉を遮ったのは綾あや巻まきくんだった。

「原因の切り分けもできないうちから対応策を考えてどうする」

　頭の中がぐるぐるして咄とつ嗟さに返事が出ない。

　その僕へと綾あや巻まきくんが首を振る。

「いくつか考えられる。一つは純粋な契約の不備。一つは現実規定関数への理解の不足。そして一つは湯ゆ治じ、お前が隔離環境からでも殺人罪になれるイカれ野郎だって可能性だ」

「それは…………」

「契約の不備か現実規定関数への理解の不足かを識別しようとするなら、時間をかけて勉強をする必要がある。だがそれは今回の被験者であるお前が原因じゃないという前提での話だ。『審判機』を使える回数は限られてるんだ。まずはそこをはっきりさせたい」

「わたくしが試してみるというのは…………」

「俺たちはそれぞれ三回しか未来を計り直せないんだ。条件を試行錯誤しようと思ったら、それはあまりにも少ない数になる。他の手段で切り分けられる原因は、きちんと切り分けておかねば」

　綾あや巻まきくんが鋭い視線でこちらを見つめてくる。

　いや、彼の視線は平常と変わらない。彼の視線が酷ひどく痛く感じるのは、それがきっと僕の心のどこか柔らかい部分に突き刺さっているせいだ。

　結局、疑問はそこに帰結する。

「湯ゆ治じ、お前はどうして未来で人を殺す？」

　そして、僕はそれに答える言葉を持たない。







　甕みか屋やさんと綾あや巻まきくんと別れ、よろめくようにして寮へと戻った僕を待っていたのは、部屋の前に置かれた宅配物だった。

　開いてみると中には物理書籍が一冊入っている。僕がずっと追っているシリーズの、ついこの前発売された最新刊。

　部屋に入りながら、軽く本の表面を撫なでる。

　ゆっくりと長い時間をかけて呼吸をして、一旦気持ちを切り替える。平常な心を取り戻そうとする。少なくとも表面上は。

　僕はずっと欲しかった本を手に入れて、だから気分はかなりよくて、悩み事なんて今だけは何もない。

　普段はあまり使わない通話アプリを立ち上げるのも苦ではないくらいに、心が浮き足立っている。そんな風に自己暗示をする。

　声音が普通に戻ったことを確かめるために、声に出して独り言をいう。

「…………この時間なら大学は昼休みだよね？」

　うん、大丈夫そうだ。

　それから端末で由ゆ弓ゆみさんの名前を探して、タップした。

　そろそろこっちの学校では午後の授業が始まりそうなのは考えないことにする。

　本を送ってもらったお礼は放課後にしようかとも思ったのだが、僕はあまり大学生の生態を知らない。多分高校生の時間割とは違うし、放課後の方が忙しいというのも十分にあり得る。

　だからこの時間にかけるのが一番無難なはず。そんな風に言い訳を重ねながら待つこと数コール。

『やあ、夕ゆう日ひ。前の通話から今日で…………一週間かな？』

　つながった通話の向こうは酷ひどく騒がしかった。

　人々のざわめき。ギターと、僕には判別できない楽器の音。奇妙な節のついた歌。ゲームか何かとおぼしき電子音。

　背後の騒がしさには由ゆ弓ゆみさんも気づいたのだろう。端末のマイクを押さえる気配がして、くぐもった由ゆ弓ゆみさんの声が誰かに向けて放たれる。

『ごめんなさい、少し遅れて向かいます！』

　短く早い足音。

　数秒後、幾分か静けさを取り戻した会話が再び始まる。

『すまないね、夕ゆう日ひ。サークル棟の雰囲気は好ましいけど、ボリュームのつまみがたまに欲しくなってしまうよ』

「こちらこそ急にすみません。サークルの活動中でしたか？」

　そういえば由ゆ弓ゆみさんが何のサークルに入っているのかも知らない。

　その疑問を察したのか、由ゆ弓ゆみさんの返事は必要以上に丁寧だった。

『大丈夫だよ。弁論部でよくある、単なる昼食と交流を兼ねたミーティングさ。欠席しても先輩が最近見た映画のタイトルを一つ知り損ねるくらいだよ』

「それは一大事ですね。手早く必要事項だけ────」

　僕の言葉は溜ため息いきで遮られた。

『あのだね、夕ゆう日ひ。君は異常な島で異常事態に巻き込まれているんだ。君の近況以上の緊急の用件なんて父母の危篤くらいしかないし、うちの父母はどっちも壮健だよ』

　そうなんだろうか、と僕は窓の外を見る。

　由ゆ弓ゆみさんが異常事態と表現した島は、ぱっと見ではのどかそのものだ。

『とりあえず、この前聞いた「特別授業」とやらは解決したということでいいのかい？』

「はい。僕は何もできませんでしたけど」

『君と同じ目標に頑張ってくれる人がいるというのは、君が頑張れば解決できる事実以上にいいことだよ』

「…………。そうですね。それは確かに、そうです」

　拗すねたみたいなことをいってしまった自分が恥ずかしくなる。

　これがビデオ通話ではないことに感謝しながら、僕は首を振った。

「この通り、通信封鎖も解けました。あ、本、送っていただいてありがとうございます。これから楽しませてもらいますね」

　データ化した書籍が一般的になってから、本の出版部数は減少し、わざわざ物理書籍を求めるマニア向けにその装丁はかえって豪華なものになっていった…………らしい。その推移を僕は実際に体験していないが、触れる表紙の手触りは確かにいいものだ。

『そんなに嬉うれしそうな声を聞けたなら送ったかいがあったよ。私もちょっと、物理書籍を手に取ってみようかな』

「僕の部屋にある本はどれもおすすめですよ」

『それはいいことを聞いた。今度、何か一冊借りてみるよ』

　用件は終わりといえば終わりだ。

『特別授業』の顚てん末まつについては伝えたし、本をもらったお礼もいった。島の内部で起きていることについては相談しづらいし、後、伝えておくべきことはあっただろうか。

　そう考えてから、一つあったことを思い出す。

「そういえば、思ったよりも早くこの島から出られそうです」

『…………おや』

　部屋に置きっぱなしにしている箱を意識する。

　中に頼より子こ先生の指が入っている、あるいは空っぽの箱を。

「どうして出られるかは込み入っているんでお伝えできないんですが、外に出られる見込みはありそうです」

『それは朗報だ。お父さんとお母さんに伝えて、お祝いの準備をしないと』

「お祝いだなんてそんな……」

『ほら、いわゆる出所祝いだよ』

　身も蓋もない由ゆ弓ゆみさんの表現に噴き出す。

「ありがとうございます。出られた時には是非」

『………………』

　僕の言葉には、長い沈黙が返ってきた。

　心配になるほどの間があって、それから由ゆ弓ゆみさんが慎重な声音で切り出してくる。

『君は本当に変わったね、夕ゆう日ひ』

「それは、はい。先月、四月のうちに色々あって、僕は島から出るために頑張ろうって思ったんです」

　語かたり木ぎさんの『騒乱罪』と表示された端末を思い出す。

　彼女が変われたのだから、僕もまたきっと変われる。そう信じることにしたのだ。

「その辺のことは、外に出たら土産話として────」

『────違うよ』

　すぱりとした声が、僕の言葉を遮る。

『私は先月の話なんてしていない。私が話しているのはさらにその前の月……三月の話だよ。それに、三月よりもずっと前の話も』

「…………えっと？」

　僕の困惑は通話越しでもはっきりと伝わった。

　一つ緩やかな呼吸が聞こえ、強いて平静にしたとわかる由ゆ弓ゆみさんの声がまたする。

『先にいっておくけど、夕ゆう日ひ、今の私のこの人格は君が原因で作られたんだ』

「…………どういうことですか？」

『君が我が家にきた時、君はまだ小学生だったね。それに事件に巻き込まれた後だった。そして、私は受験生だった』

「その節はご迷惑をおかけしてすみません」

『違うよ。逆なんだ。謝らなければいけないのは私の方だ。だって私はあの頃、君に優しくすることができなかった』

　多分、客観的に見ればその言葉は正しい。

　けれど夕ゆう日ひはきっぱりと否定する。

「あの頃、由ゆ弓ゆみさんは受験生だったじゃないですか。仕方ないですよ」

『受験生であることは、心に傷を負った少年に優しくしなくていい理由にはならないよ』

「受験って普通は一大事です。それだけで手一杯になってしまうくらいの」

　それに優しくできなかったというのは、本当にそれ以上の意味ではない。受験で神経をすり減らし、当時の由ゆ弓ゆみさんはまるで僕が存在しないかのように振る舞ったが、それは決して僕を傷つけようと行動していたということではなかった。

　言い合っても平行線のままだと察したのだろう。由ゆ弓ゆみさんが端末を持ち替える気配がして、少しの間があってから言葉が続けられる。

『まぁ、とにかく私は反省したんだ。そして反省を活いかして、人格をいじった』

「…………。前の頃を知らないので気のせいかとも思ったんですが、やっぱり雰囲気変わられましたよね？」

『ああ。私は他人に優しくできる私になりたかったんだ』

　きっと昔も優しかったはずだ、とは口には出せなかった。

『だからそれなりに負荷をかけて、人格の動き方を変えた。今の私は公明正大で、誰にでも優しくて、いつでも余裕を保つ人間さ。────正確にいうと「いつでも余裕を保てるくらいに日々努力をできる自分」のエミュレートというべきかな』

　その変化を嬉うれしく思うのも、悲しく思うのも、僕にはそんな権利がないような気がする。

　それは由ゆ弓ゆみさんも承知のようで、彼女は返事を待たなかった。

『まぁ、これはほんの前置きで雑談。つまり私はずっと君のことを気にしていた。それをちゃんと伝えておこうと思って』

「…………ありがとうございます」

『だからこれも、思いつきで聞くわけじゃない。先月からずっと、私はこれを聞こうか聞くまいか悩んでいたんだ』

　由ゆ弓ゆみさんが何を聞こうとしているのかはわからない。

　とりあえず頷うなずくと、その仕草は気配で伝わったのだろう。

『君は…………ずっと怯おびえていたね。初めて会った時、君は何もかもに怯おびえた子供だった。仕方がない。それだけの経験をした。そして、それからずっと怯おびえていた。ずっとというのは、本当にずっとのことだよ』

　なるべく誠実に聞こえるよう気を遣っているようで、由ゆ弓ゆみさんの声はこわばった平板さをしている。

『君はずっと怯おびえた子供であり続けて、それが変わったのは三月のこと。家に電話がかかってきて、君が「明日の罪人」であり鉄てつ窓そう島とうへと連れていかれると告げられてからのことだ』

　本当に、由ゆ弓ゆみさんは僕のことをよく見ていたのだなと思う。

　僕自身ですら目を逸そらしていたことを、こんな風にずばりと言い当てるなんて。

『君は明るくなったといわれて、先月の経験を話そうとしたね。でも私が聞きたいのはさらにその前の三月までのこと。どうして政府から連絡を受けてから────どうして君が三月の末からそんなにも明るくなったのか。そこだよ』

　わからない。

　いや、違う。なるべくならわかりたくない。だから目を逸そらしていて、でもそれに気づいてくれた人がいた。

　電話の向こう側で息を吸い込む音がする。

　それはまるで泣き続けた子供が、不意にしゃくり上げた音のようだった。

『夕ゆう日ひ。君は、その島から出たくなんてないんじゃないのかい？』







　夢を見ている。

　いつだって過去は夢の形を取って僕を訪れる。いつもはただ、右目を抉えぐり出だされるその瞬間を見るだけ。

　だけど今日は、少しだけ念入りだった。

　その時の僕は病院にいた。

「やあ、今、大丈夫かな？　少しだけお話を聞かせてもらいたいんだけど…………」

　刑事を名乗ったその人物は、穏やかにそういった。両親を殺され、姉が逮捕されたばかりの、天涯孤独の子供に対して最大限の配慮が滲にじんだ声で。

　その言葉を受けて、僕は怯おびえた。

「────ひっ、う、うぅ」

　恐ろしかった。

　あの優しかった姉があんな凶行に及んだのだ。彼女の内心をわかることは、僕にはできなかった。

　だとしたら、目の前の刑事が突然僕の目を抉えぐらないとどうしていえるだろうか。左目だけの視界が涙でにじむ。

　酷ひどく恐ろしい。昨日までの、世界を無邪気に信頼していた自分は、もう死んでしまった。手と足の震えが止まらない。歯がまともに嚙かみ合あわない。こんなにもわからない人だらけの世界で、どうやって生きればいいのだろうか。

　僕はただ震えるばかりで、まともな証言も取れないとわかると刑事は去っていった。一人きりになった病室も、安らぎをもたらしてくれることはなかった。

　次に夢が映し出したのは、退院した時のことだった。

　僕は叔父の家へと引き取られた。それは本当はとても幸運なことで、喜ぶべきことだったはずだ。少なくとも、誰かが両親を亡なくした僕を気遣ってくれたことは。

「自分の家みたいに思って……といっても難しいだろうか。だがどうか、君が少しでも安らげる場所になって欲しいと思うよ」

「困ったことがあったら何でもいってね。もう心配することはないのよ」

　叔父と叔母は優しく迎えてくれた。

「チッ」

　当時、少し荒れていた由ゆ弓ゆみさんは舌打ちを漏らして去っていった。

　その両方に僕は怯おびえていた。

「う、うぅ…………」

　どんな感情を向けられたところで関係がない。それを僕に理解することはできないと、欠けた右目が教えてくれる。だから怖い。わからないことは、怖い。

　夢が大きく飛ぶ。

　そこから先には大きな意味なんてないと無意識でも思っているのだろう。そして実際に意味なんてない。僕は周りの全てに怯おびえて、ただ傷つくことが怖かった。

　そして、中学三年生の三月の僕も震えていた。

「はぁ……はぁ…………。だ、大丈夫……大丈夫……」

　学校から帰ってきて、自宅のベッドの上。布ふ団とんにくるまって僕は自分に言い聞かせていた。自分でも無意味だとわかっている言葉を、それでもすがるように何度も繰り返す。

　学校に行って、帰ってきて、震えて。全く同じ日々を何度でも焼き直す。あの日、姉は僕の右目と心を壊して、壊れたものは治らなかった。誰に会っても、何をしていても、その裏側がわからなくて怖い。

　昔から知っている人も、新しく知り合った人も。優しくしてくれる人も、嫌ってくる人も。関係がない。全てが怖い。その誰もが次の瞬間、誰かを殺したり、目玉を抉えぐってきたりするかも知れないのだ。

　だとしたら、どうして安心できるだろうか。

　誰もいない部屋で一人うずくまっていても、恐怖が収まらない。

　布ふ団とんを被かぶって震える度に思う。一体いつまで、と。昨日も怖くて、今日も怖くて、だから明日も怖くて、そんな日々をいつまで────

「────ひっ、め、メール……？」

　着信に怯おびえる。誰かが意図を持って書いた文章は怖い。でも見ないで無視するのも怖い。そこにある真意をわかることなんてできないと、そう理解しながらもそれでも手を伸ばす。

　それで、僕は見た。

「…………『明日の罪人』？」

　その言葉を見たのは初めてのことだ。

　もしかするとそれは悪い知らせだったのかも知れない。未来の罪による島への収監。義務として課される未来の無罪証明と、できなかった場合の一年後の死刑。

　けれど思った。

　僕は震えの止まった舌で、呟つぶやく。

「そっか。一年か」

　それくらいなら我慢ができるかも知れない。







　目が覚めた。

　由ゆ弓ゆみさんと電話を終えて、そのまま眠りについてしまったのだろう。窓から見える空は夜で、床で丸まっていた身体からだはバキバキだ。

　けれどいい感じに目が冴さえた。

　いや、冴さえたのは頭か。

　僕は立ち上がると歩き出す。既に部屋も廊下も暗いが、不思議と気にならなかった。振り切れたメーターの針を想像する。メーターの単位は恐怖心だ。もう怖いから今更、道の暗さが怖くなるようなことはない。

　夜中と呼ぶにはまだ早い。どこかで誰かの声がする。少し足早になってしまうのは、今は誰にも会いたくないからか。階を上ればいつもの真夜中ボドゲ集団にも会えそうだけれど、足を向けたのは別の方向だ。

　つまり、本校舎。

　一階の保健室の扉をノックする。

「おや、誰かな？」

　中から聞こえてきた声に少しだけ怯おびえる。声が誰であるか、何をいっているかなんて関係がない。そこに人がいることが恐ろしい。

　呼吸をゆっくりと一度。

　大丈夫。こんな悩みも恐れも抱かなくていい。だってここは鉄てつ窓そう島とうなのだから。

「失礼します。遅くにすみません」

　入ってきた僕を見て、仁に崎さき先生はのんびりと身を起こした。ベッドの上で器用に尻尾を曲げ、そこに寄りかかる。

「何か用かな？　また怪け我がをしたというのなら、私もそろそろ監禁という手段を検討し始めるんだけど」

「最近は割と健全に過ごしてるじゃないですか」

　僕は閉めた扉に寄りかかった。

「一つ、現実規定関数の仕様について聞きたいことがありまして。あーっと、というか、今回の僕たちの『有罪』の定義についてかな？」

「いいよ。君にはそれを聞く権利がある」

　ほとんど答えみたいな相づちに、苦笑するように唇を曲げる。

　ポケットに入っている端末を意識する。画面に表示されている『殺人罪』の文字。僕は未来のどこかで誰かを必ず殺す。ずっと疑問に思っていた。

　それはどうして？

「仁に崎さき先生、自殺は誰かを殺したことになりますか？」

　先生は端的に肯定した。

「ああ。未来を俯ふ瞰かんする現実規定関数の計算の中で、それは一個人に対する殺人として取り扱われる」

　じゃあ、やっぱりそういうことか。

　小さな驚きがあったのは、きっと最近の僕がいくらか躁そう状じよう態たいだったからだろう。ヘリでこの島に運ばれてきたその瞬間から、僕はすごくハイになっていた。こんなことを忘れてしまうくらいに浮かれていた。

　だって、こんなにも世界が怖くて、どうして生きていけるんだろうか。

「僕は自殺をするんですね。どんな未来でも」

「そうだよ。かわいそうに」

「僕はかわいそうですか」

「普段はあんなにも冷静なのに、そこで客観的になれない君は歪ゆがんでいるよ。あの小生意気な和わ田だだって君には同情していたくらいなのに」

　急に出てきた頼より子こ先生の名字に瞬まばたきをする。

　記憶にある頼より子こ先生は、大体『明日の罪人』に敵意を燃やしていたけれど。

「同情、していましたか？」

「君の前では素を見せたんだろう？　あれはあいつなりの礼儀なんだと思うよ。あいつは必ず社会の中で悪を成すからと『明日の罪人』を嫌っていた。その定義の中に、自殺者は含まれない。他人を害さないからね」

　そこまで語ってから面倒になったのだろうか。仁に崎さき先生は溜ため息いきを零こぼす。

「だから納得感を提供するために……まぁ、なんか色々しゃべったんじゃないか？」

「そういうものですか」

　確かにこちらから問いかけた結果とはいえ、頼より子こ先生は僕に正体を明かしてくれていた。あれは彼女なりの誠意と表現することができるのかも知れない。

　何にせよ、自分のことはわかった。

　僕は自分のことを殺す。

　どんな未来でも、この恐ろしい世界から逃げるために自分を殺す。

　殺人罪の『明日の罪人』という肩書きにようやく納得がいく。誰かを殺すという想像はできなかったが、自分を殺すという想像はあっさりとできる。

　だから……それで……どうなる？

　それを理解できたところで、僕にしたいことなど何もない。

　あぁ、でも、したくないことはあるか。

　僕は一度さっぱりと首を振ると、扉に手をかける。聞きたいことは聞けたし、これ以上仁に崎さき先生の安眠を邪魔するのも悪いだろう。

「ありがとうございました、先生。お邪魔しました」

「大丈夫か？　君みたいなのが思い切ると、大抵碌ろくなことにはならないんだ」

「大丈夫な人はこんな島にはきませんよ」

　そういって僕は保健室を出た。

　あんなに悩んでいたのが噓うそのように、次にするべきことが明確に思い浮かぶ。さっさと向かおうと踵きびすを返して、

「おっと」

　そこで誰かにぶつかった。

　頭のお団子に箸を刺した、語かたり木ぎさんに。

「あれ～、夕ゆう日ひくん！　こんな遅くに悪い子だ～！」

　僕は少し目を見開いてから、静かに微ほほ笑えむ。

「語かたり木ぎさんこそ。何してるの？」

「これから花はな房ぶさちゃんと仄ほのかちゃんと一緒に、深夜のラーメンパーティー！」

「それは楽しそうだね。身体からだに悪そうだけど」

「身体からだに悪いから楽しいんだって、仄ほのかちゃんがいってたよ～。夕ゆう日ひくんもどう？」

「お誘いはありがたいけど、ちょっとやることがあるんだ」

「そっか～」

　しょぼん、と楽しげに肩を落とす語かたり木ぎさん。

　僕は別れを告げようとしてから、もう少しだけ話したいことが思い浮かんだ。

「ねぇ、語かたり木ぎさん」

「な～に～？」

「これから僕は悪いことをしにいくんだ。ちょっと怒ってくれない？」

「え～!?」

　多分、怒ろうとしているのだろうか。

　少しの間、語かたり木ぎさんは顔をグニャグニャと動かしていた。だが最後に彼女が作ったのはやっぱり笑顔で、勢いよく首を振ってみせる。

「まだやってもないことで怒れないよ～」

「そっか」

「それに夕ゆう日ひくんはいい人でしょ～。きっと悪いことだって誰かのためで、だから、やった後になってもやっぱり私は怒れないと思うな～」

「もしかしたら僕はすごく悪い人かも知れないよ？」

「そうしたら、怒れるかな～。いや、やっぱり怒れないかな～」

　僕の益やく体たいのない質問にも、語かたり木ぎさんは真面目に考えてくれる。首を捻ひねってうんうんと唸うなる姿が、真面目に見えるかどうかはさておいて。

「夕ゆう日ひくんも悪いことはするかも知れないけど、でも夕ゆう日ひくんといると楽しいし～…………あ、これが好きってことなのかな～！」

「それじゃあ語かたり木ぎさんはみんなのことを好きになっちゃうね」

「あ～。でもみんなとは違うような～、でも何が…………う～ん…………わかんない！」

「…………そっか」

　残念だ、と素直に思う。

　後に残ったのはいうべきではないことだけだった。とっくにいっておくべきで、だがいうべきではなく、今となってはあまりにも遅くなってしまった言葉。

「そういえば、海で遊んだ日。照れちゃってごめんね」

　だけど僕は、もういえる。

　だってここは鉄てつ窓そう島とうで、僕は浮かれているから。

「語かたり木ぎさん、水着、すごく可か愛わいかったよ」

　ガラス細工を粉々に砕くみたいな絶望と、爽快感。僕たちの関係の複雑さも繊細さも無視した、すごくありきたりな褒め言葉。

　語かたり木ぎさんはとても無邪気に笑ってくれた。

「ほんとに～？　ありがと～！」

[image: ]

　僕はこちらに向けられた端末へ向けて手を振った。

　ビデオ通話の準備画面で、僕が手を振っている。僕と背景の崖がいい感じに映っていることを確認してから、端末を持ってくれている人に頷うなずく。

「オッケーだよ。つないでもらえるかな」

　端末がその人の指で操作され、事前に伝えていた相手へと通知が送られる。

　つながるまでにそれほど長く待つ必要はなかった。

『あ、あれ、湯ゆ治じくん…………？　どうしたの…………？』

　もしかすると寝るところだったのかも知れない。名な鷹たかさんは大きめなパーカーをすっぽりと被かぶっていた。寝間着を隠すためだとしたら、申し訳ないなと思う。

　とはいえ伝えるべき用件はある。手短に済ませてしまおう。

「名な鷹たかさん。夜中にごめんね。昨日ぶり」

『え、えぇっと、身体からだは大丈夫……？』

「うん？」

『午後、お、お休みしてたから…………』

　そういえばそうだった。僕は比較的授業に真面目に出席している方なので、同じクラスの名な鷹たかさんから見てその欠席は目立ったことだろう。

　僕はことさら明るく笑みを浮かべる。

「大丈夫だよ。元気、元気」

　ダメなのは身体からだじゃなくて頭の方だし。

「今夜はほら、名な鷹たかさんの誤解を解いておこうと思って」

『ご、誤解…………？』

　ポケットに手を突っ込んで、それを取り出す。細長い赤い箱。もしかしたら頼より子こ先生の指が入っているかも知れない箱。この島からの脱出チケット。

　僕はそれを軽く振ってみせる。

「名な鷹たかさんはすごいと思うよ。この島から全員を脱出させる算段を作った。きっと先生たちの誰も、こんなに早くこの島が詰むだなんて思ってなかったと思うし」

『………………』

　名な鷹たかさんは返事をしなかった。

　彼女は暗い画面越しに少しでも情報を探るように、こちらをじっと見つめてきている。前髪越しの視線を感じる。きっと僕がこれからする話がそんなに明るいものではないことを、名な鷹たかさんは理解しているのだろう。

　そしてそれは正しい。だから僕はさっさと続きを口にする。

「でもやっぱり名な鷹たかさんは僕のことがわかってない」

『ど、どういうこと？』

「こういうこと」

　僕は箱をぶん投げた。

　崖の向こう側へ。

　海へ。

『ゆ、湯ゆ治じくん…………!?』

　名な鷹たかさんの悲鳴。画面の向こう側でがたりと彼女が動く。やっぱり通信でよかった。彼女の身体能力なら投げた箱をキャッチしたり、その勢いで海に落ちてしまっていたかも知れない。

　残念ながら、さすがに寮の部屋からではいくら名な鷹たかさんでも不可能だ。

　マイクが拾ったかはわからないけれど、僕の耳は海に何かが落ちるポチャリという音を聞いた気がした。思い込みから生まれた錯覚かも知れないが。

『な、何をして……それがあればここから……それがないと出られないのに……！』

「だからだよ」

　多分、自分は笑っている気がする。

　静かに、だけど確かに。

「僕はこの島から出ていかない」

　いつか頼より子こ先生が、僕を見て頭の傍そばでくるくると指を回していたのを思い出す。イカレているというジェスチャー。

「僕は出ていかないよ。出ていきたくなんてない。たとえ僕が自分の罪を克服して、本土までレッドカーペットが敷かれて、世界中のみんなの万雷の拍手で迎えられたとしても、僕は出ていかない。この島で三月の最後の日を待つよ」

『ど、どうして…………何でそんなこと…………』

「ほら、そういうことだよ」

　画面越しの名な鷹たかさんの顔は泣きそうに見える。

　そんな顔をして欲しくはなかったな、と思うがこれはあまりにも傲慢が過ぎるか。そう思うならこんな話をしなければいいし、そもそも最初から彼女の恋心に向き合っておけばよかったのだ。

　だから正直なところ、僕は彼女がどんな顔をしてもそんなに興味がないのだろう。

「用件としてはこれでおしまい。遅くにごめんね」

　手を振って、それから付け加える。

「名な鷹たかさんの脱出計画、運営側の人にうまくいくかどうかを聞いておいたよ。間違いなく脱出できるってさ。だから安心してね」

『ゆ、湯ゆ治じくん、ちょ、ちょっと待っ────』

「────じゃ、おやすみ」

　通信が切断される。

　後には暗闇だけが残された。







「あぁ、疲れた。たくさんしゃべったからかな」

　これで今回の騒ぎは一通りおしまいだ。まぁ、この後も名な鷹たかさんたちは色々あるのかも知れないけれど、それはもう僕には関係なくなってしまった。

「甕みか屋やさんもありがとね。撮影、手伝ってくれて」

「いえ、このくらいはいつでも」

　そういって甕みか屋やさんは端末を僕に渡してくれる。

「そういうわけで、未来予測に関してはとりあえず僕が悪かったみたいだよ。閉鎖環境を作っても、その中で自殺をしちゃうんじゃしょうがないよね。甕みか屋やさんがやってみればまた違う結果が出るかも」

　名な鷹たかさんの脱出手段を崩さなかった以上、もうあれが必要になるとも思えないけれど。

　一応告げた僕に対して、甕みか屋やさんは首を振る。

「あぁ、あのプロジェクトについては既に停止いたしました。契約内容についても破棄しましたし、同様の契約は甕みか屋や財ざい団だんはもう行いませんわ」

「そうなの？」

「だって、あれは夕ゆう日ひ様が考えたことですもの。それをわたくしが利用したり、他の人に横流しするのは、貞淑さに欠けますわ」

　そうなのかな、と思ったけれど深掘りはしないでおこう。

　相手はこれでも『明日の罪人』。孤独を技術によって保証された、隔絶した価値観の持ち主だ。言葉の端をつつき回していると、いつまでたっても話が進まない。

「秋あき徒と様は利用したいかも知れませんが、しかし綾あや巻まき技ぎ研けんがあの種の契約を結んでくれることはないので、実現は厳しいでしょうね。技研は派閥争いが激しいので我が家ほど話はスムーズに進みませんし、閉鎖環境を作るだけの行為に資金を充てられるとは思いませんわ」

「そっか。じゃああの契約で外に出る方策は、もう途絶えたものと考えていいのかな」

　別にそれほど興味もないけれど。

「それにしても今日はお疲れ様でした、夕ゆう日ひ様」

「そういってもらえるようなこと、したかな。人を傷つけてばっかりだった気がする」

「客観的に見れば、そうかも知れませんね。しかしそれでも、夕ゆう日ひ様は今、笑ってらっしゃいますから」

　甕みか屋やさんが指先で、僕の頰をつついてくる。

　確認していないけれど、やっぱり僕の口角は今、上がっているのだろう。僕は今、浮かれているのだろう。

「わたくし、心から本当に、お会いした全ての殿方を愛しておりますのよ。もちろん、夕ゆう日ひ様も。そんなあなた様が幸せそうなのですから、わたくしも嬉うれしいんですの」

「僕はこの島から出るつもりなんてなくて、一年後には死ぬのに？」

「一年後に死ぬつもりでも、明日死ぬつもりでも。笑っていらっしゃっても、泣いていらっしゃっても、怒っていらっしゃっても。それがわたくしの愛とどんな関係が？」

　甕みか屋やさんの瞳がじっと僕を見つめている。その目は隠すところも臆するところもないようにまっすぐで、ただ澄んでいた。

　もしかしたら、と思う。

　一番、犯罪と縁遠い『明日の罪人』は甕みか屋やさんなのかも知れない。彼女の価値観は現代の倫理観からはかけ離れているが、少なくともどこにも害意はない。彼女は分け隔てなく、全てを心から愛している。

　まぁ、わからないけれど。

「怖いよ、甕みか屋やさん」

　僕がそう答えることがわかっていたように、パッと彼女は僕から離れた。

「おやすみなさいませ、夕ゆう日ひ様」







　甕みか屋やさんと別れ、夜の道を一人歩く。

　行き先は何も考えていないが、足は自然と寮の方に向いていた。心に反して身体からだは疲れているのだろう。

　自然と口から長い息が漏れる。

「はぁー…………じゃあ、本当にこれで終わりで…………」

　喉が痙けい攣れんするのを感じた。

「………………ははっ」

　考えてみれば、今月の僕は一体何をやっていたんだろうか。

　いつかは自殺をするのに、死にたいとずっと思っていたのに、外に出たいだなんて全く思ってもいなかったのに。半はん端ぱに語かたり木ぎさんに流されて、前向きになったようなフリをして。

　挙げ句にしたことは綾あや巻まきくんの邪魔をして、名な鷹たかさんを傷つけて、みんなを騙だまして引っかき回しただけだ。

　脳と胃の中で感情が渦を巻き、それは笑い声みたいになって僕の口から漏れる。

「あははっ、はははははっ！」

　何年も感じていた恐怖と、それをもう感じなくてもいいのだという解放感。精神のたがが外れかけている。いや、四月からこっちはずっと外れかけていたのだけど、ちょっと今はとびきりだ。精神活動の全てがまるで快楽みたい。神経細胞が音を立てて発火する。

「あっは、あははははは！　ははははははははははははははは！」

「大丈夫ですか？　必要でしたら保健医をお呼びしますが」

　いつの間にか、僕の向かう先には梁やな木ぎ先生が立っていた。

　夜の闇よりも暗い影が、その顔を覆っている。

　僕は笑いと歩みを同時に打ち切った。ぴたりと止まって、それからギシギシと頰を動かして、どうにかまともな表情を浮かべる。

「ありがとうございました、梁やな木ぎ先生。検査の協力、とても助かりました」

「構いませんよ。生徒のことを優先するのは給与の範囲の行動です」

　梁やな木ぎ先生がここにいることに疑問はない。

　名な鷹たかさんに電話をかける前に僕が呼び出して会っていたのだから。その後、こちらの様子を窺うかがっていただけなのだろう。

「おかげで僕のあの箱の中は空だとわかりましたから」

　僕はこの島から出たくないが、別に出ていく人を止めたいわけでもない。箱を捨ててみせたのは名な鷹たかさんへの礼儀のようなものだが、その前に箱に本当に指が入っていないのかは確かめておく必要があった。

　梁やな木ぎ先生が非破壊検査に協力してくれたのは幸いだった。ついでに名な鷹たかさんの脱出計画の裏取りもすることができたし。

「それにしても、あなたの精神状態は本当に大丈夫ですか？　いえ、こんな島に囚とらわれる時点で大丈夫ではないのですが、それを考慮しても度を超しているように思えます」

　僕は梁やな木ぎ先生に返事をしようとした。梁やな木ぎ先生がいった言葉を理解して、それに対応した何か適当な言葉を口で紡つむごうとした。

　しかし、それよりも前に身体からだが動く。

　先生の顔を覆う暗闇の中に微ほほ笑えみかける。

「梁やな木ぎ先生、そんなに悲しまないでください」

　なんで僕はこんなことをいったんだっけ？

「…………はい？」

「責任を感じないでください、といっているんです」

　脈絡のない言葉。

　いや、あるのだ。

　ごうごうと巡る血流と湧き出すアドレナリンが、右目の喪失を埋める。自分に言い聞かせていた枷かせを吹き飛ばす。

　僕にはわかる。

　梁やな木ぎ先生が大仰に首を傾かしげる。

「何をいっているのか、理解できませんが」

　けれどそんな暗闇で隠したところで、僕はわかる。梁やな木ぎ先生がどんな感情を抱いて、どんな顔をしているのかをわかることができる。

　わからないフリを捨て去ってしまえば、簡単なことだ。

　まるで小学生の頃に戻ったみたいに、まだ両目があった頃みたいに。心の時系列がバラバラに崩れている。

「梁やな木ぎ先生は僕たちの生死に責任を感じているんですね。しかもそれは先生が望んで背負った責任ではないんです」

「────なっ」

「過剰な責任感。自分が決定権を握っているという確信。あぁ、なるほど、未来予測の罪ってこういうところに現れるんですね」

「あなたは、何を根拠にそんなことを…………！」

「わかるからです」

　根拠なんて後付けだ。

　論理は先んじて得た結論までのハシゴに過ぎない。

　だって僕はわかるから。梁やな木ぎ先生がどんな気持ちでここにいて、どんな気持ちで僕たちを見ているのかがわかる。だからその気持ちを生み出す過去を想像すれば、言葉上の理屈なんてものは簡単に導き出せる。

「未来予測。先生は未来予測を最初期に受けたんですね」

　僕たちの世代が受けた未来予測では、例えば大おお怪け我が、例えば天災や政体の崩壊。そういった『それ以上計算しても無意味な未来』と認定されたものは省かれている。計算資源を節約するための措置だ。

　逆にいえば大衆向けになる前の、最初期の未来予測では、未来の全てを見通していたはずだ。今では省略されてしまうようなものも含めて。

　そういえば現実規定関数の発明者、白はく夜や実みの理りと梁やな木ぎ先生は知り合いなんだっけ。

「先生は最初期に未来を見て、これから起きることを知った。僕たち以上に全てを。未来を知った人は未来を主体的に選べるのだという全能感に囚とらわれる。だから先生の主観において、この島で起きる全てのこと、僕たちの中から発生する死者は、全て先生の責任なんですね」

　それがどれほど間違った考えであっても、先生の中では事実となってしまっている。客観的な事実と主観的な認知は容易たやすく食い違う。

　だってそうでなければ説明がつかない。

　梁やな木ぎ先生がこんなにも僕たちに見られるのを恐れていることにも、僕たちを見るのを恐れていることにも。

「あなたの一挙手一投足で、僕たちの生死が決まるのかも知れない。そうですよね。それは、とても怖いことですよね」

「何を根拠におっしゃっているのかわかりません。湯ゆ治じくん、き、君は一体、な、何をいって…………」

　梁やな木ぎ先生の口調が揺れる。

　その顔はまだ暗闇で覆われているのに、言葉はまるで素顔の時に聞いたみたいに途切れ途切れだった。梁やな木ぎ先生にとってどちらが素なのかといわれれば、こちらの方なのだろう。

「そ、それを暴き立てて、湯ゆ治じくん、君は、何がいいたいの…………？」

「いいたいことはシンプルですよ、梁やな木ぎ先生」

　僕は梁やな木ぎ先生に微ほほ笑えみかけた。

「そんなに自分を責めないでください」

　こんなものは、暴力と同じだ。

　無理矢理に心の内を見通して、梁やな木ぎ先生を傷つけている。他人をわかった気になって、自分の精神が悲鳴を上げているのが聞こえる。

　でも僕が今欲しいのはそれなのだから、仕方ない。

「大丈夫ですよ、先生。みんなの死を背負おうとなんてしないでください。これからこの島で誰が死んでも、未来を知った先生が阻止できなかったとしても、それは先生のせいということにはなりませんよ」

「で、でも…………私は、何かができるはずで…………でも未来をせ、制御するなんて、やっぱり難しくて…………」

「じゃあこう考えてください。僕は今、先生の事情を悟れました。ということはどんな未来の僕も、やっぱり気づけますよ。どんな僕も、先生を恨んだりしません」

　リストカットみたいに、優しく先生へと言葉を囁ささやく。

「だからせめて、十二人分の責任から一人を引いてください。僕のことは気にしないでください。少しでも先生の気持ちが軽くなるように」

「ち、違うの…………私は…………でも、違うの…………」

　ずるずると崩れ落ちるように梁やな木ぎ先生が地面に座り込む。

　先生がいつ未来を知ったのか、正確にはわからないが、以来ずっと僕たちの死は彼女の肩にのしかかる重荷だったに違いない。

「ごめんね…………ありがとう…………ご、ごめんね…………」

　その内心を推し量ろうとしてから、僕はやめた。

　明るい性格が一年しか保たないように、今のこの弾はじけたテンションも朝までは続かないだろう。そのうち僕は元の、他人のことなんてわからないと自らを戒める人格に戻るに違いない。そうでなくたって湧き上がる吐き気をテンションで押さえ込むなんて、健康的じゃない。

　だから僕は梁やな木ぎ先生の脇を通り抜けて、端末でメッセージアプリを立ち上げた。

　由ゆ弓ゆみさんに送る文面を考えなくては。もうすぐ出られるなんていったけど、あれは噓うそになってしまった。電話で説明するのもなんだか億おつ劫くうだし、文章で済ませてしまおう。

「えーと、なんて書いたものかな」

　幸い、長い夜がこれから待っている。











エピローグ　ありふれたラブコメディ






『脱出計画は中止です。ごめんなさい』

　そう書いた手紙が部屋の前に落ちていた。色々あった昨日の夜が西の空へと去って、朝になってからのことである。

　僕は手紙を拾い上げてから、辺りを見回す。多分、どの部屋の前にも同じ文面が落ちていることだろう。

　その意図を想像しようとして、吐き気がこみ上げる。

「わからないや」

　人の心なんてわからない。

　別にそれでも困らないから、それでいいのだ。どうせ来年の春には死んでいるのだから、怖くたって、わからなくたって、関係がない。

「廊下の真ん中で突っ立っているな。邪魔だ」

　突然かけられた声に驚く。

　いつの間にか廊下には綾あや巻まきくんがいて、彼は酷ひどく迷惑そうな目つきでこちらを見ていた。綾あや巻まきくんは片手にバスケットを持ち、そこから取り出したクロワッサンをかじっている。

「その手紙にそんなに衝撃的なことが書いてあったか？」

「脱出できなくなったってさ」

「手紙一つで、本当に脱出させてもらえると思っていたのか？　意外とおめでたい頭をしているんだな」

　朝から手厳しい言葉に苦笑する。

　それから僕は、少し前から考えていたことをふといってみた。

「ねぇ、綾あや巻まきくん。来週、ちょっと面白いボドゲをやる予定があるんだけど、綾あや巻まきくんも参加しない？　時間は夜中になっちゃうんだけどさ」

「は？」

　返事は剣けん吞のんな視線だった。

　これが単なる遊びの誘いじゃないことは伝わっているのだろう。だから僕はすぐに、そんな誘いをした動機を説明する。

「綾あや巻まきくんは過去が記憶じゃなくて、記録になる。だから積み重ねに意味はない。けど、不確定な未来ならどうかなって思ったんだ」

「……………………」

「先の予定を思い描いて、少し幸せになるようなことって誰にでもあるでしょ。だからその実験。来週に楽しい予定を作る。それを想像する度に綾あや巻まきくんは少し幸せを覚える。とりあえずこの一週間は、同じ幸せが君の精神を定義づける…………なんてどう？」

　昨日の夜中の僕が思いついた提案だ。

　どうあれ、今の僕が思いつくことよりはずっと的を射ているに違いない。

「……………………」

　綾あや巻まきくんはしばらくむっつりと黙り込んでから、首を振った。

「俺はあの手のゲームが嫌いだ。あんな不確定要素まみれの遊び、何が楽しいんだ」

「あー…………」

　それは想像してなかった。

「お前の浅知恵には呆あきれるばかりだ」

　そういって僕にクロワッサンを一つ押しつけると、綾あや巻まきくんはすたすたと歩いて行ってしまう。その丸いシルエットが角を曲がる直前に、もう一言だけ聞こえた。

「次はもっと楽しい誘いを持ってこい」

　クロワッサンをかじっていた僕は、慌てて飲み込む。

　見えなくなってしまった後ろ姿へ、なるべく大きな声をかけた。

「了解！」







　食堂に入ると餅米の甘い香りがぷんとした。

「あ、夕ゆう日ひくん！　こっちこっち～！」

　何人かの生徒がいるが、容赦なく手を振っている語かたり木ぎさんを無視する理由もない。僕は語かたり木ぎさんのはす向かいの席について、皿の上を見た。

「何これ？」

　見た感じ、肉そぼろと餅米の混ぜ込みご飯をノリで巻いたような感じだ。大きな俵型のそれは、おにぎりと呼ぶには少し変わっている。

　そのおにぎり的なものが、皿には四つ。

「飯団だって～！　おいしいよ～！」

「もらってもいい？」

「思ったよりも多かったからいいよ～！　すっごいずっしり～！」

「語かたり木ぎさんがそういうならよっぽどなんだろうね」

　僕なんかじゃ一つだけでも食べきれるかどうか。

　悩みながら飯団を手に取ろうとしたところで、足音がした。足音の主が近くで止まった気配がして、僕は視線を上げる。

　そこに名な鷹たかさんがいた。

「お、おはよ…………湯ゆ治じくん…………」

「あ、えと、おはよう」

　僕が戸惑ってしまったのは、名な鷹たかさんが食堂にいるからだ。朝に名な鷹たかさんを見かけることは少ないし、まして朝食の皿を持っていることは前ぜん代だい未み聞もんだ。

　皿の上にはたくさんの飯団が山積みになっていた。

「こ、ここ、空いてる？」

「い～よ～」

　語かたり木ぎさんの返事を待ってから、名な鷹たかさんが僕の正面に座る。

　名な鷹たかさんが皿をテーブルに置くと、そのどんとした重みが伝わってきた。一つ呼吸をしてから、彼女は飯団も手に取らずに口を開く。

「あ、あのね、湯ゆ治じくん。七なな三み、湯ゆ治じくんにいわれたことを考えたの」

「君が僕について考えるべきことなんて、本当はきっとないんだよ」

「確かにね、な、七なな三みは考えてなかった。湯ゆ治じくんの気持ちも、七なな三みが選んだことの結果も、それで他の人が困るってことも。だ、だからね────」

　僕には人のことがわからない。

　そんな言い訳でも無視できないくらいに、前髪越しの名な鷹たかさんの視線は雄弁だった。予想に反してそこにあるのは僕への恨みでも、諦めでも、悲しみでもない。

　ただ前へと突き進む強い意志だけがそこにある。

「だから、七なな三みは決めたよ」

　はっきりとした声で、彼女は言い切った。

「七なな三みは、みんなの無罪を証明する。湯ゆ治じくんのことも、みんなのことも、きちんと知って、きちんと罪を克服して、それでみんなで堂々とこの島から出ていくの」

「お～！　すごく理想的～！」

　ぱちぱちと語かたり木ぎさんが拍手をする。

　そんな彼女に微ほほ笑えんで、名な鷹たかさんは飯団を手に取る。

「い、いつかね、そのいつかがきたらもう一度いうけど、今もいうね」

　つまるところ、わかっていなかったのはお互い様なのだろう。

　僕も名な鷹たかさんのことを全くわかっていなかった。彼女は僕が想像するよりもずっと強くて、そして確かに恋をしていた。

　大きな口で嚙かみきった飯団を飲み下し、名な鷹たかさんは微ほほ笑えむ。

「好きだよ、湯ゆ治じくん」











あとがき






　突然ですが世の中の災難は二つに分けられます。

　難しい話ではなく、『避けられるもの』と『避けられないもの』の二種類です。そして避けられないものとは、往々にしてその存在を知っているにもかかわらず、実際に眼前に現れるまでは忘れてしまっているものです。

　何かといえば最近、白髪が増えててショックという話ですが。

　家系的にいつかはそうなる気はしていたのですが、実際に生えるまでは全然意識していませんでした。

　気持ちだけはまだまだ若者でいたいものです。




　というわけで『明日の罪人と無人島の教室』の二巻でした。サブタイトルをつけるとしたら『初恋アンリミテッド』です。噓うそです。

　このお話は本質的には「白髪をどうする？」みたいな話でもありますが、登場人物は「白髪染めだ！」っていって黒ペンキを持ち出すような子たちばかりですね。




　以下謝辞です。

　毎度変なプロットばかりお出しして恐縮です、編集のお二方。変なキャラばかり増える作品にお付き合いいただき恐縮です、イラストレーターのかやはら様。最近甥おいっ子が増えた家族。逆に最近減ってる気がして戦々恐々な友人たち。

　そしてこの本を手に取ってくださった読者の皆様に、この上ない感謝を。




鈴すず木き雅まさ之ゆき『十三夜』を聞きながら


二〇二二年八月吉日　周す藤どう蓮れん
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